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    　──予感があった。


    　──決戦は近い。限りある命をガソリンのように消費している気分。


    　──予感があった。


    　──宿敵はすぐ手の届くところにいる。怨おん敵てきの影が見える場所まで近付いている。


    　──予感があった。


    　──終焉おわりは近い。何もかもの決着がつき、僕は消えて四散する。


    　──予感があった。


    　──別離わかれは近い。それが一体誰との別れなのかは分からないけれど。


    　──これだけは、未知だった。


    　──全てが終わったとき、果たして僕は僕なのだろうか。僕以外の何かなのだろうか？

  



  
    登場人物


    赤あか神がみ楼ろう樹き


    殺人ゲームに巻き込まれ、殺人の才能を開花させた少年。


    〝ケモノガリ〟を名乗り「クラブ」を殲滅するため奔走する。


    



    



    シャーリー・ワードワーズ


    ＣＩＡの特殊工作員。楼樹と行動を共にする。


    



    イヌガミ


    人間の脳を移植された犬型生体兵器。楼樹と行動を共にする。


    



    



    シャテア・アンデラーテ


    ある才能を持つ少女。監禁されていたところを楼樹に救われる。


    



    



    ルシアン・カウフマン


    〝勤勉〟の名を冠する、シャーリーの師でもあるＣＩＡ長官。


    



    ゼーレン・オルリック


    〝慈愛〟の名を冠する、初老の男。生物兵器などを扱う武器商人。


    



    アストライア


    〝無垢〟の名を冠する、金髪の美少年。クラブの調停者。


    



    サイクロプス・ジャック


    〝悲哀〟の名を冠する、かつて世界最強と謳われた兵士。


    



    



    貴き島しまあやな


    殺人ゲームから生還した楼樹の元クラスメイト。

  



  
    プロローグ　七人の聖父


    



    
      ──アメリカ合衆国　カリフォルニア州　アルカトラズ島

    


    　刑務所から観光地へと華麗な転身を遂げたはずのアルカトラズ島だったが、数年前に海兵隊の兵器研究所設立という名目で、再び立ち入り禁止区域に指定された。


    　不審に感じたジャーナリストや工作員が何度か、密かに忍び込んだものの、ほとんどは消息を絶ったか事故死として処理された。


    　仮に──真実を知ることができたとしても。恐らく誰にも信じてはもらえなかっただろう。


    　兵器研究所とは無論、建前に過ぎない。では、現在のアルカトラズは何の役割を果たしているかというと……当然のこと、刑務所である。


    　残っていた旧施設はそのままに、大量の予算を使って膨大な広さの地ち下か牢ろうを作り上げた。


    　収監人員は、ただ一人。ただ一人のためにアメリカ合衆国は──否いな、〝クラブ〟はその牢を作ったのだ。広大な独房は、主力戦車ＭＢＴの砲弾にも耐え得る鋼鉄壁に取り囲まれている。そこから数メートルの空間をおいて厚さ五十センチ、重量二トンの複層型防弾ガラスに六方全てを封鎖された部屋。それが『彼』の生活スペースだった。


    　その『彼』は両腕と両足を、極太の鉄てつ鎖さに封じられている。手首の枷かせ部分には、プラスチック爆薬が仕込まれており、一定の手順を取らずに強引に外はずそうとすると、それを感知して手首が吹き飛ぶ仕組みになっている。


    　そんな風に隔離された男を、刑務所の所員全てが恐れていた。三度の食事のたびに緊張が走り、所員たちは完全武装で待機する。ここ数年、そのパターンは変わることがない。


    　弛し緩かんは許されなかった。


    『彼』は決して油断なく、所員たちが弛緩する隙すきを狙ねらっており、まるで蛇が鼠ねずみを喰くらうが如く俊敏に殺害を繰り返していた。


    　これだけの厳重な設備でもなお、自分たちは『彼』の自由を奪い去っていないのではないか、という恐ろしい事実。


    　そこから目を逸そらし、彼らはいつ終わるのかも分からぬ労役に身を費やす。長い苦行であり、心を病む人間が続出した。何度殺そうとしたか……毒を盛ったことも集団で暴行したことも、挙げ句に銃を使ったことも数え切れない。だが、その悉ことごとくを『彼』は生き延びた。


    　毒は効かず、集団での暴行には恐ろしい報復があった。銃で撃たれてもそれを躱かわし、あまつさえ反撃すら行った。最終的に、全ての所員が『彼』の処刑を諦あきらめた。そうせざるを得なかった。


    　長い長い月日が過ぎて──ある日、驚きよう愕がくすべき事態が起きた。『彼』への面会人である。しかも、その面会人は年とし端はもいかぬ少年であった。


    『彼』への面会も初めてならば、それが少年というのも驚きだった。刑務所長はこの刑務所を運営している上の人間に連絡をつけたが、「何があろうとも許可せよ」という返答に更に面食らうことになった。


    　ともあれ、許きよ諾だくされたのならば仕方ない。彼らは戦せん々せん恐きよう々きようと、面会の状況を整えた。


    「声はここからでも聞こえますか？」


    「はい。スピーカーが設置されていますので」


    「分かりました。では、申しわけありませんが下がっていてください」


    　所員は少年を制止すべきかと思ったが、何しろ上司の許可は下りている。どうにでもなれ、と、半ば捨て鉢な気分で所員はその場を退出した。


    「──や。生きていたとは驚きだ」


    　少年……アストライアの言葉に、『彼』は身を乗り出して、顔をガラスに押し当てた。


    　その風ふう貌ぼうは、獅し子しとも鰐わにとも鮫さめとも虎とらともまるで異なっている。この世のどんな生物よりも獰どう猛もうで、邪じや悪あくで、掛け値なしの怪物だった。まるで顔から突き出された角のようなマスク。顔といわず、全身という全身が疵きず痕あとだらけ、そして手の甲に至るまで刺青タトウーだらけで、複ふく雑ざつ怪かい奇きな曼まん荼だ羅らのようだった。


    　清潔そうな囚しゆう人じん服ふくの上からでも窺うかがえる、重厚な筋肉。身長は恐らく二メートル、体重は百キロを超えているだろう。だが、ただ大柄なだけではない。まして鈍重そうでも非力そうでもない。この世に存在する生物の頂点に位置づけられているような何かだった。


    「う、うぅ……おれ、まだ生きてる。生きるし、生きたいし、でもいちばんは戦いたい」


    　スピーカーを通してなお、心を軋きしませるような重低音。そのどこか幼稚でたどたどしい言葉は、まるで獰どう猛もうなシベリアトラが人語を喋しやべっているようなおぞましさを感じさせた。


    「戦いたいのかい？」


    「うう……戦いたい。とても。だから……」


    　じゃらりと鎖を見せびらかす。


    「これ、どうにかして」


    「おいおい。……それくらい、自分でどうにかできるだろう？」


    　アストライアの言葉に、『彼』は些いささかの躊ちゆう躇ちよもなく頷うなずいた。


    「やってもいいなら、やる」


    「いやまあ、やらなくてもいいさ。おめでとう、忌いま忌ましいが君は釈放だ」


    「……なんで？」


    　アストライアは渋々といった様子で、『彼』に告げる。


    「七日後に聖霊会議を開く。場所はハワイのサングレ島。残念なことに──本当に、残念なことに。君も出席者の一人として数えられている」


    「〝虚無ホロウ〟が、ゆるしてくれた？」


    「真逆。君を喚よぶと決めたのは、〝勤勉デイリジエンス〟の馬鹿野郎だ。……ま、主あるじも許可したようだけど」


    「よがった。……おいら、がんばるよ。〝虚無ホロウ〟のために、がんばる」


    　へらへらと笑いながら、彼はそう告げた。その調子の良いへつらいの笑みは、アストライアでなくとも信用できぬと思うだろう。


    「ああ、我が主は平等さ。──たとえ、殺そうとした相手であっても礼儀を尽くす」


    「〝無垢イノセンス〟は、おれのこと、きらい？」


    「当たり前さ。僕とお前は、憎み合っている。しかも、ただ憎んでいるだけだ。相手の不幸を望み、相手の堕だ落らくを望み、失しつ墜ついを望んでいる。ああ、まったくもって嫌いやな人間関係さ──せめてお前が、敵であればと思うよ……〝悲哀グリーフ〟のサイクロプス・ジャック」


    　ジャック、と呼ばれた男は笑った。


    「ありがとう。おれも、〝無垢イノセンス〟はきらい。いつか、殺してあげる。だから、ここ、出ることにする」


    「僕たちは手伝わないよ。できれば、遅刻してほしいものだ──永遠に」


    　そう言って、アストライアは立ち去った。果たして直後、アルカトラズ新刑務所から一人の男が釈放された。刑務所所員は理不尽にも鏖おう殺さつされていたために、彼を見送る人間は皆無だった。

  



  
    第一章　真実は、そこに


    



    
      ──ブラジル　リオデジャネイロ

    


    　これは暑い、そして熱い国の出来事だった。


    　ブラジル最大の港湾都市、リオデジャネイロにおいては四人に一人がファヴェーラ──いわゆる貧民街シテイ・オブ・ゴツドに住んでいるといわれている。


    　衛生状態も食糧事情も、いずれも最悪。そこで人間がまともに生きることは難しい。だから、大抵の人間はまともではない生き方を選ぶ。


    　それは泥棒であり、娼しよう婦ふであり、あるいはギャングだった。そこに絶対的な悪は存在しない、どれほど残ざん虐ぎやくな行為があったとしても、それは彼らの娯楽エンターテインメントではなく、生き様でしかない。


    　そして、ファヴェーラの人間たちは強いが弱いといわれている。群体としてならば間違いなく強い、彼らには躊躇ためらいがなく、良心が些いささか欠けている。たとえ良心があったとしても、それは群体としての悪意に押し流されるだろう。


    　だが単体としては、ひたすらに弱い。圧倒的な権力者にして暴力者たちが、彼らを意図的に捕獲しようとした場合、全くの無力である。


    　いつか、この街は何かしらの技術革新によって消えるのかもしれない。あるいは、もっと直接的で暴力的な何かによって消し炭ずみにされるのかもしれない。


    　ともあれ今のところ、彼らは永えい劫ごう輪りん廻ねのように暴力の日々を回し続けていた。故ゆえに、この暴力に侵された街は、赤神楼樹ケモノガリには関係のない存在だ。彼ならば恐らく一夜で勢力図を塗り替えることもできるだろうが、それは無意味な行為だ。


    



    　それでは本題。とある権力者に囚とらわれた、哀れな『少女』の話をしよう。


    　六歳のとき、両親が警官とギャングの撃ち合いに巻き込まれて死んだ瞬間、生きていくためにはどんなことでもしようと彼女は心に誓っていた。盗みは当然のようにやった。ファヴェーラに迷い込んだ観光客を殴って金品を奪い、カードを悪用もした。その過程で、コンピュータへのハッキングも覚えた。カード会社のデータを盗み、銀行のデータを改かい竄ざんするまでに至った。


    　才能があったのだろう。性にも合ったのだろう。ただし、少女はその収益の大部分を権力者によって──具体的にはギャングや一部の警察官に奪われていた。それでも、ハッキングは楽しかった。クラッキングは愉快だった。世界のどこかで、自分のせいで身み悶もだえる金持ちがいると考えるだけで愉快極まりなかった。


    　広大なファヴェーラならば、逆探知されたとしても恐れる心配はない。少女はこの街で、紛れもなく人生を謳おう歌かしていた。


    　……だが。電脳の世界で万能であっても、彼女はやはり無力な存在だった。


    　ある日、少女は車に乗せられた。拐かどわかされた、という方が正しいか。少女のハッキングを地元のマフィアは有益に活用していたが、彼女がＣＩＡの秘密工作員リストに手をつけたことが知れた段になって、少女を切り捨てる算段を整え始めた。


    　刃物は斬きれれば斬れるほどよい、だが……あまりに斬れすぎても困るのだ。自分の手を傷つけてしまっては、元も子もない。まして、危あやうく首筋を斬るほどの暴れようならば尚なお更さらだ。


    　というわけで、いつも通り『子供』を要求してきたとある組織に少女を引き渡すことにした。その組織にとって、ハッキングの才能など何の価値もない。たとえ世界最高峰の凄すご腕うでであろうともだ。彼らにとって重要なのは、健康体かどうかのみ。彼女以外にも数十人の子供たちが、彼らによって連れ去られていた。


    　ファヴェーラの子供たちは、毎年かなりの人数が行方不明になる。そして、その行方を探るような大人たちは皆無だ。


    　殺され、屍し体たいが残っているならば騒ぎになろう。だが、あくまで行方不明ならば──もう、ずっとその姿を見ないというだけ。


    　そうして『彼女』は捕獲された。目的は彼女の新鮮で手頃なサイズの臓器。世の中には様々な人間がいる。恵まれた環境で生まれたにもかかわらず健康に生まれなかった子供たちが。


    　そんな子供たちを心より愛する者のために、彼らは趣味と実益を兼ねてさらった子供たちを解体し、祝福されて生まれた子供たちのために必要な臓器を提供するのだ。


    



    「それが、我々の職業なんだよ。理解できたかな？」


    　頬ほおに鋭いメスを這はわせながら、眼帯をつけた不気味な男は囁ささやいた。彼女はその、あまりに絶望的な状況に現実から遊離している。悲鳴を上げることすら叶かなわなかった。


    



    　──嘘うそ、分かんない、こんなの夢、夢に決まってる。


    



    　男は〝医者ドクター〟と呼ばれているが、実際には医師免許など持ってはいない。ただ個人的な趣味で解体を行っているだけだ。ただ、〝クラブ〟を通じて売り捌さばくその臓器は、副業としては意外なほどに儲もうけさせてくれた。


    



    　──お願い、早く夢から覚めて。


    



    　彼は〝クラブ〟の保護下でぬくぬくと暴利を貪むさぼっていたが、それも潮時だろうと考えている。というのも、ここ最近会員メンバーが次々と死んでいるからだ。別段、それは構わない。誰が死のうが知ったことではない、だが──自分も巻き込まれるとなると、話は違う。


    　あくまでも噂うわさだが、どこかの対抗組織が会員リストを手に入れたらしい。そして、何とも不条理なことに会員たちを一人一人、抹殺しているとか。


    



    　──ねえ、ちょっと誰か起こしてよ！　早く、早く！


    



    　ここ最近、事故死として片付けられたものも、病死として発表されたものも全てが彼ら別組織の仕業らしい。恐ろしい事態だ。会員を殺すなんてまさに神に逆らうも等しい所業。だが、ともかく死に続けている。となれば、しばらくの間は鳴りを潜ひそめる方がいい。おとなしくしていれば、そのうちある程度の妥協案が提示されるだろう。


    



    　──嘘うそ、そんな、嫌いや、ねえ、もしかして。


    



    　だから、これで当分〝お楽しみ〟はお預けだ。じっくり、じっくりと丁寧に遊ばなければ。


    「そこで、今回は特別だ。医療会社に作らせたこの筋きん弛し緩かん剤ざい……体は動かなくなるが、濃度が薄いせいで痛覚は残り続ける。おまけに、発声機能は阻そ害がいされない。もっとも、肺を取り出されたらさすがにどうにもならないが」


    



    　──夢じゃ、ない？


    



    　愉快そうに薬を見せびらかす〝医者〟に、彼女はようやく自分にできる唯一のことを行った。


    　泣き叫んだのだ。


    「助けて！　助けて！　助けて！　嫌！　嫌、嫌、嫌嫌嫌嫌嫌いやいやいやいやいやぁ……！」


    　その悲痛な声に〝医者〟は陶とう然ぜんとした表情で聞き入っている。天界の交響曲にも劣らないその絶叫スクリームは、普段の人生の中では絶対に聞けない類たぐいのものだ。失恋した、仕事で失敗した、喧けん嘩かで敗北した、その程度では出せない声。


    　最上のアリア、最上の音楽。だが、まだ『サビ』の部分ではない。このメスが体内に浸透したとき、それこそがこの曲の『サビ』だ。


    「さあ、まずは注射だ。これはちくっとするだけだから、問題ないよ」


    　そう言って〝医者〟は手早く筋弛緩剤を注射すると、その間にいいものを見せようと大型の液晶ディスプレイを彼女が見える角度にした。


    「今まで、私が手術した患者たちの映像だ。じっくり楽しみなさい」


    「ひっ……!?」


    　確かに、彼女は過酷な世界を生きてきた。自分の兄弟たちが病気に倒れて苦しみ死んでいくのも目撃したし、知り合いがギャングと揉もめて刺された瞬間だって見たことがある。


    　暴力は日常的で、世界は陰いん惨さんだった。


    　だがしかし。目の前にある映像はあまりに、あまりに違いすぎた。そこには良心が存在せず、ただただ絶望が広がっていた、猟りよう奇き的てきなんて言葉では絶対に片付けられない。自分と同じ年くらいの子供が泣き叫び、腹を割さかれている──そこまでなら、そこまでなら彼女も我慢できる。恐怖からくる涙や吐き気を堪こらえることが、できただろう。


    　信じ難いことに、映像から聞こえてくるのは明るく呑のん気きなカントリーミュージックと、目の前の男と思おぼしき笑い声だった。


    　自分たちは必死になって生きている。強盗も殺人も、笑ってなどやれない。良心があっても、それを踏みにじってこその生き様だ。


    　なのに、目の前の〝医者〟は笑っている。楽しそうに笑っている。彼には絶対に必要ない暴力なのに、笑い続けている。


    「友人が私には選曲センスがないと言った。……だが、そうは思わない。こんなに愉快なんだから、鎮魂歌レクイエムのように根暗な曲は似合うまい。だろう？」


    　ぶつぶつと〝医者〟は不平を零こぼしていた。聡さとい彼女は絶望的に悟る。この男は、本当に、心底──自分たちのことなどどうでもいいのだと。彼にとって重要なのは、曲にどれを流すかであって、自分たちの命など無価値なのだと。


    　生きてきた、どんなに辛つらくても、苦しくても、悲しくても、罪を犯してでも、ほんの刹せつ那なの喜びや楽しみを忘れずに生きていたいと思ってきた。


    　なのに、どうして奪うのだろう。どうして生きたいと思ってはダメなのだろう。必要ならば話は分かる。嫌いやだけど、納得はできる。でも──どうでもいい扱いだけは嫌だった。世界から見捨てられるのだけは絶対に、絶対に嫌だった。


    



    　──でも。もう、どうしようもないんだよね。諦あきらめないといけないよね。


    



    　悲鳴は途絶えた。ただ、この世界のあまりの不条理に涙した。


    　音楽を止めた少女だが〝医者〟は取り立てて気にしない。今は絶望の底に突き落とされてしまって、停止しただけだ。いわゆる間奏であり、メスが体内に潜もぐり込めばまた曲が戻るだろう。


    「……さて、そろそろ筋きん弛し緩かん剤ざいも効いてきた頃合いか」


    　浮き浮きと楽しそうに〝医者〟はメスを振りかざす。麻ま痺ひしていた恐怖がすぐに蘇よみがえり、少女は再び暴れようとして、首を振ることしかできない自分に絶望する。


    「それでは、曲の出だしはどんな感じかな……？」


    　ゆっくりとメスが近づいてくる。彼女は恐怖に顔を歪ゆがませながら、自分に伸ばされるメスを見つめていた。そしてそれが────────停止した。


    「そこまでだ」


    　絶望に心が凍りついていた少女だが、それでもその声が〝医者〟とは異なるものであることくらいは分かった。わずかに硬さが残る英語だった。


    「……だ、誰、だ？」


    「お前の名前は、ネルソン・デ・ドゥアリテ。ダイヤモンド鉱山会社の社長、合っているな？」


    「だから、誰だ！　おい、誰かコイツを摘つまみ出せ！」


    「〝クラブ〟の会員メンバー。合っているな？」


    　クラブという他た愛あいもない単語を聞いた途端、さっと〝医者〟の表情が変わったように少女には見えた。


    「……お前は、誰だ」


    　怒っていた〝医者〟の表情がたちまち変わり、疑念と恐怖を露あらわにしている。男が敵か味方かも分からないが、ともかく彼女はほんの少し安あん堵どし、溜りゆう飲いんを下げた。この〝医者〟が嫌いやなことなら何だっていいと思う。


    「無知は己おのが身を滅ぼす。……というか、この状況下でどうしてお前は僕の存在が理解できないんだ？　ここまで来れば、聡さとい何人かは分かってくれたぞ」


    「い、いや。何だ。それは……え……？」


    　このとき、初めて彼女は〝医者〟の手首を押さえつけている男を見た。驚いたことに、自分と同年代と思おぼしき少年だった。アジア人らしいが、日本人か韓国人か、あるいは中国人なのかまでは分からない。ただ、彼の瞳は恐ろしいほど冷えていて──そのくせ、眼力は焰ほのおのような迫力があった。


    　不意に〝医者〟がへつらいの笑みを見せた。


    「い、いや。分かっている、分かっているとも。その……君たちの組織は実に強大だ。ああ、うん。私としても、もちろん君たちの組織に与くみしたい。だがその、〝クラブ〟を抜けるというのは、なかなかに困難な作業で……い、いや待ってくれ！　もちろん、私はとうに〝クラブ〟には愛想を尽かしている！　本当だ！　将来的には君たちの組織に参加したいと思っている！」


    「……ああ、なるほど。大いなる誤解があるようだ、ミスター・ドゥアリテ」


    「ご、誤解？　ああ、もちろん我々の間には誤解がある。途方もない誤解だ。私は君たちと敵対しようなどとは、決して──」


    　ゆるゆると、少年は首を横に振った。


    「そうじゃない。もっと根幹の部分で違たがえている。一つ、僕は組織の一員ではない。協力者はいるけど。二つ、縄張りを広げようとする組織同士の争いじゃない。三つ、僕はお前たちを狩りに来ただけだ」


    「え……？」


    　少年は今もなお再生が続いている、液晶ディスプレイの映像を見た。少女には分かる、その瞳はあまりに深く色濃い。彼はディスプレイを大振りの鉈なたか何かで叩たたき斬きった。


    「四つ目。お前は助かりたいと思って命乞ごいをしたようだがとんでもない勘違いだ。お前にチャンスは残されていない、一欠片もだ」


    「だ、誰か！　誰か来てくれ！　おい！　誰か！」


    「その誰かというのは、恐らくお前の手下だろうが……もう、いない。この世界から消えた」


    「誰か！　誰か！」


    　既に〝医者〟はパニックの極致に達していた。彼女が思わず笑ってしまうほどに、その光景は滑こつ稽けいそのものだ。


    「さて──」


    　少年がちらりと彼女を見た。心臓が跳ね上がる。長く伸ばした髪の毛のせいで、片方の目は見えないが──ゾッとするほど綺き麗れいな瞳が一つ、彼女を射い貫ぬいた。


    「お願い、このままにしないで！　お願い！」


    　彼女を安心させるように、少年は頷うなずいて拘こう束そく用のベルトを外はずした。そのやり方はとても慎重で、彼女を傷つけないようにしているのがよく分かった。


    　先ほどの緊張や恐怖とは異なる、もっと別の感情が心臓の鼓動を激しく高鳴らせている。


    　煌こう々こうと、そして燦さん々さんと。目の前の少年は、輝いていた。


    　少年は少女にとってヒーローであり、救世主であり、そして何より──。


    　──あたしに、こんな素敵な男性ひとがやってくるなんて。夢じゃないかしら！


    　彼女の心はときめき、陰いん惨さんで絶望的であったはずの状況など頭から吹き飛んでしまっていた。


    「大丈夫？　立てるかい？　……無理そうだね」


    　少年の優しい声に、彼女は慌てて言った。


    「無理よ。何か注射されたみたいで、顔だけしか動かないの。だから、置いていかないで！」


    「分かってる。……その、恐縮だが君の名前を教えてほしい」


    「シャテア……シャテア・アンデラーデ！　お願い、見捨てないで！」


    「安心して、シャテア。僕は君を助けに来たんだ、だから見捨てることはない。ただ、ちょっと待っててくれないかな？」


    　彼はそう言って、肩を掴つかんでいる〝医者〟を揺さぶった。凍りついていた男が、暴れ出すが少年は意にも介さない。少女は彼が自分の前から立ち去ることを恐れて、たちまち泣き濡ぬれた瞳で叫んだ。


    「嫌いやよ！　置いていくなら泣いてやるわ！　あたしの泣き声は騒音公害よ！」


    　少年は困ったように頭を掻かいて、少女──シャテアの頭にそっと手を置いた。頭を撫なでられると、奇妙な安心感が胸の内から湧わき上がった。少女は、今の今まで親にすらも撫でられたことがなかった──殴られたことはあったのだが。


    「安心した？」


    「……うん」


    　声が落ち着いたのを見計らって、少年は背後を振り返った。


    「イヌガミ、悪いが彼女についててやってくれないか？」


    　応じるような犬の吠ほえ声。その声は、人間を安心させる何かがあった。


    「……何、今の？」


    「イヌガミ。僕の……まあ、戦友だ。彼がついているなら、安心だろう？」


    「でも──」


    　のっそりと、暗がりから〝イヌガミ〟が姿を現した。少女はこれほど大きく、立派で、そして獰どう猛もうさと知的さが両立しているような犬を見たことがなかった。


    「これ、いくら？」


    　反射的に少女が問いかける。これほど立派ならば、いくらでも売れるだろう。


    「お金じゃ買えない」


    　わずかに苦笑しつつ、少年がぽんと犬の背中を叩たたいた。


    「しばらく頼む」


    　イヌガミは頷うなずき、寝台に乗せられている彼女の傍そばに寄ると手の届く範囲にぺたりと座り込んだ。ただそれだけで、彼女はとても安心できた。まるで屈強なボディガードたちに取り囲まれた感じだった。
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    　それに、この犬がいるということは当然彼もしばらくここに留とどまってくれるだろう。もしものときは、イヌガミについていけばいいだけだ。


    　犬の逆立った背中の毛を見ながら、シャテアはほっと安あん堵どの息を零こぼす。


    　少年は〝医者〟の耳を引っ張って無理矢理に引き摺ずり始めた。少年の動きを見て、どうしてこんなに手慣れているのだろう──と、シャテアは思う。ともあれ、彼は〝医者〟と共にシャテアから遠ざかっていく。


    「さて、と。彼女の目の毒になるといけない。お前はこっちに来い」


    「やめ……離せ！　離してくれ！　嫌だ！　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だぁ…………!!」


    　助けを求める〝医者〟は必死になって周囲を見回す。たまたま、少女と目が合った。これが恐らく今こん生じようの別れとなることを理解した彼女は、思いっきり舌を突き出して叫んだ。


    「ざまあみなさい！」


    　その声に少年が驚いて少女を見た──その瞳に少しドキリとする。少女は少年のことを考える。どうやら、彼は自分を助けに来てくれたようだ。そしてセリフからも、自分を気遣ってくれているのがよく分かる。


    　少女は今の今まで、男性というものに対しては嫌悪感以外の何物も感じられなかった。無論、弟のことは愛している。だが、男性というカテゴリーになるとまた別問題だ。男性は人間である以前にケモノなのだ。少なくともシャテアはそういう認識だった。


    　ああ、だけど。今しがたの少年は違う、違いすぎる。助けてくれた、それに労いたわってくれた。唐突な理不尽を唐突な理不尽で打破してくれた。おまけに自分の名前まで知っていてくれた。


    　素敵だ。無敵に素敵すぎる。あまりに奇跡的であまりに幻想的フアンタジツクであまりに恋想的ロマンチツクだった。


    　つまり、彼は──────。


    「王子様！」


    　少女は思わずそう叫んだ。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　少しだけ、時間を遡さかのぼることにしよう。


    　──もうすぐ、赤神楼樹ぼくがバスの事故で亡くなったと報道されて一年が経たつ。日本が恋しくなることはあまりない。ただ、白米はたまに恋しくなるけれど。


    　他のこと、例えば家族のことや愛した少女のこと──貴き島しまあやなについては極力思考を避けている。とはいえ、あやなは少し前にまたも〝クラブ〟の陰謀に巻き込まれてしまった。


    　どうにかそれには決着がついたものの、シャーリーが調べたところによるとあやなは日本へ帰っていないらしい。ただ、彼女の無事は確かだ。何度か海外から両親への電話があり、その声があやなのものだと確認できているからだ。


    　少なくとも定期的に電話連絡ができるならば、問題はない。何より、彼女がいると思わしき場所は僕の知る限り、もっとも〝クラブ〟に対して安全な場所──かつて共に戦い抜いた人たちがいる北欧の小国、バレルガニアだった。


    　何があってバレルガニアに移動したのかは分からないが、今のところ不安はない。そうして僕は日常に戻った。誰かを狩る日常、ケモノを討ち果たす日常に。


    



    　ローマで行われた十二使徒のゲーム、それを無事終わらせてからリハビリを含めて一か月の時間が流れていた。斬きられた僕の腕は、神経なども完全に繋つながった。病院の医者は唖あ然ぜんとしていて、体液と皮膚のサンプルを欲しいと懇願された。……とりあえず、匿とく名めいを条件に承知することにした。我ながら、この体がどういう状態なのか想像がつかない。僕の遺伝子のせいで、出来損ないのＳＦホラー映画のような展開が起こったら申しわけなさすぎる。


    　まあ、それを言ったらシャーリーが悶もん絶ぜつするほど笑っていたが……。ともあれ僕は復活し、新たな戦いへと挑む。既にローマは復興作業に移っており、十二人の娯楽提供者エンターテイナーたちは、いずれも単なる犠牲者カジユアリテイーズとして片付けられた。


    　犠牲者。あの十二人の中で犠牲となったのは、実質的にただ一人だ。


    　シスター・セシリア。彼女のことは、たぶん一生忘れられないだろうし忘れたくない。だが、それは決して悪夢ではない。彼女は最期の最期まで僕を案じ、僕の罪を肩代わりしたことを喜んで逝いったのだ。そんな彼女を悪夢などに貶おとしめたりするものか。断じて、断じてだ。


    　そしてローマを旅立つ直前、僕たちは現ローマ教皇直属の部下であり、戦場と化したローマの戦火を潜くぐり抜けたＶＳＳバチカンシークレツトサービス元護衛主任、ダスティ・ガープリングにコンタクトを求められた。


    　バチカンの、恐らくは密談を目的とした一室に通された僕たちは、そこで思いがけない人物に再会した。


    「やあ、ロウキ。腕は繋がったようだね？」


    　椅い子すに座っているのは、穏やかな風ふう貌ぼうをした老人だった。皺しわだらけの顔を緩ゆるませているが、そこには権威を持つ者の圧倒的なオーラが垣かい間ま見える。この世界において、恐らくアメリカ大統領と並び立つ唯一無二の権力者。十億の羊たちひとびとを導く使命を背負わされた偉大なる羊飼い。


    「ヴァレリオ……さん」


    　ヴァレリオ・ロベルティ。当初、僕は彼を狩ることを目的としてローマを訪れたのだが、紆う余よ曲きよく折せつあって誤解が解け、逆に彼を守ることになった。……危あやうく殺しかけたので、この人には一生頭が上がらないだろうと思う。いや、そもそもの立場からしてあまりに隔たっているのだが──。


    「今はエイレナイオスⅠ世だ。まあ、君にはヴァレリオと呼んでもらった方がいいか」


    　ヴァレリオはそう言って笑うと、シャーリーの手を握り、イヌガミの頭を撫なでた。さすがのシャーリーもやや恐縮気味なのが、少し面白かった。


    「それで……何かありましたか？」


    　まあ、僕を呼んだ以上は当然──〝クラブ〟に関わりのあることだろう。


    「ああ。君も知っての通り、バチカンとあの〝クラブ〟との関わりを、我々は必死になって捜している」


    「あまり踏み込まない方がいい、と思いますが……」


    　ゆるゆると、ヴァレリオは僕の言葉を拒絶した。


    「彼らは我々が背負うべき荷物でもあり、宿業だ。無論、慎重に慎重を重ねているが、命を懸かけることに躊躇ためらいはないよ」


    「無論、俺たちもだ。あまり大人を舐なめるなよ？」


    　ダスティはそう言ってニヤリと唇を歪ゆがめ、僕の背中を叩たたいた。こそばゆいような感覚が、僕の胸をくすぐった。


    「ありがとうございます。……それで、もしかするともう何か分かったんですか？」


    「いや、さすがに具体的なことは、全く何も分かっていないに等しい。ただ、資金源の繋つながりは着々と解明が進んでいる。知っての通り、バチカンの資金を運用していたバチカン事業運営公社が〝クラブ〟の金をロンダリングしていた。今問題になっているのは、浄化された資金ロンダリング・マネーがどこに消えていったか、だ」


    　なるほど……浄化された資金が、果たしてどこに融資されているのか。それが分かれば、必然的に〝クラブ〟の表の顔が判明し、裏を促えやすくなる。


    「無論、当然ながら資金は真っ当な会社にも融資されていて、片っ端から調べているのが現状だ。時間はかかる。……だが、やり遂げられないことではない。少なくとも、あのローマでの戦いを生き残った我々ならばな」


    「ありがとうございます」


    「まあ、それで君たちに来てもらったのは、我々の間にどうやって情報の流通ルートを構築するか、ということでな」


    　……なるほど。僕たちは、世界中をあちこち渡り歩くことになる。どこにいるかを逐一知らせなければバチカンからの連絡は途絶えるだろうし、それは極めて危険だ。


    　当然ながら、これは僕が決めるべきことではない。シャーリーの出番だ。彼女もそれは承知で、ダスティと共にどうやって情報のルートを敷くかを話し始めていた。


    　時折軽口を叩きつつも、彼女はあっという間に決めるべき事柄を決めていく。……何というか、この頭の回転の速さはシャーリーの恐ろしい部分の一つだと思う。


    　僕の旅に（かなり強引に）同行するようになってから、たまにシャーリー・ワードワーズについて改めて考えることがある。彼女の目的は、一体何なのか。何度か問い詰めたものの、のらりくらりとはぐらかされるばかりだ。真意を読めた試しなどない。だが──それでも、命いのち懸がけで僕と共に戦ってくれたことは確かだ。


    「旅は、まだ続くのだろうね」


    　不意にヴァレリオがそう呟つぶやいた。僕は頷うなずき、イヌガミは尻しつ尾ぽを軽く振ることで返答とした。


    「君たちの旅は間違いなく罪なのだろう。だが、私にそれを止める権利はなく、止めるつもりもない。せめて、無事を祈るよ」


    　それだけで充分だ。元より赦ゆるされるなどとは思ってもいない。この旅が終わった後で、幸せになろうなどとも考えていない。ただただ、撃滅するだけだ。


    「……じゃ、そんな感じで」


    「了解した。アンタたちも気をつけろよ」


    「お互い様ね。朗報を期待しているわ。楼ろう樹き、イヌガミ。行くわよ」


    　どうやらシャーリーとダスティの話も終わったらしい。僕たちはヴァレリオとダスティに別れの挨あい拶さつをして、ローマを去ることとなった。


    　ふと考えてみれば随分と世界中を旅して回っていることに気付いた。どこか感慨深い想いを抱く。実に殺伐とした旅だし、血の臭いを嗅かがない日はないくらいの有様だが、それでも日本では見ることのできない風景は、僕の心に奇妙な感動を与える。


    　美しい雪山、荘そう厳ごんな建築物、圧倒的な深さを誇る森。みな、本当に美しかった。


    　ともあれまた、ケモノを狩る旅が始まったのだが……状況は次第に悪い方向へと進み始めていた。僕が次の標的とした会員メンバーたちのほとんどが、姿を暗くらませたか厳重な警戒を布しいていたのだ。


    　厳重な警戒を布いているだけならば、さほどの問題はない。警戒を布くだけで安心していること自体、僕という存在についてあまり理解していない。


    　無駄な犠牲を最小限に抑えつつ、仕留めることは最も早はや作業に等しい。機械的に宣言し、彼らの懇願を一切黙殺し、罪を自覚させ、それでもなお生きたがる彼らを斬きって捨てた。そうして仕留めた数は七人。彼らについては、最早語るべきことはない。


    　問題は、姿を暗ませた方だ。表向きの顔すら捨てて、ただ逃げの一手を選んだ者たちも少数ながら存在した。追跡は不可能ではないが、時間がかかる。


    　結局、僕たちは相談の末に欧州から南米へと飛ぶことにした。逃げた連中は民間の探偵を雇って追跡調査を行うだけに留とどめた。


    　……逃げた、ということは〝ケモノガリ〟に対して恐怖しているということ。今のところは、それだけでよしとしておこう。


    　南米に到着した僕たちは、しばらくの間現地の環境に慣れつつ会員メンバーたちの調査を開始した。現地での評判──聖人君子もいれば、暴君もいる。そして住所、普段のスケジュール及びセキュリティは予想通り極めて厳重だった。それに頭を悩ませていたとき、バチカンから一報が入った。


    



    【浄化資金の融資先が一社判明。名前は『クランパウダー貿易公社』。登録されている住所は架空のもの。ほぼ間違いなくダミー会社】


    【その他の詳細は一切不明。さらに追跡調査する】


    



    　クランパウダー貿易公社──その名を僕が刻み込んだとき、シャーリーが不意に呟つぶやいた。


    「……クランパウダー貿易公社って、ＣＩＡウチのダミー会社なんだけど」


    　沈黙。僕とイヌガミは、思わず顔を見合わせた。シャーリーは手で顔を覆おおい、嘆息する。


    「ま、薄々勘付いていたことではあるのよ。ＣＩＡなり、ＮＳＡ国家安全保障局なりが〝クラブ〟に関わっているっていうのは。せめて、ＮＳＡであればと思ってたんだけどねえ」


    　シャーリーはまるで雨の日で憂ゆう鬱うつだ、というくらいの軽さで言った。だが、こちらからすれば一大事だ。


    「となると──」


    「あまり向こうの協力を期待するのはよろしくないわね。一応、今までは職務というよりは信頼できる同僚に、個人的な厚意でやってもらっていたけど……行動が露呈していた可能性も高いわね」


    「全員が全員、〝クラブ〟の協力者というわけじゃない……よな？」


    「それなら私が気付いてる」シャーリーが肩を竦すくめた。


    　それもそうか、と安あん堵どしたが、ＣＩＡに所属しつつも、〝クラブ〟のスタッフである人間がいるのは間違いなさそうだ。


    「ＣＩＡも一枚岩じゃないからね。〝クラブ〟を嫌悪しそうな人間も知っている、金さえ貰もらえるなら協力するような輩やからもいる。もし存在を知っていたなら喜んで無料奉仕していそうなロクデナシも知っているわ」


    　そう言ってから、シャーリーが何かに気付いたように、はっと口元を押さえた。


    「どうした？」


    　普段のシャーリーの強気で飄ひよう々ひようとした態度はどこかに忘れ去られ、代わりに言い淀よどんで目を逸そらす──何とも気弱な様相だ。


    「ちょっと思い出したのよ。絶対に〝クラブ〟と関わっていてほしくないけど、高確率で関わっているであろう人物を」


    「誰なのさ」


    　僕の問い掛けに、シャーリーははぁ、と大きく息をついて……深刻な表情で告げた。


    



    「──二十三代目ＣＩＡ長官、ルシアン・カウフマン」


    



    　……その名を告げた瞬間、恐らくシャーリーは覚悟を決めたのだと思う。自分の恩師、自分を見いだし、自分を拾い上げ、自分を鍛え上げた人物。


    　同時に。己おのれの持つ全てを知っていて、それを上回るであろう人間と──敵対する覚悟を、だ。


    　そんな過程を経て、僕たちは南米の会員を掃討ししだいＣＩＡ攻略に取りかかることになっていたのだが──何しろ、『ＣＩＡカンパニー』だ。シャーリーとて、どうすればいいのか分からないのか、ラップトップＰＣを前に頭を抱かかえている姿を何度も目撃した。


    　そして南米に潜ひそむ〝クラブ〟の会員メンバーの一掃についてもあまり上手くいっているとは言い難い状況だった。もちろん、どう対応されたとしても、僕がやるべきことは決まっている……だが、時間がかかるのは避けたい。時間がかかればかかるほど、未いまだ生き延びているケモノたちの暴ぼう虐ぎやくを許すことになってしまうから。


    　だから迅速に、一いつ気き呵か成せいに、そして徹底的に叩たたき潰つぶす。けれど、そのセキュリティは極めて厳重で、繊細だった。厳重であるだけならば、僕は力ずくでどうにかできる。だが、繊細なのだ。一人狩っただけで、残り十人が世界各地に逃亡してしまえば、追跡は難しい……不可能ではないだろうが、時間がかかる。下手をすれば、永遠に見つけられないかもしれない。


    　そのために必要な人材が一人いた。


    　厳重なセキュリティを潜くぐり抜け、警報を無力化する現代の魔術師──ハッカーと呼ばれる者たちだ。


    「南米ここだけじゃない。ＣＩＡに潜入するためには、そういう人材がどうしても必要なのよ」


    「……シャーリーがやればいいじゃないか」


    「私は私でやるべきことがあるし、何よりも私はハッキングが大して上手くないの。ハッキングは才能よ。楼ろう樹きと同じで、天てん賦ぷの才が必要なの」


    　なるほど、だが問題が一つある。〝クラブ〟という巨大な組織と対立する僕たちに協力してくれるハッカーなんて、この世に存在するのだろうか？


    　シャーリーは煙草たばこを咥くわえ、遠くを見ながら呟つぶやいた。


    「一人、心当たりがあるわ。ただ、直接会ったことはないけど」


    「どこにいる？」


    　会員たちを狩るのは重要だが、それにこだわり過ぎるのは本ほん末まつ転てん倒とうだ。僕の最終目的は、当然の如く〝クラブ〟の壊かい滅めつだ。そのために必要な人材ならば、優先して確保すべきだろう。


    　……巻き込むのは、多少なりとも気が引けるのだが。


    「この南米にいる、名前は不明。ＣＩＡわれわれがそのハッカーにつけたニックネームは『パズズ』。獅し子しの頭と鳥の羽、蠍さそりの毒尾を持つ災さい厄やくの魔神ね」


    「もっと具体的な場所は？」


    「ファヴェーラを拠点としているのは間違いないわ。とりあえず、そこを根城にしているギャングたちに当たろうと思う。ただ、何しろ彼らは凶暴だから──」


    「僕とイヌガミもついていくよ。軽く脅おどせばいいんだろ」


    　シャーリーは笑って「そゆこと」と答えた。


    



    　ファヴェーラを根城にしているギャング組織、それを統括しているボスに会って和やかな会談（奇跡的なことに、死者はゼロ。負傷者だけで済んだ）を終えた僕たちは、『パズズ』の情報を呆あつ気けなく得た。


    　驚いたことに、ハッカー『パズズ』は少女であり、年齢は僕より二歳も下だった。そして何という因果か、巻き込もうとしていた彼女は犠牲者として巻き込まれかけていた。


    　シャテア・アンデラーデ。彼女こそが、僕たちが探し求めていたハッカーである。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　僕たちが踏み込んだのは、ドゥアリテが土地ごと買い取った廃工場だ。外見はそのままで、内装は徹底的に作り替えられている。最新鋭の警備設備や大がかりな撮影セット、そして山ほど積み上げられた『趣味』の兇器や薬品。後々、綺き麗れいさっぱり爆破する予定だ。


    「助けて、助けて、助けて助けて助けて！」


    　……と、肩を掴つかんで引きずられるドゥアリテが泣き叫んでいる。


    　復讐リベンジと処刑パニツシユ。近しいはずの二つの間には、大きく深い溝がある。僕──赤あか神がみ楼ろう樹きは、なるべくだが感情を律して処刑を選ぶ。復ふく讐しゆうには煮えたぎるような憎悪が必要だが、それはいつしか己おのれの臓ぞう腑ふを爛ただれさせる。


    　僕には、冷たく凍るような処刑が相応ふさわしい。何より、彼らは復讐を受け入れても処刑は受け入れない。復讐は万人に存在する当然の権利だが、処刑は自分が選ばれた存在だと思い込んでいる人間には絶対に受け入れられない絶望なのだ。


    　だから、彼には笑ってこう告げることにする。震しん撼かんするほど恐怖させ、泣きたくなるほど絶望させるために。


    「ダメだ。ネルソン・デ・ドゥアリテ。お前はここで死ぬ」


    　彼は、如い何かなる買収や脅迫にも応じない僕に絶望し、懇願し、最後には諦あきらめようとし、それでも最期の最期まで希望に縋すがり付きながら死んでいった。


    　無念の死、絶望の最期、それはドゥアリテの暴ぼう虐ぎやくに対してあまりに短い時間だったが、その分色濃いものだったに違いない。そうであることを願おう。


    　残念なことに、攫さらわれた子供全てを救うことはできなかった。ギャングの情報から居場所を知り、全速力でその場に辿たどり着いたが既に二人の子供が殺されていた。


    　それでも残りは救えた、シャテアもだ。そして、これから先も救われる。それだけでよしとしよう。貧困や、それに伴う犯罪に関しては、僕の出る幕ではない。いや、出てはならない。


    　ましてやむにやまれず犯罪に走った人間を断罪する資格など絶対にない。僕は独裁者ではなく、警官ではなく、神ではなく、天使でも悪魔でもないのだ。


    「シャーリー、シャテアは救出できたよ。ギリギリだった」


    「ツイてるにも程があるわね。しばらくは、休ませて構わないわ」


    　作業を続けるシャーリーをおいて、ひとまず僕はあの少女が横たわる寝台へと戻った。僕が戻ると、シャテアは喜色に顔を輝かせた。イヌガミはおとなしく見守ってくれていたらしい。


    　健康的な褐色の肌、少し跳ねたようなくせっ毛が可愛かわいらしい。細い肢体も相まって、全体的に猫のようなイメージだ……しかも、かなりの悪いた戯ずら好きの。


    「大丈夫かい？」


    「うん。でも、まだ立てない……あの、おぶってくれる？」


    　背負うのは簡単だが──と、僕は彼女の短めのスカートを見た。別に誰が見るというわけでもないだろうが、彼女は抱かかえた方がいいだろう。


    「ちょっと我慢して」


    　そう言って彼女の背中と、膝ひざ裏うらを両腕で抱え上げた。すると、彼女はうっとりとした表情で僕を見つめてくる。


    「わ……わぁ……」


    「……あの、大丈夫？」


    　僕の問い掛けに、彼女はあまりに晴れやかな笑顔でぶんぶんと首を縦に振った。


    「全然大丈夫！　大丈夫！　あ、でもずっとこうしてくれていると嬉うれしい！」


    　そう言って、シャテアは僕の首筋に顔を埋うずめた。微かすかに肩が震ふるえているのは、まだ恐怖が抜けきっていないからだろうか。身に刻まれた恐怖が簡単に消えるはずはない。ほんの数分差で、彼女は死んでいたかもしれないのだ。


    「にゅふふふ」


    　……あるいは、単に甘えているだけかもしれないが。


    「もう大丈夫だから」


    「うん！　ねえ、ずっとこうしてていい？」


    「しばらくなら、こうしているよ」


    　なるべく優しく聞こえるように柔らかい声を出した。


    「ねえ、名前を教えて。王子様！」


    　瞳をキラキラと輝かせ、シャテアが大声で叫んだ。


    「……王子様？」


    　十七年生きてきて、おおよそ縁がなかった言葉に僕は戸惑いっぱなしだった。幼稚園の頃の学芸会で、僕は何をやったっけ。確かあやなと一緒に森の動物役（王子と姫以外の全員がその役回りだ）だった気がするが……いや、どうでもいいことだな。


    　困り果てて、僕はイヌガミに助けを求めた。イヌガミはやや呆あきれたような感じで、ふんと鼻息一つを返し、すたすたと立ち去った。


    「……楼ろう樹き、赤あか神がみ楼樹」


    　思わず普通に本名を伝えてしまった。彼女はコロコロと笑いながら、ロウキ、ロウキと僕の名を何度も呼ぶ。


    「あたしのシャテア・アンデラーデっていう名前、どう思う？」


    　どう思う、と言われても──どう応じればいいのか。


    「可愛かわいい名前だと思うけど」


    「そう？　シャテアよりショコラみたいな方が可愛いと思わない？　アンデラーデも、あまり可愛いと思えないわ。でも、王子様が可愛いって言うならきっと可愛いのね、良かった！」


    　シャテアは本当に嬉うれしそうに笑い、僕の方は「王子様はやめてほしい」などと言えるような雰囲気ではなかった。


    　筋きん弛し緩かん剤ざいの効果も少しずつ抜けてきたらしく、彼女は両腕を僕の首に回すまでになっていた。健康的に太陽を浴びてきた人間の香りがする。それは、どこかあやなに似ている香りだった。


    「それで。ええと、私、どうなるの？」


    「君の家はどこかな。車で送れるところまで送っていくから」


    　僕は当たり前の──たぶん、それなりに良識的な発言をしたつもりだが、彼女は突然瞳を潤うるませ始めた。


    「え？　……連れていってくれないの？」


    「い、いや。連れていくってどこへ？」


    「あたしと一緒にいてくれないの？」


    　……僕はひたすら困惑し、どうしたものかと悩む。迷っていることを察したのか、シャテアは僕に顔を近付け囁ささやいた。


    「あたし、何でもするよ」


    　いやいや、そう言われても。その言葉の意味するところを察してしまい、僕はそっぽを向いた。彼女の視線が、凄すさまじく突き刺さっているのを感じる。


    「とにかく、ちょっと移動するね」


    　途方に暮れた僕は、とりあえずシャーリーに助けを求めた。彼女ならば、シャテアを適当にあしらってくれるだろう、と期待する。


    「楼樹、こっちよ」


    　シャーリーが手招いている。彼女の姿を認めたシャテアが、ぎゅっと僕の首に回した手を強く締め付けた。何だろう、この懐なつかれっぷりは──。


    「あら可愛い」


    　シャーリーは僕とシャテアを見てくすくすと笑った。僕がやや困惑した表情なのが、一層ツボに入ったようだ。


    「何か手掛かりが掴つかめたのか？」


    「逆。手掛かりがさっぱり掴めないの」


    　難しい表情を浮かべ、シャーリーがラップトップＰＣを前に考え込んでいる。どうやら暗号化されたファイルで詰まり気味らしい。……正直さすがにこの手の知識は存在しないので、彼女に任せるしかない。イヌガミは言わずもがなだ。


    「おかしいわねぇ、ローカルファイルには大したものが入ってないけど。どこにも繋つながっているわけじゃないし──」


    「……む。もしかして殺してしまったのは早計だったか？」


    「うーん。こういうのって大抵自じ壊かいプログラムも用意されているから、あまり所有者に触らせたくないのよ。どうせ死ぬってことが分かっているから、自じ棄きになられても困るし……と、それはまあ一旦置いといて。さてさて」


    　シャーリーがシャテアに目線をやると、シャテアはわずかに僕にしがみつく力を強くした。どうやら警戒しているらしい。


    「何、このオバさん？」


    　……一瞬空気が凍った。が、さすがにシャーリーは大人の余裕が窺うかがえる笑顔を浮かべながら尋ねた。表情が若干引き攣つっているのは気のせいだと思いたい。


    「シャテア・アンデラーデなのよね、貴女あなた？」


    「そうよ。それがどうかしたの」


    　声にも、露骨な警戒が籠こもっている。シャーリーのそこはかとない胡う散さん臭くささを感じ取っているのだろうか。


    「『パズズ』って知ってるかしら？」


    　彼女の両手に一層の力が籠こめられる。


    「……知らない」


    「いいえ、知っているわ。だって、貴女が『パズズ』なのでしょう？」


    　ぴくり、とシャテアの腕が震ふるえた。表情が恐怖に凍りつき、わなわなと震え始める。


    「アンタ、もしかして警察……!?」


    　訝いぶかしむようなシャテアの言葉を、シャーリーは笑い飛ばした。


    「こんな美人でミステリアスな警察官がいてたまりますか。ま、ＣＩＡよ。あなた、以前ウチの『社員』データベースに侵入しようとしたわね？」


    「侵入しようとしたんじゃない。侵入『した』のよ」


    　どこか得意げに、シャテアは胸を張った。……よく分からないが、ＣＩＡのデータベースに侵入というのは凄すごいことではないだろうか。


    「幸い、ちょっと前にダミーデータに入れ替えていたから問題はなかったんだけど」


    「嘘うそ!?　本物と同じ強度のセキュリティにダミーデータ突っ込んでたなんて、有り得ない！」


    「ええ、だってあれをダミーデータと知っているのは、私と一部のエンジニアだけだもの。本物は接続できない完全なスタンドアローンＰＣに保管されているわ。そもそも、あのデータってウチの不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵が嫌がらせにアップしたのよ」


    「……どういうこと？」


    「うーん、ちょっと前に予算削減を喰くらいそうになったので色々と抵抗した結果、国の内部で工作員同士の激突があってねぇ」


    　確か、アメリカはＣＩＡの他にも何か色々とそういう組織があったな。ＮＳＡだかＮＡＳＡだか……。そういうトコロと内うち輪わ揉もめということか。


    「何だ……つまんないのー！」


    　はふぅ、と不服そうにシャテアは嘆息した。


    「貴女あなたのお陰でネットワークセキュリティに関する危機感が向上、それに経費も大幅に上乗せされたわ。ありがとう。……というわけで、貴女が『パズズ』で決定ね」


    　シャーリーの言葉に、シャテアは露骨に不機嫌そうな表情で口を尖とがらせた。


    「ふん、お礼なんていらないわ。ＣＩＡなんかと仲良く話すのは真っ平御免よ。アンタたちのやってることなんて、大抵ロクでもないんだから。映画で観たもん」


    「……ま、否定はしないしできないわね」


    　痛いところを突かれたとばかりに、シャーリーが苦笑する。シャテアはくるりと僕の方へと振り返って告げる。


    「ねえ、ロウキ。こんなオバさんに従うことないわ。困ってるなら、このあたしが助けてあげるから」


    「……いや。僕と彼女は仲間だよ、シャテア。彼女は君に力を借りたがっている……僕は、正直に言って反対だけど」


    　僕の言葉に、シャテアはこてんと首を傾かしげた。


    「あたしの力を借りたいけど、ロウキは反対してるの？　どうして？」


    「危険だからさ。せっかく助かったのに、また命いのち懸がけのことに関わる必要はない」


    　僕の中には、どうしてもシャテアを巻き込むことへの抵抗感があった。それは彼女と実際に出会ったことでますます強くなる。あやなのように、半強制的に巻き込まれたわけでもなければ、グレタのように戦わなければならない義務もない。まして、シャテアは僕より年下だ。彼女はごくごくありきたりの人生に戻るべきだろう。


    「……よく分かんないけど。ロウキは、本当は助けてもらいたいんだよね？」


    「それは……そう、だけど」


    　言葉が濁る。もしも、本当に彼女がハッカーであるならば助けは欲しい。南米の残り十二人を狩るために、セキュリティをハッキングする人間は必要だ。シャーリーがそちらを担当すると、狙そ撃げき支援が不可能になる。


    　だけど、それとこれとは話が別だ。


    「じゃあ助けてあげる。ロウキは命の恩人だもん」


    　シャテアは僕の腕からするりと抜けて、ややふらつきながらも二本の足で立った。……まあ、現状は生命の危機があるわけでもない。少し協力を求めるくらいは問題ないか。


    「暗号化されたファイルを開きたいんだけど、できるかしら？」


    「んー……やってみるよ」


    　筋きん弛し緩かん剤ざいが未いまだに効いているのだろう、ふにゃふにゃとした口調と動きで彼女は頷うなずいた。


    「そ。じゃ、よろしく」


    　ニッコリ笑って、シャーリーが立ち上がった──シャテアも微ほほ笑えみ告げる。


    「あいあいオバさん」


    「……シャーリーよ」


    　ほんの一瞬ではあるが、またもシャーリーが凍結したのは決して気のせいではあるまい。ともあれシャテアはシャーリーに代わって椅い子すに座った。それから、何な故ぜか僕の顔を覗のぞき込む。


    「ね、手伝って」


    「え、僕が？」


    　正直に言って、僕に手伝えるようなことは何もないのだが──。困惑する僕を力ない手で彼女は引っ張った。


    「力が抜けて、キーを叩たたけないから。一緒に叩いてほしいの」


    　ああ、なるほど。そういうことならば、僕でもできそうだ。彼女は僕の手を取り、キーボードに誘導した。


    「うん、誘導するからキーを叩いてね」


    　シャテアの指示に従い、一つ一つキーを押していく。彼女は僕に向かって呑のん気きで他た愛あいもない話をしながらも、ネットワークの奥深くへと高速で侵入を試みている。そのギャップに、僕は目を白黒させるだけだ。


    「ねえロウキ。あたし、オトコと寝たことはまだないの」


    「……いや、いきなり何を」


    　シャテアのあまりに唐突な発言に、しばし思考がフリーズした。


    「気にするでしょう？　オトコってそういうの気にするって近所のマリアおばさんが言ってたわ。あたしはコレで稼いでいたから、全然大丈夫」


    　それを、僕に言うことが分からないのだが──。


    「うん。まあ……よかったね」


    　ひとまず、素直な感想を口に出した。僕より年下であるシャテアが体を売らざるを得ない状況というのは、どうしても悲しい。


    「あたしたちって、いいパートナーになれると思わない？」


    　……ますます、彼女が分からなくなってきた。


    「どうかな。……僕は当分、パートナーを作る気はないよ」


    「どうして？　あたしとロウキなら、きっと名コンビになれるわ。あなたが力を見せつければ、ギャングやたかりの警官に……ええと、何だっけ。そうそう、『さくしゅ』されずに済むのよ」


    　機嫌よく、鼻歌交じりにそんなコトをシャテアは言う。しばし迷った末に、僕はこう答えた。


    「僕には僕のやるべきことがある。それに君を関わらせるわけにはいかないんだ」


    「じゃ、手伝ってあげる」


    　暖の簾れんに腕押し、あるいは糠ぬかに釘くぎという日本の諺ことわざが思い浮かんだ。


    「いや、君が手伝うようなものじゃ──」


    「終わったよ。クラウドサーバーに置いてあったのを全部引っ張り出してきた。なんかウィルスだかファイアウォールだかがうだうだやってきたけど、とりあえず全部弾き返したー」


    　──え？


    　僕は久しぶりに、顎あご関節が我知らず緩ゆるむのを感じた。つまり、唖あ然ぜんとしたのである。だって、彼女が僕に代わってＰＣのキーに触れたのが十分前だぞ？　しかも、最初はゆっくりゆっくり、確かめるようにパチパチと打っていたはずだ。


    「うん、これが欲しかったの？　やたら重くて高画質な動画ファイルがいっぱいあるけど」


    「見るな！」


    　動画を再生しかけた彼女を慌てて制止する。間違いなく、その動画ファイルは心底ロクでもないものだ。何となく、シャテアもその雰囲気から察してくれたらしい。先ほど見せられた映像を思い出したのだろう。


    「それ、消せるかい？　そのサーバーから、永遠に。絶対に再生できないように」


    「できるよ。……そんなに見せたくないなら、このサーバーに罠わなを仕込んでおく？　動画を再生しようとしたら、ＰＣがドーン！　そればかりか、再生した人間の情報を根こそぎ強ごう奪だつできるように」


    「……それは助かる」


    　すっかり薬の効果が抜けたらしいシャテアはオッケー、と軽く笑ってマウスを握った。映画だとよくキーボードのみを使ってパチパチやっているが、よく考えてみればマウスを使わないはずないよなぁ、などと思う。


    　そして今度は五分もしないうちに、何やら両腕を掲げた。


    「終わり」


    「……早いな」


    　よく分からないが、きっと接続してきた者たちに侵入するプログラムか何かを作成したのだろう。


    「いやだって、この手の悪いた戯ずらはよくやってたから。自分のサーバーに保管してあるものを引っ張ってきて、ちょいちょいと」


    「ああ、僕はその手のことは全然これっぽっちも分からないんだ」


    　つまり、説明は無駄ということです。彼女は少し残念そうな表情を浮かべたが、すぐにはにかみを見せて僕の腕に絡みつく。


    「ね。あたし、役に立った？」


    「ええ、とっても役に立ったわよ」


    　振り返るとシャーリーが胡う散さん臭くさいチェシャ猫的な笑みを浮かべていた。イヌガミと一瞬顔を見合わせてしまう。シャテアはシャーリーを睨にらみ付けてぶっきらぼうに告げる。


    「む。オバさんを手伝う気はないわ、あたしの腕はそう安くないのよ」


    　またオバさんと呼ばれたシャーリーは一瞬表情を引き攣つらせたものの、肩を竦すくめて一つのファイルを取り出した。


    「確かにそう。データベースから引っ張りだしてきた資料を見ても、貴女あなたは目も眩くらむような大金を持っていても不思議じゃないわねぇ。……そのわりに、ファッションは簡素みたいだけど」


    　シャーリーは笑みを崩すことなく、しかし鋭い視線でそう告げた。……恐らくだが、僕たちが会談に及んだギャングたちに搾さく取しゆされていたのだろう。彼女はネットワークでは無敵でも、現実においては無力だ。


    「なんかムカつくわね……言っておくけどポリ公の手伝いなんてゴメンよ、あたし」


    　ポリ公、という口振りがどこか可愛かわいらしく思えて僕は思わず笑ってしまった。シャーリーもそれがツボに入ったらしく、笑いを噛かみ締めている。


    「まあ、確かに我が国は世界の警察を自認しているけどね。今回はポリ公の手伝いじゃないわ。むしろその逆」


    　シャーリーは胸を張り、その作戦を断言した。


    「ＣＩＡ潜入及び妨害工作──即ち〝爽快な朝アーリーモーニング〟作戦。シャテアが加わってくれるなら、完かん璧ぺきな形で起動できそう」


    　──本気、らしいな。


    　元より覚悟していたことではあったが。どうやら彼女は本気で自分の巣であるＣＩＡに潜入する腹積もりらしい。


    　無論、それは僕たちも想定していたことだ。ただ、その取っかかりがどうしても掴つかめなかった。シャーリーと僕には己おのれにしかできない役割を与えられているが、そこでは城じよう塞さいの如き堅固で厳重なセキュリティを潜くぐり抜けるという部分が、どうしても越えられないでいた。


    　僕たちはＣＩＡに潜入しなければならない理由がある。だが──。


    「……シャーリー。本当に、彼女を巻き込むつもりか？」


    　どうしても、僕の内部で『倫理』が責め立てる。なるほどシャテアは凄すご腕うでのハッカーかもしれない。彼女がいなければ、これから南米でケモノを狩ることも困難かもしれない。


    　だが──。


    「あたしはいいよ、別に。だって、ロウキと一緒にいられるんでしょ？」


    　筋きん弛し緩かん剤ざいからはすっかり立ち直ったのか、シャテアは座っている椅い子すをくるくると回転させながら、無邪気にそう回答した。


    「まあ、待て。……話を聞いてからでも遅くないだろ」


    　その話を聞いてから、少しでも躊躇ためらうようであればシャーリーがどう言おうが、僕は彼女を元の家へと戻すつもりだ。


    「いいよ、聞かせて」


    　僕は何から話すべきか、と迷いつつ口を開く。


    「まずは〝クラブ〟について。いいかい、これは嘘うそでも何でもない──」


    



    　そんなわけで、僕たちの事情を大まかに説明する頃にはシャテアの表情にも深刻さが浮かび上がっていた。


    「……人を殺すための集まり？　本当に？」


    「そうだ。……君を殺そうとした男がビデオを撮影していただろう？　あれが彼らの娯楽、趣味だ。あいつはついでに副業にも精を出していたようだが」


    「イカれてるわ」


    　シャテアの吐き捨てた感想は、全く正しい。


    「まったくね。そして今、私たちは彼らを倒すための武器がある。その一つがシャテア、貴女あなただったりするの」


    「あたし？　ってことは……侵入ハツキング？」


    「現実に侵入して、あなたに侵入ハツクしてもらうわ。正直、ＣＩＡレベルのセキュリティともなると、私程度じゃどうにもならないの」


    　シャーリーが肩を竦すくめ、シャテアがチェシャ猫のような笑みを浮かべる。


    「ふぅん。あたしじゃなきゃダメなのかー」


    「……僕は反対だ。シャテアは被害者だ、彼女を巻き込んで一生を台無しにさせたくはない」


    　僕の言葉に、何な故ぜかシャテアはムッとした表情を浮かべた。


    　どうする？　と問い掛けるシャーリーに、胸を張って彼女は宣言する。


    「いいわ。やってあげる。その代わり、バッチリと報酬はいただくから！」


    　今度はシャーリーがチェシャ猫笑いを浮かべた。どうやら両者とも本気のようで、頭が痛い。


    「ええ、もちろんよ。可能な限り叶かなえるわ」


    　シャーリーの言葉にふんふん、とシャテアは考え考え言った。


    「そうね、まずあたしと弟たちに国籍を頂ちよう戴だい。アメリカ合衆国がいいわ、住む家と……できれば仕事も欲しい。もちろん在宅でやれる仕事ね。あたしはＰＣ関連だったら大抵のことはこなせるわよ？　それが軌道に乗るまでの間のお金も欲しいわ。ああ、あまり分不相応な大金を持つ気はないわ。それで人生がおかしくなっちゃった人を何人も知ってるし。あ、自宅だけど治安はよいとこをお願いね。毎日銃撃戦があるとか、近くにギャングの住すみ処かがあるとか、そういうのはダメよ。そうそう、弟だけど将来警察官になりたいらしいの。そこらへん、どうにかして頂戴。ここまではいい？」


    　まくし立てるように報酬を要求するシャテア。シャーリーはふんふんと頷うなずきつつ、彼女の要求をメモしていた。


    「今のところは別に問題ないわ。ただ、こちらにも条件が一つ」


    「ん？」


    「私たちは、まずこの南米に潜ひそむ十二人を倒さなきゃならないの。それも極めて短時間にね。そのためには、コンピュータによるセキュリティをハッキングして、ネットワークを偽装する必要があるわ。それが最初の仕事。これが終わってから、次の仕事を用意する」


    「シャーリー。……最初の仕事が終わってから、今の報酬を確約してくれないか？　それでも、充分に役立ったことになるはずだ」


    　僕はシャーリーを制してそう告げた。もし、シャテアの希望がその時点で叶えられたとしたら、本格的に巻き込まれるより前に彼女を降ろすことができるかもしれない。


    「そうね。その後で、貴女あなたが望むなら仕事に参加する。駄目だと思ったら降りる。オッケー？」


    　シャテアは椅い子すから立ち上がると、勢いよく手を掲げた。


    「オッケー！」


    　僕は嘆息し、シャテアの頭に手を置いた。


    「ロウキ？」


    「……危なくなったら、逃げていいんだからな」


    「うん！　逃げる逃げる、全力で逃げるから！」


    　──こうして。僕たちの求めに応じて、一人の少女が戦いに組み込まれた。


    　何とも汚れた気分になる。強制はしていないはずだ、と心に言い聞かせる。まして、彼女はあくまでハッキングを行うだけだ。直接戦うわけではない。


    　なのに……僕がこの手で摘つみ取った、少女セシリアのことを思い出してしまう。二度とあんなことを繰り返してたまるものか。


    　深呼吸。それでも、僕は前に進まなければならないと心に刻む。
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      ──アメリカ合衆国　ハワイ州　サングレ島

    


    　この世界におけるもっともおぞましい、そして強大な組織である〝クラブ〟。その最高幹部が集う聖霊会議の開催場所は、主催者の意向で自由に決定することができる。前回の開催場所はアルカトラズ島だった。今回は太平洋中央、ハワイの小島で執とり行われることになった。その間、狩りは一切停止される。会員が独自に楽しむ分にはもちろん何の問題もないが、複数の会員が集まって大会などを開催するのは、基本的に禁じられている。


    　サングレ島は、とある企業にほぼ全てを買い取られた小さな群島の一つだ。私有地として、飛行機の侵入は禁じられている。見事に何もない島であるが、万が一にでもこの島に踏み込んだ者は、最新技術を利用したトラップの数々に必ずや後悔するだろう。


    　今回使うのは、島の地下にあるモニタールーム。スタッフはいない。世話役ホストは七人の聖父フアーザーの一人、〝無垢イノセンス〟たるアストライアが行う。


    　彼は真っ先に島を訪れて安全を確認すると、他の『六人』の到着を待った。


    「──さすがだな、アストライア。君にはいつも後おくれを取ってしまう」


    　そう言ってやってきたのは〝慈愛アフエクシヨン〟のゼーレン・オルリックだ。金きん獅じ子しの如き髪は、いつもより入念に整えられている。アストライアは柔和な笑みを浮かべつつ、彼にティーカップを差し出した。


    「いえいえ、最年少者としての弁わきまえですよ」


    「私も貰もらいましょうか、アストライア」


    　三人目──女性の呼び掛けに、二人が揃そろってモニタールームの扉に顔を向けた。明るい褐色の髪の毛を丁寧に編み上げた、魅力的な女性だった。アイボリーホワイトのブラウスと九分丈のクロップドパンツ、肩がけの小さなレザーバッグ──どれもこれも、いかにも聡明な印象を与えた。少なくとも、血ち腥なまぐささとは無縁のように思われる。


    　だが彼女は紛れもなく〝クラブ〟の一員であり、そればかりか聖父フアーザーの一人でもあるのだ。


    「久しいな。〝謙虚モデステイ〟のゴッドスピード」


    　オルリックは真面目な顔で頷うなずき、アストライアは二つ目のティーカップを差し出した。


    「クレアさん。紅茶でよろしいですか？」


    「いいえ、コーヒーを戴くわ。砂糖をたっぷりと入れて頂ちよう戴だい」


    　クレア・ゴッドスピード。〝謙虚モデステイ〟を司つかさどる彼女は、アストライアと同じく表向きの職業というものがない。彼女と彼女が率いるスタッフはこの〝クラブ〟における財務管理を担当している。クレアの父もそして祖父も〝クラブ〟の幹部であり、生まれた頃から英才教育を施されている。倫理観は完全に破は綻たんしており、彼女にとって〝クラブ〟の運営以外の全ては下位に位置づけられていた。


    「私は聞いていないのですが、聖霊会議を開くとは何かあったのですか？」


    「……君は〝ケモノガリ〟を知らないのかね？」


    　呆あきれたようにオルリックが尋ねると、クレアはひょいと肩を竦すくめた。


    「興味がありませんので。……いえ、ここのところの会員数の激減という部分くらいは理解していますが」


    「彼は敵対者だよ、ゴッドスピード君」


    　──四人目。ＣＩＡ長官ルシアン・カウフマンが車くるま椅い子すを押しながら登場した。車椅子には、まさに木乃伊ミイラのような老人が力なく座っていた。だが、この場にそんな弱々しい彼を蔑さげすむ者は一人もいない。


    「では、そろそろ〝節制テンパランス〟を連れてきます」


    「連れてくる必要、あるのかしら？」


    「大丈夫です、腐臭はしません」


    　アストライアはニッコリ笑って、モニタールームを出た。廊下には酔い潰つぶれた人間のような格好で、一人の男だったものが横たわっている。


    「やれやれ、まさか貴方あなたを担ぎ出すことになるとはね」


    　アストライアは苦笑しつつ、ミスターを担ぎ上げた。〝節制テンパランス〟のミスター──かつて、赤あか神がみ楼ろう樹きによって自らの死を選ぶほどに追い込まれた男は、防腐剤によって生前の姿をかろうじて保っていた。


    　とはいえ、それは砂上の楼ろう閣かくに等しい。口は縫われ、皮膚は瑞みず々みずしさに欠けており、眼球は既に落ち窪くぼんで眼がん窩かは空っぽだった。生きてはいない。だが──存在はしている。本来ならば、後あと釜がまを召しよう喚かんするはずだったが、残念なことにそれを決めるための『十二使徒のゲーム』では誰一人として生き残れなかった。


    「申しわけありませんね、ミスター。今回だけ、お願いします」


    　あはははは、と笑いながらアストライアはモニタールームに戻ると、屍し体たいを丁寧に席に座らせた。クレアが顔をしかめて告げる。


    「臭うわよ、コレ」


    「防腐剤の臭いだ。大した悪臭ではない」


    　隣席に座るカウフマンは全く気にした様子もなく、紅茶を啜すすった。


    「さて、これで残るは一人か……」


    　アストライアの表情が引き締まる。体は既に臨戦状態を整えており、世話役を一時忘れたように、愛剣を手にしていた。


    「それを使う事態にならないといいのだけど──」


    　クレアも陰いん鬱うつそうに溜ため息いきをついた。


    



    　獣臭──全員が糸で吊つられた操り人形の如く、一斉に扉へ顔を向けた。


    「来たか。〝悲哀グリーフ〟」


    　カウフマンの淡々とした声──獣の臭いも、屍し体たい同様にまるで気にしない。ズタズタの拘こう束そく着ぎを着たまま、男は扉を足で押し開いた。


    　彼こそが暴力の頂点に位置する者。アストライアをして憎悪に顔を歪ゆがませ、それでもなお殺すことができない最悪の生きた厄災カラミテイ。


    　サイクロプス・ジャック──かつて世界最強の兵士と謳うたわれた男である。彼の伝説には枚まい挙きよに暇いとまがなく、虚偽もあったが多くは真実だった。


    「遅くなって、ごめんなさい。〝悲哀グリーフ〟、ただいま到着しました」


    　丁寧に頭を下げ、彼はアストライアの隣に座った。おとなしく背を丸めた様はとてもではないが世界最強の兵士と謳われた男とは思えない。


    　だが……その外見はひどく凶悪だし、その中身は外見以上に破は綻たんしていた。アストライアが憎悪するのも無理からぬこと。彼は破綻型の娯楽提供者エンターテイナーとして見いだされ、敵味方の区別なくあらゆる存在を殺し続けた。そこには禁忌タブーがない、罪もなく、使命感も、憎悪もない。


    　ジャックにはあまりに幼稚な感情しか存在しない。物を取った、取られた、笑われた、怒られた、奇異の視線で見られた──この程度のことで、殺意が暴発してしまう。


    　そして最高に厄やつ介かいなことに、彼は殺人の天才だった。神はジャックに与えてはならない才能と心を与えてしまったのだ。……せめて、もうわずかでも知性があれば、倫理観があれば、何かに手た向むける愛情があれば、彼はもう少し真っ当な存在でいられただろう。


    　既にアストライアは臨りん戦せん態たい勢せいだ。ジャックはニトログリセリンに似ている、軽い衝撃を与えただけで世界が吹っ飛ぶ。さらに問題は、ただ放置していても自ら爆発しようとする点だ。


    「──では。これで全員が揃そろったわけだ」


    　カウフマンが立ち上がる。今回の会議の主催者である彼が、神への祈りを捧げることになる。


    「我々はしばしば、その強大さ故ゆえに愚かなる全能感に取り憑つかれることがある。それは罪であり、赦ゆるされるために祈りを捧げなければならない。我々は所詮、神の御使いをお迎えする以外に救済される方法はないのだから……アーメン」


    　アーメン、とその場にいた〝節制テンパランス〟と〝虚無ホロウ〟以外の全員が唱和する。すると、先ほどまで微動だにしなかった〝虚無ホロウ〟が突然、ピクリと動き出した。


    「どうやら、お起きになったようだ」


    　カウフマンの呟つぶやき通り、〝虚無ホロウ〟は確かに目を見開いた。しばらく澱よどんだ瞳で左右を見回していたが、瞬きを二度、三度と繰り返すうちに、しだいにその瞳に理知的な光が灯ともり始める。
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    　やがて……立ち上がることなどできそうもなかった老人の全身には、生気が漲みなぎっていた。


    　彼こそは〝虚無ホロウ〟を冠する者。そして〝クラブ〟を創設した三人の男たち、そのただ一人の生き残りである。


    「お帰りなさいませ、我が主あるじ」


    「アストライア」


    　その穏やかな響きはまるで福音であり、天からの啓示のようにも思えた。ジャックを除く、その場にいた全員が居住まいを正し、〝虚無ホロウ〟の帰還を喜びを以もつて迎え入れた。


    　一通り、賛嘆が鎮まったのを見計らってカウフマンが指を鳴らして告げる。


    「では諸君。聖霊会議を開催しよう。通例通り、ここから先は固有の名ではなく、与えられた称号で呼びかけるがいい」


    　そうして。世界の闇に潜ひそむ怪物たちが、世界を愚ぐ弄ろうするために語り合い始めた。


    



    　此こ度たびの聖霊会議の議題は、当然ながらただ一人に集中した。


    「赤あか神がみ楼ろう樹き、という」


    「日本人？」


    　大して興味もなさそうに、クレアが呟つぶやいた。オルリックは顔をしかめ、彼女の態度を叱しかる。


    「お前にとっても重要な人物だぞ、〝謙虚モデステイ〟。彼がどれほどの会員メンバーを殺害し、狩り場を潰つぶしてきたかは知らぬわけでもあるまい」


    「会員が死に、狩り場が潰れるのはよくあることよ。……まあ、ここまでの急減は稀まれですけれど。いずれにせよ、ここで議題に上ったということは、始末するということ。そうでしょう？」


    　クレアがカウフマンに問い掛ける。


    「……さて、どうかな。始末するかどうかは、ゲームしだいで決めるべきだ」


    「賛成ヒア！　賛成ヒア！」


    　アストライアが大声で叫んだ。


    「そもそも、物量で押してどうにかなる相手ではない。……〝謙虚モデステイ〟はまだ、彼について理解していないようだが」


    「当然理解していますわ、〝勤勉デイリジエンス〟。彼らは一国の軍隊そのものだと言いたいのでしょう」


    　クレアはくすくすと笑いながらそう言った。カウフマンは理解しているならそう言えとばかりにしかめ面を浮かべる。


    　……そう、まさしく彼女の言う通りだった。赤神楼樹、イヌガミ、そしてシャーリー・ワードワーズ。彼らはいずれも手て練だれであり、凶悪な兵器である赤神を中心とすると、まさに一国の軍隊に匹敵する。


    　あらゆる状況で十全たる力を発揮する天性の怪物ケモノガリ、赤神楼樹。狙そ撃げき手しゆとしても優秀だが、何よりもＣＩＡの特殊工作員という技術を生かすシャーリー・ワードワーズ、そして恐らくは世界でもっとも賢く、そして強きよう[image: ]じんな猟犬であるイヌガミ。


    「といって、会員を殺され続けるわけにもいかん」


    「果たしてそうですかねえ」


    「……何か意見があるのか？　〝無垢イノセンス〟よ」


    　アストライアは肩を竦すくめて告げる。


    「いやね、前々から考えていたことではあったんですよ。彼らは劣化している。我々のようにゲームを正しく楽しまない。自分が死ぬことを想定すらしていない。そんな彼らのために手間暇かけてゲームを開催する意味はあるのか、って」


    「〝無垢イノセンス〟よ。それはつまり──彼らを見捨てろと」


    「いえいえ。むしろこうです。彼らを選抜してやろう。会員も、準会員も、楼ろう樹きくんをきっかけとして、逃げ延びようと準備を整えている者がいます。彼らをもう一度面接し、もしもダメだった場合は……」


    　アストライアはくすくすと笑いながら、手で首を切るような仕草をした。それで全員が理解する。殺せ、と言うことだ。


    「ちょっと待って、〝無垢イノセンス〟。彼らの寄付金も運営にとって、重要な財源なのよ」


    「分かっていますよ。でも、それほど大した額とは思えないよ」


    「それでも、いなくなるよりはずっとマシよ」


    　そこに、オルリックが声を上げた。


    「私は〝無垢イノセンス〟に賛成票を投じよう。彼らはゲームを一方通行のものだと思い込んでいる。強者が弱者を嬲なぶるものだと理解している。冗談ではない。偉大なる作家、ヘミングウェイも言っている。武器を手にした人間を狩る以上の娯楽はないと。ところが調停者である〝節制テンパランス〟の意向もあり、我々は徐々に武器すら持たされぬ弱者をただ漫然と狩るだけに至ってしまった」


    「でも、そうしないと会員は死にますわ」


    　クレアの反論に、オルリックは首を振った。


    「そのために、娯楽提供者エンターテイナーがいるのだ。彼らと共に狩りに興じることで、生命の輝きを堪能することが、真の『狩り』だ」


    「娯楽提供者も最近は質が落ちてきているけどね。侍さむらい気取りの傭兵崩れとか」


    　アストライアはけらけらと笑いながら肩を竦めた。


    「……いずれにせよ赤あか神がみ楼樹たちを仕留めるまでは、会員たちはどうにもなるまい。一方、赤神楼樹は彼らを狩ることを望むだろう」


    「ふむ。ならば、いっそのこと会員たちを彼らへの賞品としようか」


    　カウフマンが思いもかけぬ言葉を放った。


    「……どういうことかな？」


    「言葉通りの意味だ。会員たちは寄付金以外に価値がない。その寄付金とて、微々たるものだ」


    「大きいわよ」


    「いいや、微々たるものだ。何な故ぜなら、会員たちを集めて狩りを行うからこそ経費がかかるのだ。その規模を縮小すれば、現在の資産でも充分に運営は可能だ」


    「それで、賞品とは？」


    「私はシャーリー・ワードワーズとゲームをする。その賞品として、彼らを差し出そう。そうすれば、彼らは必ず乗ってくる。乗らざるを得ない。私もこの命を賭けてベツトして、彼らと対決しよう」


    「一人で勝負する気かね？」


    「ああ。少なくとも、シャーリー・ワードワーズは私が仕留めなければならない。私と彼女はそういう宿命にある」


    「ただの教え子だろう？　それとも男女の関係だったとでも？」


    「まさか。……何、彼女の父親ブラフト・ワードワーズに教えを受けたのが私であり、殺したのもこの私というだけさ」


    　因縁があった。カウフマンにとって、彼女はまさに宿命そのものだ。教えを授け、地位を与えたときから、この宿命は開始はじまっていたのだろう。ならば、会員たちを賞品にするのは全く適切だ。


    「──存分に使うがいい」


    〝虚無ホロウ〟が口を開くと、周囲は沈黙して一斉に耳をそばだてた。


    「存分に消費するがいい。神の下に人は平等である。会員も、狩られる対象の人間も、そしてまた我々も平等に芥子粒だ。だからこそ、人は己おのれの命を懸かけて闘争せねばならぬ。人を狩ることで、己の勇敢さと神への慈じ愛あいを示せ」


    「……はい、もちろんです」


    「そう。ならば、業務体制も移行を始めなければね。……まあ、なんてことなのかしら。百年前に設立したこの〝クラブ〟が。たった三人のせいで、変革せねばならないとは」


    　クレアは大仰に肩を竦すくめ、息をついた。


    「いつの時代も、改革者は外からやってくるものさ」


    「でも──」


    　ずっと黙り込んで指を弄いじっていた〝悲哀グリーフ〟が、不意に口を開いた。


    「楽しい、よね。そういうのは。うん、戦うことは楽しいし、殺すことも楽しい。傍観するよりは、前線で殺した方がずっと楽しいよね。〝無垢イノセンス〟？」


    「……ああ、不本意ながら君の言う通りだ」


    　満面の笑顔で語りかけるジャックに、アストライアはふて腐れたように応じた。


    　彼らには未練がない。発展させた〝クラブ〟そのものに愛着はあっても、会員の存在などただの数字に過ぎない。だから、チップにすることへの躊躇いはない。それよりも、自分たちが如い何かに愉たのしむか。そして、〝虚無ホロウ〟を愉しませるか。それが問題だ。


    「〝勤勉デイリジエンス〟。君がそう言うからには、赤あか神がみ楼ろう樹きたちの居場所を把握しているのだろうね」


    「無論だ。彼らは今、南米にいる。そして恐らくは、バチカンと我々の関係に気付いた頃合いだろう。クランパウダー貿易公社を調査していた節があるからな」


    「どうするつもりなんだい？」


    「当然、丁重に出迎えてやるさ。これはゲームだ、ゲームは全力で挑まねば面白くない。恐らく、彼女は私に会いに来るだろう。準備を整えておこう」


    「ねえ。おいらも、殺したいんだけど。参加して、いい？　ケモノガリを、殺したいなぁ」


    　不意に放たれたジャックの言葉に、真っ先に反応したのはアストライアだった。


    「──赤神楼樹に手を出したら殺すよ？　彼は僕の敵だ」


    　その殺意たるや、あまりに圧倒的で暴力的だった。並の人間であれば、軽く精神を崩壊させるであろうそれを、ジャックはヘラヘラと幼稚な笑いを浮かべて他た愛あいもなく受け流す。


    「あはははは。〝無垢イノセンス〟が怒った。普段ニコニコしているのに。──そんなに、ケモノガリと戦いたいんだ」


    　……アストライアがジャックを嫌うのは、ただ単純に暴力的だからというわけではない。どうしようもなく残酷で、人の感情を踏みにじり──にもかかわらず、彼はとことんまで幼稚なのだ。猫が獲物を嬲なぶるように、彼は周囲のもの全てを嬲る……単なる悪ふざけで。


    　生まれついて残忍な生物──そして、天性の才を持つ自分の同類。それがアストライアは無性なまでに癪しやくに障さわる。


    「心配しないでよ、〝無垢イノセンス〟。おいらはようやく出られたんだからさぁ、今はつまみぐいで我慢するよぅ」


    「つまみ食い──ね」


    　この男が、釈放されてからここに辿たどり着くまでにどれほどの暴ぼう虐ぎやくを犯したか、想像に難くない。大都市ならばともかく、田舎町の警官では手に負えるはずがない。


    「……相変わらず、餓えているな。だが、お前の餓えは生涯満たされぬかもしれん」


    〝虚無ホロウ〟が再び口を開いた。ジャックはヘラヘラと笑っていたが、不意に表情が酷薄なものに変化した。


    「あいかわらず、うるさいよ」


    　ジャックと〝虚無ホロウ〟の距離は一メートルにも満たない。ジャックが拳こぶしを伸ばせばすぐ届く。だが、ジャックの殺意が破裂して動き出した瞬間、その場にいた者たちが動いた。


    　アストライアはテーブルに跳躍すると愛剣をジャックの喉のど元もとに突きつけ、クレアはナイフをジャックの手と〝虚無ホロウ〟の中間地点に突き立てている。カウフマンは優雅かつ俊敏な動作で銃を引き抜いていて、オルリックはそっとジャックの腕を押さえ込んでいた。


    　ただ一人、〝虚無ホロウ〟だけはまるで全てを受け入れるように微動だにしていなかった。


    　静寂──沈黙──凍気、その三つが部屋に満ちた。


    「……冗談だよぉ」


    　笑いながら、ジャックはそう言って手を掲げた。どうやら、降参という証あかしらしい。その笑いは、どこまでも幼稚で愚鈍だった。


    「冗談で済むことと済まないことがあるぞ、〝悲哀グリーフ〟」


    「冗談で済まないことなんかないさ、〝無垢イノセンス〟」


    　ジャックの反論に〝虚無ホロウ〟が口を挟んだ。


    「──そうだな。世界は稚ち気きに満ち溢あふれている」


    　その口調は穏やかというだけでなく、その場にいた全ての者が武器を下ろさざるを得ない、奇妙な迫力があった。


    　ジャックはどことなくふて腐れた様子で立ち上がった。


    「どこへ行く？」


    　カウフマンの問いかけに、ジャックはぼそりと呟つぶやいた。


    「どこかへ」


    　彼が立ち去ると、部屋に弛し緩かんした空気が流れた。この時点で会議は終了したと見込んだのか、オルリックはカウフマンに呼びかけた。


    「カウフマン。サイクロプスを追跡させろ」


    「分かっている。彼のために人工衛星を一つ使用して監視させている。前回の収監で懲こりただろうから、大都市に行くことはあるまい。……町を一つか二つ、生いけ贄にえに捧げる必要があるかもしれんが」


    「ならば、私の部隊に待機させておこう。ジャックが標的に定めた町の通信やライフラインを全て断つように命令しておく」


    　ジャックは災害のようなものだ──ただし、災害を上回る悪意に満ちている。


    



    　ともあれ聖霊会議は滞とどこおりなく（何の罪もない人間たちの犠牲を除けば）極めて平穏無事に終了した。赤あか神がみ楼ろう樹きたちを相手取るは、アメリカ合衆国における裏側の頂点、ＣＩＡ長官ルシアン・カウフマン。


    　そして彼が宿敵と見定めた者はシャーリー・ワードワーズ。ＣＩＡ第七課Ｅセクション所属、祖父の代からＣＩＡに仕える筋金入りの特殊工作員カンパニー・マンだ。

  



  
    第二章　Black OPS


    



    　──南米の作戦は実に円滑に進行した。


    　南米にいる彼らはそれぞれ独自に雇い入れた傭兵を揃そろえ、重武装で警護に当たっていた。だが、危機的状況下であることを認識していたかというと、そうではない。


    　僕たちは十二人の指導者的人物であるネルソン・デ・ドゥアリテ以外の十一人を、瞬またたく間に制圧した。正面突破ではなく、昼夜問わずの暗殺だ。


    　彼らのスケジュール、セキュリティは全てがハッカー『パズズ』の手にあった。これまでのように待ち伏せするだけではない。驚いたことに『パズズ』はスケジュールの改かい竄ざんを行い、指定のルートに車を走らせる、などという荒技すら行った。


    　一人はすれ違いざまに首を刎はねられた、一人はビルから出た途端に脳天を突き刺された（ビルの屋上からダイブして襲いかかってきたとんでもない奴がいたのだ）、一人は夕暮れにくつろいでいるところを高性能の狙撃銃スナイパーライフルで射殺された、一人はガーデンパーティの最中に首を掻かき切られた、一人は泳いでいたところを足を引っ張られて溺でき死しさせられ、一人は犬の散歩中に顔面を噛かみ砕かれた、一人はホテルマンにルームサービスを頼み、やってきた死に神に殺された、一人は歯の手術中に高濃度の麻酔を無理矢理注射されて殺された、一人は趣味の狩りハントの最中、クレイモア地雷で吹き飛ばされた、一人は震ふるえて閉じ籠こもっていたが、空調が〝故障〟したために窓を開けた瞬間、タイミングよく射殺された。


    　何が起こっているのかようやく察知した一人は、国外へ逃亡しようとしてチャーターした飛行機に乗った瞬間、爆弾で吹き飛ばされた。


    　戦うどころか身の危険を感じたことすら、ほとんどなく。僕は情報戦の重要さをつくづく思い知らされた。


    



    　そして、僕たちは南米から北米へと飛び、しばらくの間は対ＣＩＡの準備に奔ほん走そうしていた。実のところ、予定している行動の八割はダミーだ。何しろ相手は自前の人工衛星を持っているような連中だ。自分たちが動けば、かなりの確率で捕ほ捉そくされるだろう。


    　とはいえ、いくらでも誤ご魔ま化かしは効く。彼らは僕らがいる居場所を突き止められても、そこで何が行われているかを知ることまではできない。居場所と、出会った人間やそこでの行動によって推測することが可能な程度だ。


    　だから、ありったけの囮おとり行動を用意する。元特殊部隊という触れ込みの傭兵部隊と面談し、元スパイの老人と何かを打ち合わせ、下水道に潜もぐって爆弾を仕掛ける。


    　本命の行動はただ数手。ただ数手のための囮おとり行動だ。当然、全てを本気でやらなければならないため、ひたすら疲れる。


    　そして五日後。ホテルに帰還した僕たちを出迎えてくれたのは、ご立腹のシャテアだった。彼女はここ数日、やることもなく待機状態だった。……正直に言えば、この隙すきに帰ってもらってもよかったのだが、その気もなかったらしい。


    「遅いよ、もう！」


    「……悪いが、後にしてくれないだろうか」


    　疲れ切った表情でそう言うと、シャテアも僕の酷ひどい有様に気付いたらしい。


    「わ、ごめん。大丈夫……？」


    「怪け我がはない。少し、疲れているだけだから」


    　さすがにこの五日間は、ほぼ二十四時間労働──おまけに下水道に潜もぐったり、川に潜ひそんだり、ビルの換気口に入ったりと、普段やらないことばかりだったせいで肉体的にも精神的にも疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。やるべきことが全て終わった後では尚なお更さらだ。だが、この悪臭が漂い始めた肉体をまずはどうにかすべきだろう。


    「シャワーを浴びる」


    「手伝ってあげる」


    　何を？　と問いかける気力もない。僕はのそのそと服を脱ぎ捨て、バスルームに飛び込んだ。降り注ぐ熱いお湯に全身を浸すと、どろどろとした黒い水が排水口へ流れていく。しばらくの間、じっと動かずに汚れが落ちるのをただ待つ。


    「疲れてる？」


    　近くでシャテアの声がした。僕はその意味を考えることもできず、こくりと首を縦に振った。


    「声も出ないほどか。それじゃあ、しょうがないね！」


    　不意に、背中に柔らかいものが当たった。……石せつ鹸けんを塗られて泡だらけになったタオルだ。


    「……シャテア？」


    「あたしがきれいきれいにしてあげる！」


    　たぶん、抗議をするべきだったのだろう。出ていってほしい、とお願いするべきだった。だが、言い訳が許されるなら、このときの僕は本当に疲れていたのだ。


    　僕は無言で、されるがままに任せた。ごしごしごーし、と鼻歌交じりで僕をタオルで擦こすっていく。


    「うっひゃぁ。ロウキってば昔のあたしみたい」


    「昔の君？」


    　相変わらず薄ぼんやりとした思考で、現状を失念したまま彼女と会話する。……真っ当な会話というものが、本当に久しぶりだった。


    「うん。ほら、あたしは色々とアレだったから」


    　何となく、彼女の言わんとすることが理解できた。僕は何も言わずに、無言で頷うなずいた。


    「今でも、お風呂は苦手。服とか、盗まれたら困るって思うし。あはは、ロウキは臭くさいのダメだよね？」


    「別に……あまり考えたことないよ、そういうの。まあ、あまりに不衛生なのはよくないと思うけど」


    「大して気にならない？」


    「うん……」


    　温かいお湯が背中からかけ回された。


    「前もするよ。こっち向いて！」


    　──そこでようやく、ギリギリで意識が覚かく醒せいした。いや、論理的な思考を取り戻したというべきだろうか。


    「……申しわけないが。今すぐにここから出ていってほしい！」


    　慌てて叫ぶと、背後でシャテアがひどく狼ろう狽ばいした口調で告げた。


    「え……!?　な、なんか悪いことした？」


    「い、いや！　悪くはない！　悪くはない、こちらの問題であって君が悪いわけじゃない！　ただ、とにかく出ていってほしい！」


    「……ああ！　えへへ、大丈夫だよ。弟の裸、見慣れてるから」
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    　くつくつと笑いながら、彼女はタオルを手に取り僕の前へと回り込んだ。


    「ちょ、待っ……！」


    「はいはい、じっとしててねー」


    　問答無用と、彼女はタオルで僕の胸板を擦こすり始めた。


    「うわぁ、どろっどろ。……それに凄すごく、傷だらけ」


    　彼女は服を着たままだったが、シャワーの湯は万人へ平等に降り注ぐ。シャテアの服がべっとりと濡ぬれて貼りついて、些いささか扇せん情じよう的てきだった。湯気と眠気のせいで、ロクに見えないのが幸いだった。


    「ねえ、ロウキ。この沢山ある傷は──」


    　どうしたの、と問いかけようとして彼女は途中で口くち籠ごもった。僕は隠す気はないので、それに応じることにする。


    「戦って傷ついた。それだけだよ、別に恥ずかしくはない。まあ、醜くはあるかもしれないけどさ」


    　戦って、守って、そして勝利すればするほどに傷は増えていく。それは仕方のないことだし、僕が生きているという確かな証あかしでもある。……まあ、恐らく二度とプールには行けないだろうけどさ。


    「そうなんだ……カッコイイよ、ロウキ」


    「ありがとう。……でも、頼むから退どいてくれ」


    「イ・ヤ」


    　キッパリと断られると、精神的な疲労もあって何もかもがどうでもよくなってきた。今更恥ずかしいも何もあるか。見られたんだから、もういいか──などと考えてしまう。幸い（？）にも、イヌガミとシャーリーは既に眠りこけている。


    「なら、頼む……」


    　僕もまた、強烈な眠気に襲われている。いっそ水にしようかとも思ったが、それすら億おつ劫くうだったし、第一、目の前にいる彼女が寒がるだろう。


    「しょうがないなぁ、もう。えへへ、じっとしてていいからね？」


    　ならばそうしよう、と思った。倫理的な観点からすると、是が非でも追い出すべきだったろうが、生あい憎にくと今の僕はとにかく、眠たかった。


    　意識がお湯に溶けて、流れて消える。ただ、タオルの柔らかさと石せつ鹸けんの良い香り、そしてシャテアの吐息がくすぐったかったことだけが記憶に刻まれた。


    



    　沈黙。


    　そして覚かく醒せい。


    



    　ベッドから跳ね起きた僕がまず真っ先にやったことは現状の把握だ。ひとまず気配から安全だということは分かる。手には柔らかいベッドの感触、どうやら眠っていたらしい。過去の記憶を掘り起こし──この数日間のハードワークを思い出した。


    　ホテルにいる、ということは戻ってくるなり安心して眠り込んでいたのだろう。


    　……いや、何か抜けている気がする。無意識に髪に手をやった。少しばかりバサついているものの、髪の毛はさらりと指の間を通り抜けた。肌もベタついていない。……旅が始まってから、幾度となく風呂に何日も入れない事態があった。そういうときは、起床しても独特の不快感があったものだ。それが今はない。


    　ああ、そうだ。風呂に入った。だが、風呂で体や髪を洗った記憶はない。無意識にやったのだろうか──というところで、ようやく一番初めに気付くべき情報を認識した。


    「……シャテア？」


    　大型のダブルベッドで眠っていた僕は、隣にシャテアがいることに気付いた。それで、ようやく何もかもを思い出す。


    　深呼吸。よし、恥ずかしい記憶は全てを棚上げしてなかったことにしよう。


    「全裸で寝倒れたあなたの体を、隅から隅まで洗ってあげたよ？」


    　シャテアが笑ってそう言った。


    「……やっぱりそうだよなぁ」


    　一応、服は着てるには着てるがぶかぶかのガウンだけだし。寝ていた自分に無理矢理着せたせいで、何だかぐちゃぐちゃだ。


    　シャテアは僕の隣で、にっこり笑っている。僕が彼女に視線を移すと、どこか照れ臭そうにシーツで目元まで覆おおった。


    「全部見ちゃった」


    　がっくりと肩を落としつつも、ひとまず感謝の言葉を述べる。お陰で気分は爽そう快かい極まりない。


    「ありがとう。お陰でよく眠れたよ」


    「いいのいいの。えへへ、ロウキの体は弟と全然違うね」


    「弟さんは、何歳？」


    「十二歳。将来の夢は警察官。前にも言ったでしょ？　いっぱい賄わい賂ろを貰もらって、私腹を肥やすんだっていつも言ってる」


    「……それはどうかと思う」


    「冗談よ、冗談。ともかく、真っ当な人間になってくれればそれでいい。あたしみたいにならなければね。あたしみたいに……誰にも食い物にされないような人にさ」


    　彼女はどこか寂しそうに呟つぶやいた。何を言っているんだろう、と僕は溜ため息いきをつく。シャテアにはまだ、未来への道が山ほどある。


    「シャテアは立派だね」


    　僕がそう言うと、彼女は飛び起きて顔をぐいっと近付けた。


    「あたし、立派？」


    「僕はそう思うけど」


    「じゃあ頭撫なでてみてくれない？　こういうとき、頭を撫でるものでしょ？」


    　ふむ。……別に拒む理由はないか。僕はシャテアの頭にそっと手を当てた。手があったかい、とはしゃぐ彼女に微ほほ笑えましいものを感じつつ、頭を撫でてやる。


    「むふむふ」


    　奇妙な声と共に、シャテアは僕に擦すり寄った。


    「ねえ。やっぱりあたしたち、気が合うと思うのよ。だからさ、もうよく分かんない仕事なんて放っちゃってさ──」


    「はいはい、そこまで。悪いけど、カレは私の装備品モノなの。何もかも終わったら、引き渡してあげてもよくってよ」


    　大きめのワイシャツと下着姿という、どうにも扇せん情じよう的てきな姿でシャーリーが現れた──一体いつ、眠りから目覚めたんだろうか。目の毒になりそうなので、無意識にそっぽを向いた。僕の引き渡し云うん々ぬんに関しては指摘する気にもならない。


    　もう一頭、イヌガミはまだ眠っている。最近、どうも睡眠時間が長い。何か体に異常をきたしているのだろうか。そうではないといいのだが。


    「何もかも終わるって、一体いつになるの？」


    　シャテアの問いかけはなかなか鋭いところを突いていた。シャーリーはコーヒーを飲みながら、肩を竦すくめる。


    「意外に早いと、個人的には考えているわ」


    「だといいんだけど」


    　……〝クラブ〟の根幹部分には、間違いなく近付いているという気がする。だが、それとは別に会員メンバーたちを追跡しなくてはならない。この一週間は異常なペースで仕留めたが、それでもまだ六十人以上残っている。


    「ねえ、ちょっと。だったらあたしは何をすればいいの？　一週間ここで、ＰＣにも触らずに待ったのよ！」


    　シャテアは僕の肩にしなだれかかりつつ、シャーリーに抗議した。無意識なのか、肘の部分をぎゅっと掴つかんで離さない。年下の妹に甘えられている気分で、悪くはなかった。


    「あら、別にネットに接続するくらいならいいわよ？」


    「接続すると、侵入ハツキングしたくなっちゃうでしょ。いくら何でも、このホテルからじゃまずいことくらい、あたしにだって分かるわ」


    　普段彼女は、ファヴェーラのどこともつかぬ場所から通信回線やらを引っ張り出し、散々暴れるだけ暴れた後は、さっと姿を消す。あるいは情報屋から特定の回線を買うこともあったらしい。いずれにせよ、彼女は正体がばれることを極力避けて、上手く立ち回っていた。


    「お利口さんだこと。その年で凄すごいわ、貴女あなた」


    　僕もシャーリーの意見に同感だ。普通は、耐えられない。機材は揃そろっている、ラップトップのＰＣを開いて、ここからＬＡＮ回線を繋つなげばあっという間にネットの世界へ身を投じることができる。なのにこの一週間、全く手をつけなかったというのは──恐ろしいくらいに自分を律している。


    「そうよ。だから、あたしには嘘うそはつかないで。嘘をつかれていると分かったら、即座にアンタの写真を全世界にバラ撒まいてやるわ。もちろんヌードで。エグい感じにコラージュしてあげるわ」


    　シャーリーは飲みかけていたコーヒーを勢いよく吐き出した。……絨じゆう毯たんが汚れに汚れたが、僕のあずかり知らぬことである。


    「……全部教える、お願いだからそれは勘弁して」


    　未いまだかつて、彼女のこれほど弱々しい哀願を僕は聞いたことがなかった。


    　いずれにせよ、参加させるために真実すべてを伝えるのは絶対に必要だ。〝クラブ〟に関わる以上、シャテアもまた絶対に安全とはいえないのだから──。


    「なるほど。ＣＩＡかぁ……かつてのリベンジになるわね」
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    　ＣＩＡへのハッキング、ということでシャテアは感慨深げに呟つぶやいた。確かに、かつてそこにアクセスしたものの、逆に引っかけられた彼女にとってはリベンジという形になるのだろう。


    「もちろん楼ろう樹きが散々貴女あなたに言っている通り、ここで降りても問題ないわ。正直、南米での仕事は想像以上に上手くやってくれたわ。非の打ち所がないほどね」


    「へへ、凄すごいでしょ」


    「そして、次は今回より遥はるかに危険なの。ＣＩＡ本部は遠隔からハッキングするのは不可能。だから、次は内部に忍び込む必要があるわ」


    　……そう、僕が再三シャテアを巻き込むことに反対していたのはこのためだ。ＣＩＡ本部は外側からのアクセスに厳しい制限を加えているという。さらに言うならば、そもそも外と完全に繋つながっていない端末すらある。そういうものに侵入するためには、ＣＩＡ本部に乗り込んで特定の端末に接続しなければならない。


    「確かに危険ね。……でも、オバさんがそう言うからには作戦があるんでしょ？」


    　オバさん、というたびに部屋の温度が一度か二度下がるのでやめてほしいなぁ……。それはともかく、シャーリーはその指摘に頷うなずいた。


    「ええ、考えているわ。ただまあ、考えれば考えるほどカウフマンの罠わなに引っかかるってのもまた事実なのよね」


    　ルシアン・カウフマン……ＣＩＡ長官にして、〝クラブ〟の関係者。恐らくは重要人物の一


    人だろう。つまり、下手をすればＣＩＡ全てが僕たちの敵になる。……いや、全てではないかもしれない。僕はシャーリーがＣＩＡでどれほどの位置を占めているかは知らない。ただ、彼女の自じ由ゆう奔ほん放ぽうすぎる（何しろ一年弱も、僕と共に戦ってくれているのだ）生き方から察するに、重用されているのだろう。もちろん、捨て駒という線も捨てきれないが、そのわりには彼女は同僚に何度も助けを求め、同僚たちもそれによく応えている。


    　シャーリーはにやりと、不敵な笑みを浮かべて腰に手を当てた。


    「こういうときは、最悪の予想をしておくものよ。そして、私の予測はあまり誤ったことがないの。ああ、あの妖よう怪かい車くるま椅い子す婆ばあさんは別として、ね」


    　……うん、あれは仕方がない。僕だって、想像を超えていた。


    「そしてもし、カウフマンが敵だとするならば。まともに当たっても勝ち目はないわ。私が考えることなんて、悉ことごとく見抜かれて悉く迎撃されて、あっという間に投了チエツクメイトでしょうね」


    「じゃあ、どうするんだ？」


    「そうね、こういうのはどうかしら？　臨機応変いきあたりばつたりに対処する」


    　冗談を言っている場合か、と僕は彼女を睨にらんだが恐ろしいことに気付いた。シャーリーは、どうやら本気でいきあたりばったりにコトを仕掛けるつもりのようだった。


    



    　……そう。シャーリー・ワードワーズはこのとき、固く決意していた。彼女の頭では、恐らくどんな策を弄ろうしたところで看破されるだろう。何しろ相手は自分に全ての技術テクニツクを叩たたき込んだルシアン・カウフマン──現ＣＩＡ長官。


    　シャーリーもそれなりに同僚と深く繋つながりを持っていて、ある意味、ＣＩＡ内部に独自の派閥を築いている。だが、それのどこまでが信用できるかというと……否いなだ。


    　故ゆえにシャーリーは考えに考えを重ねて、ようやくいきあたりばったりという〝策〟を生み出したのだ。


    　僕はそれを信頼することにした。彼女のそれは真っ当な策だったのだ──疑いようもなく。


    　問題はシャテアだが……。


    「話は分かったわ。参加するかどうかだけど、もちろんオッケーよ」


    「……本部に潜入することになるんだけど、問題ない？」


    「一応、私のことは考えられているみたいだし……一か八か、当たって砕けろってことで！」


    「砕けちゃ駄目だよ、シャテア」


    　シャーリーの作戦によると、僕が四六時中シャテアを守るわけでは決してない。だから断るかもしれない、と期待していたのだが。


    　僕の複雑そうな表情に気付いたのか、シャテアは向日葵ひまわりのように鮮やかな笑みを浮かべて、両腕を僕に絡ませた。


    「あたしのこと、心配してくれるの？」


    「もちろんだ。前にも言ったように、僕は君を巻き込みたくない。……本部に乗り込むのは、危険すぎる」


    「心配性だね、ロウキは」


    「楽天的すぎるよ、シャテアは……」


    　眉まゆをひそめる僕に、彼女はますます喜んで僕の首に両腕を回して飛びついてきた。


    「ロウキは本当に、あたしのこと大事に思ってくれてるんだね！　もう、そんなところが大好きなの！」


    　他人に好かれることは確かに嬉うれしい。嬉しいのだけど、僕の忠告は馬ば耳じ東とう風ふうだな……。


    「じゃあ、これだけは一つ。もし、ちょっとでもいるのが怖くなったら何が何でも逃げ出してほしい。僕やシャーリーに構わなくていい。シャテアには弟さんがいるんだろう？　だったら、まず彼のことを第一に考えるべきだ。家族なんだから」


    　僕の言葉に、いつのまにか起き上がっていたイヌガミが一声吼ほえた。彼も賛意を示している。……出自を考えれば、無理もないか。


    　僕とイヌガミ、両方に詰め寄られたシャテアはこくんと頷うなずいてくれた。


    「わ、分かった。……うん、そうだね。あたしがいなくなったら、カウロが一人になっちゃうもんね」


    　分かってくれて何よりだ。


    「それよりシャテア。引き受けてくれるとして、報酬は？　追加で欲しいものはないの？」


    　シャーリーの問い掛けに、シャテアは首しゆ肯こうすると僕をぐいと両腕で引き寄せて言った。


    「もちろん、ロウキと一緒に住むことよ！」


    「え。いや、それは──」


    　シャーリーが困ったように僕を見る。僕はシャテアに視線を合わせて告げる。


    「──それは、無理だ」


    　たちまちシャテアが膨ふくれっ面に変化する。


    「なら、やらない」


    「それなら仕方ない。……どうしても、ダメなんだよ」


    「どうして……？　あたしのこと、嫌い？　独占欲が強すぎる女はダメなの？」


    　膨れっ面から涙目へ。コロコロと、まるで山の天気のような変わりっぷりだ。僕は彼女を傷つけないよう、けれど断固として言う。


    「僕は戦い続けなければならない。終わりはようやく見えてきたけど、君と安らぐ日々を過ごすには、あまりに遠すぎる。……命の保証もない」


    「戦い続けるの？」


    「戦い続けるつもりだ。終わるまで」


    「終わりはいつ来るの？」


    　無邪気な問い掛け──予感はある。もうすぐ終わる、という予感。けれどそれは、決して確実なものではない。まして、終わりが近くなればなるほど危険性も飛躍的に増加する。途中で朽くち果てて死ぬつもりは欠片かけらもないが、その可能性がないわけではない。


    「……じゃあ、終わったら一緒に暮らそう？」


    　シャテアは涙を引っ込めて、じっと僕を見つめてくる。不意に、あやなの顔が脳裏に浮かぶ。また彼女に会えるだろう、などという幻想を抱いてはいない。


    「約束はできない。全ての戦いが終わった後に、僕が僕でいられる保証はない」


    　きょとんと首を傾かしげるシャテアの頬ほおに手を当てて告げた。


    「だから、待たなくていい。君のことを覚えていられるほど、僕がまともだったら。会いに行けるかもしれない」


    　戦いが終わった後、僕はどうなるのだろう。血に餓えたケモノになるのか、あるいは新たな悪を捜しに行くのか、それとも精神が壊れて瓦が落らく多た人形になっているのか。いずれにせよ、英雄譚たんのようにめでたしめでたしといかないのは確実だ。


    「……よく分かんないけど、会いに来てくれるの？」


    「もちろんだ」


    「なら……まあ……妥協しても、いいかな」


    　シャテアはそう言って、僕の首筋に軽く噛かみついた。痛くはないが、むず痒がゆい。


    「本当に。ちゃんと、会いに来てよ？」


    「ああ、約束する」


    　シャテアは機嫌よく、着替えてくると告げてベッドから転がり出た。その間に、シャーリーがひそひそと耳打ちする。


    「そんな約束していいの？」


    「それくらいの余裕があった方がいいかな、と思って」


    「ま、確かにそうね。待っている人がいるならば、貴方あなたの生き延びられる確率が少し上がりそうだし……でも、いいの？」


    「いいの、って何が」


    「浮気じゃないのかしら。幼馴染の女の子はどうするの？」


    　僕は断言した。


    「あやなには、二度と会わないよ」


    　いつか、無事を知らせたいとは思う。でも、二度と会えない。血に塗まみれた手で、会えるはずもない。


    「……ヘンなこと聞いたわね、ごめんなさい」


    　シャーリーは謝罪し、がしがしと僕の髪を掻かき毟むしった。


    「僕より、シャーリーの方が問題じゃないのかな？　……本当に、ＣＩＡ長官と敵対することになるんだろうか？」


    　僕の問い掛けに、シャーリーはほうと息を吐いて呟つぶやいた。


    「──いつかは、破壊しなければならない壁だったのよ。ルシアン・カウフマンは」


    　その言葉には、実感した響きがあった。なるほど、と僕は思う。僕がアストライアという男を生来の宿敵と定めたと同様に、彼女はカウフマンという男を宿敵と見定めているのだろう。


    



    　かくして僕たちは、アメリカ合衆国におけるダークサイドの象徴ともいえる諜ちよう報ほう機関──即ち、ＣＩＡアメリカ中央情報局に挑戦状を叩たたきつけた。


    　赤あか神がみ楼ろう樹きとして追い立てられ、ケモノガリとして彼らを狩り、雪風吹き荒すさむ戦場や暗闇の古城、果ては永遠の都ローマで死闘を繰り広げた〝ケモノガリ〟は今、とうとう彼らを追い詰め始めている。


    　これはその、第一歩だ。
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    　シャーリー・ワードワーズの半生は極めて謎なぞに包まれている。第七課は海外の情勢不穏な国への様々な対策を担当する部署であり、その中でも『Ｅ』は当事国に潜伏しての扇動、武力行使などを目的とするセクションだ。


    　したがって、この課に宛あてがわれた時点で基本的な経歴はその一切が抹消される。まさしく完全なる匿名者アノニマスに成り果て、代わりに無数の偽経歴ダミー・プロフイールが与えられる。本名を積極的に活用するタイプは、シャーリーくらいのものだ。


    　偽経歴のせいだろうか。この課に所属する者は皆、デスクに、あるいは自分自身に『私は～～である』という証拠を刻みつけている。それは特殊な刺青タトウーであったり、アクセサリだったり、あるいは体の傷そのものだったりする。


    　そういうものがなければ、彼らはいつしか真の自分自身というものを置き忘れてしまいそうだからだ。それほどまでに、彼らは偽にせの自分を徹底する。


    　シャーリーもまた、そういう一員だ。ただ、ＣＩＡに残っている全てのデータを照合すれば彼女の輪郭程度は薄ぼんやりと浮かび上がる。


    　かつてのクラスメイトたちに「シャーリー・ワードワーズはどんな少女だった？」と問うたとしよう。誰も彼もが「よく覚えていない」「目立たない」「物静かだった」などと言う。


    　彼女は目立つことをよしとせず、あらゆる場所、あらゆる世界で常に控えめに生きてきた。それでも、感受性の強い何人かは彼女の本質に少しばかり触れていた。


    　元クラスメイトの女性はこう言った。


    「彼女、私たちをいつも観ていたの。動物か何かを観察するみたいにね。どこのどんなグループに潜もぐり込んでも、彼女は自然と溶け込んでいて──しかも、絶対に目立たなかった」


    　シャーリーはその時点で、既に「自分らしさ」を捨てて世界に溶け込む術を学ぼうとしていたのだろう。ところが、ＣＩＡに所属してからはそれを一変させる。


    　場を引っ掻かき回し、あらゆる場所に顔を出して誰彼構わず繋つながりを持った。ＣＩＡに代々所属していたせいだろう、十年以上前に殉じゆん職しよくした父親であるブラスト・ワードワーズについても記憶している人間は多かった。


    　彼女はどこのセクションの頼みも快く引き受け、縄張り争いと見るや双方に不満がないよう微妙な調整をした。あらゆる場所で融通を利かせ、ふと気付けば彼女がいるといないとでは、ＣＩＡという組織の全体速度が変化するまでに至った。


    　危機感を持った誰か──主に上層部が、たびたび彼女に過酷な任務を与えて失敗を誘引しようとしたものの、それらは全て失敗に終わった。それまでに培ってきた彼女のコネクションが、あらゆる場面で効果を発揮したのである。


    　今では彼女の独断で、ＣＩＡの武装小隊が独自に動くまでに至っている。テロの増加に伴ってＣＩＡでも現場の裁量というものが幅を利かせており、シャーリーのように極めて信頼の高い工作員は、独立行動が許可されていた。


    　ＣＩＡ長官であるルシアン・カウフマンは確かにＣＩＡの王だ。だが、国家には武力を司つかさどる将軍が存在し、時に彼らは王にすら牙きばを剥むく。その意味で考えると、確かにシャーリー・ワードワーズは一国の将であった。ただし……油断すると王すらその手にかけようとする、反骨の相を持つ将だが。
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    　ＣＩＡ本部はラングレーではなく、正確にはヴァージニア州マクレーンに存在する。だが、未いまだにこの本部をラングレーと呼称する者は多い。


    「マクレーンだと、人名みたいだからかしらね。ジョン・マクレーン、偉大なる不死身の男ってね」


    　独り言を呟つぶやきながら、シャーリー・ワードワーズはその巨大な建物を見上げた。……元々は、せいぜいが二階か三階程度だったこの本部は、ここ十数年でテロ対策という名目から増築に次ぐ増築を繰り返し、周囲でも一際目立つ巨大なビルとなっている。当初はシャーリーですらその理由が分からなかったが、今では何となく理解できる。


    　きっと、この建物は──あの男カウフマンの城なのだ。城であれば、改築して強化するのは当然だろう。


    　正門を通過し、やや緊張の面持ちでＩＤカードと指紋認証を通り抜けた。怪しい点は何もなし。シャーリーは自分がＣＩＡ工作員としての地位を保っていることを知ってホッとした。ここまでなら、ややセキュリティが厳重な普通の会社と何ら変わりはない。だが、この先にはＣＩＡのユニークなボディスキャンが待っている。


    　正面のやけに長い大理石の廊下が、そのボディスキャン用の通路だ。廊下には人間を解析するためのホロスキャナーが天井と壁、そして床という三方に設置されており、廊下を歩く者の武装を瞬時に解析する。万が一の場合は、待機していた武装検査官によって瞬時の制圧が行われる。


    「シャーリー……シャーリーじゃないか！」


    　響き渡るバリトンの声に、シャーリーが振り返った。カール・カルスロップ、第七課Ｅセクション。つまりシャーリーの同僚である。ややほっそりとした、ハリウッド映画の色男のような優雅さを持つ男だった。鳶とび色の瞳は丸いフレームの眼鏡めがねのせいで、少しだけ濁っているようにも見える。


    「あら、カルスロップ。パナマから戻ってきていたの？」


    　シャーリーの言葉に、カルスロップは顔をしかめて尋ねる。


    「君こそ一年近くも一体どこをほっつき歩いてた。バレルガニアに派遣されたのは知っている。だが、それ以降がさっぱりだ。ドイツやローマに何をしに行ったんだ？」


    「それは秘密」


    　悪いた戯ずらっぽい笑みに、カルスロップは嘆息してかぶりを振った。


    「その言いわけは、人事部には通用しないだろうよ」


    　二人は真っ直すぐ廊下を進み、ホロスキャナーによる３Ｄボディチェックを受ける。波長の短い電磁波を利用するこの技術は、対象者が身につけているあらゆる物質を──そればかりか、体内に仕込んであるものまでも、ほぼリアルタイムで認識及び識別が可能だ。


    　軽い警報が鳴り響き、二人は足を止めた。腰のホルスターに拳銃をぶら下げた武装検査官が、穏やかな声で告げる。


    「ミス・ワードワーズ。ホルダーの拳銃と足元のナイフを提出してください」


    「あら、ごめんなさい」


    　無論、ここは空港などと違いＣＩＡだ。職員が拳銃を持っていたとしてもおかしくはない。反応があった場合は、検査官に提出を要求されるだけだ。シャーリーが拳銃とナイフを手渡すと、検査官はそれを丁重に金庫にしまい込んでカードを渡した。


    「このカードをお持ちください、退出する際に引き替えます」


    「ありがとう」


    　カードを受け取り、晴れてシャーリーは丸腰になった。と同時に、これでようやくＣＩＡの内部へと入り込んだことになる。


    　廊下を歩きつつ、各部署の様子をガラス越しに見ていたシャーリーは不意に首を傾かしげた。


    「今日はどうしたの？　随分と忙しそうじゃない」


    　カルスロップは肩を竦すくめた。


    「トラブルたちが鷲わしのように舞い降りてきてね。ＣＩＡの退職者たちを招いての勲章授与式が今日行われる。そのために副大統領がやってくるってんで、シークレットサービスとの打ち合わせでてんやわんやだ。そこにバル・ベルデの有力な地元協力者が政変を察知し、家族を連れて亡命を求めてきた。対応する中南米分析部が大混乱中だ」


    「なあるほど」


    「だが、一番の理由はＣＩＡ長官が今日は一切の執務を行わないことになっているせいだな。お陰で〝オクトパス〟は二十四時間態勢で真紅に染まっている」


    　オクトパスとは、職員たちが蛸たこのように赤くなって激怒するＣＩＡ副長官に宛あてがったニックネームである。


    「そ」


    　短く素っ気なく返事した彼女の耳元で、カルスロップが囁ささやいた。


    「長官は地下三階の第六尋問室で君を待っている」


    　シャーリーがぎょっとして、後あと退ずさる。カルスロップはニヤリと笑い、シャーリーは悟る。


    「あなたも一員だったってわけ？」


    　それには答えず──だが、その嘲あざける表情が何よりの証明になっている──カルスロップは、両腕を大きく広げて言った。


    「シャーリー、お行儀よくしろよ。いくらお前でもあの方が相手ではダメだ。鮫さめみたいに頭から丸吞みされちまうぞ」


    「……胃酸で溶かされないよう気をつけることにするわ」


    　シャーリーはエレベーターに向かって歩き出し、カルスロップは鼻歌交じりで職場へと向かう。そこへ彼女は声をかけた。


    「カルスロップ！　一ついいかしら？」


    　振り向いたカルスロップに、言葉という名の刃を突き出した。


    「ロクな死に方しないわよ、あなた」


    「……気をつけよう」


    　だが、その刃はあまりにも薄くて脆もろい。負け犬の遠とお吠ぼえでしかないそれを、カルスロップはくっくっと笑って受け入れた。


    



    　エレベーターで一定の手順を踏んでボタンを押すと、職員の間でも一部にしか知られていない地下三階へと辿たどり着く。ここには政治的思想犯であると同時、絶対に表に出せない人間の尋問に使われる部屋がある。


    　エレベーターの扉が開くと、ＣＩＡ職員たちが短機関銃サブマシンガンを突きつけた。……当然、彼らは長官の息がかかった〝クラブ〟スタッフなのだろう。


    「シャーリー・ワードワーズよ。ＣＩＡ長官、ルシアン・カウフマンに呼ばれてきたわ」


    「ボディチェックを──」


    「もう済ませたわよ」


    「念のためだ」


    　スタッフたちは笑いもせず、それどころか触れた際も楽しむことすらなく、淡々と彼女の全身をチェックした。


    「楽しめた？」


    　ボディチェックを終えたシャーリーが笑いながらそう言うが、彼らの表情は些いささかたりとも変わることがなく、ただ沈黙を守った。優秀、極めて優秀だ。


    「そ。ねえ、第六尋問室はどこだっけ？」


    　いくつかある尋問室のうち、一つを彼らは指差した。……第六尋問室に限らず、地下三階の各部屋は全て銀行の金庫と同じ材質の扉、同じドアロックシステムだ。第六尋問室で暗証番号を入力すると、轟ごう音おんと共に金庫扉は開いた。


    　部屋は天井全体が灯あかりを光らせており床も壁も白く、黒檀素材の四角いテーブルと二脚の木椅い子す、それと壁にかけられた電話以外、目につくものは一切ない。時計や棚すらもだ。


    　ただし、目につくものはなくとも人はいた。木椅子に姿勢正しく座り、机に置いた両手を組んで、入室したシャーリーを冷えた瞳で見つめていた。


    「お久しぶりです、長官」


    「座りたまえ、シャーリー・ワードワーズ」


    　おとなしくシャーリーは座り、彼と向かい合った。


    　ＣＩＡ長官ルシアン・カウフマン。〝クラブ〟の関係者──それも恐らく、アストライアと同格であろう存在。


    　と同時にシャーリーにＣＩＡの技術を叩たたき込んだ師匠であり、決して越えられぬと悟ってしまった相手だ。


    　今からシャーリーは彼と語らうという、最高難易度の戦闘バトルに挑もうとしていた。


    



    「……まさか、貴方あなたが〝クラブ〟に関わっているとは思いませんでした」


    「意外かね？」


    「いいえ、さほど意外ではないわ。実のところ、そういう人間だと分かっていましたから」


    「〝嘘うそをつくな〟」


    　言葉は銃弾のようだ、とシャーリーはその瞬間考えた。撃たれれば、衝撃で呼吸が詰まる。


    「君はただ単純に私から学ぶべきものがもうないと悟っただけだ。吸血鬼のような生き方だな、シャーリー・ワードワーズ」


    「……何な故ぜ嘘と？」


    　思わずそう問い掛ける。自分の言葉が悔し紛れのそれだと何故分かったのか。声のトーン？　目線？　いや、全く変わっていなかった。それは確実だ。だとするならば、自分が無意識に〝何かメツセージ〟を送ってしまったのだ。


    　無意識に。それをカウフマンは容易たやすく見破ったのだ。


    「それを問うな、シャーリー。お前は既に戦場に立っている。銃を握り、狙ねらいを定め、敵と向かい合っている。無論、私もそうだ。真実を見抜かれたからといって、それを決して口に出すな。それがこの尋問室における、最重要のルールだ」　


    　──ああ、そうだ。その通りだ。


    　不意にシャーリーはあらゆる教えを思い出し、あらゆる必要な情報を思い出した。戦闘態勢が徐々に整い始める。ボクシンググローブを手に嵌はめているような感じ、拳銃の弾倉マガジンを籠こめたときのような感じ、一発必中のボルトアクションライフルのボルトを引いたときのような感じ、ナイフを鞘さやから引き抜いたときのような感じ──。


    　謝罪することなく、シャーリーはただ真っ直すぐ前を、つまりカウフマンの目を見据えた。


    「率直に問います。〝クラブ〟における貴方の立ち位置は何なの？」


    「ふむ、その程度でいいならば答えよう。私は〝クラブ〟の会員ではなく、運営に携たずさわる人間だ。〝クラブ〟の運営に関わっている者は七人。それぞれに〝聖父フアーザー〟としての二つ名が与えられている。〝節制テンパランス〟〝謙虚モデステイ〟〝慈愛アフエクシヨン〟〝悲哀グリーフ〟〝勤勉デイリジエンス〟〝無垢イノセンス〟〝虚無ホロウ〟……私は、勤勉の名を冠する者だ」


    　真実を語っているならば、実に趣味の悪い二つ名だとシャーリーは思う。節制、謙虚、慈愛、悲哀、勤勉、無む垢く……どれも〝クラブ〟に所属する人間が冠していい名ではあるまい。唯一、虚無だけは相応ふさわしいかもしれないが。


    「貴方あなた以外の六人の素性は教えてくださるかしら？」


    「私としては秘ひ匿とくすべき事柄だな。さて、こちらの質問だ。では……そうだな。何はともあれ、ゲームにおける君の最高勝利条件を提示しなさい」


    「私としては、貴方が罪を悔い改めて自首するというのが最高条件ですが」


    「それは根底から間違っている。私は罪を犯したことなど一度もない」


    　平然と、そして冷然とカウフマンはそう断言した。シャーリーの心情としては、呆あきれかえるより恐ろしさが先行した。恐らく本気だろう、彼に限らず〝クラブ〟の人間は罪悪感に欠けている。慚ざん愧きの念に駆られることなど、間違ってもない。


    「ともあれ、君としては私が逮捕ないしこの世界で行動不能、再起不能に陥ればいいわけだ」


    「……ええ、その通り」


    「それは無論、私としても同じだ。だが、君を再起不能に陥らせることは極めて難しい。生命を奪うという方法以外であれば尚なお更さらだ」


    　わずかに動揺した自分に気付き、シャーリーは一瞬体を痙けい攣れんさせた。目め聡ざといカウフマンはそれに気付いているだろう。一方、彼女は現時点ではまだ『ベースライン』の捕ほ捉そく段階だ。


    　カウフマンとシャーリーが行っているのは、ただ質問に応じて答えるという尋問ではない。互いの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを観察し、それによって答えを引き出す動作表現学キネシクスというものだ。


    　今のところ、カウフマンはポーカーフェース、身動き一つしない。そのくせ、肉体の緊張はまるで見当たらない。完全なまでに、動作から漏もれる情報を遮しや断だんしている。


    　それでも、彼とて神ではない。長く尋問を続ければ、ボディランゲージが必ずこちらにメッセージを伝えてくれるはずだ。人がメッセージを発しているのは言葉そのものだけではない。身振り手振り、声のトーン、汗、目線、その他様々な仕草──即ち非言語ノンバーバルコミュニケーションは、時に言葉より雄弁な何かをもたらしてくれる。


    　もちろん、それは自分にも言えることだ。気付けば、重要な情報を何もかも漏らしていた、などということが充分有り得るのだ。質問に答えずとも、自分の動作によって。既に彼女は、一度嘘うそを見抜かれている。もし、カウフマンが指摘しなければ彼女はそのまま真実を垂たれ流していただろう。


    　──自分をコントロールしなさい。


    　机の下で拳こぶしを軽く握り、親指でボタンを押した。もちろん、ボタンなど存在しない。彼女が空想で創り出したボタンだ。ボタンを押すと、爆発！　何もかも──自分自身をも含めて吹き飛んだ気分。たちまち、冷ややかな風がシャーリーの心臓と脳へと吹き込み、彼女は冷静さを取り戻した。


    　まるでそれを待っていたかのように、カウフマンが口を開く。


    「我々は既に多数の会員メンバーを失っている。それは事実だ。だが、彼らはいずれ剥はがれ落ちる皮膚のようなものだ。放置してもそのうち再生する」


    　固く動かない。当然だ、これはまだ『アプローチ』の段階だ。ボディランゲージのマニュアルには、状況に応じたジェスチャーは万人万国で共通である、などと誤解させるものがある。


    　例えば目を逸そらせば疚やましいことがあり、腕組みすれば警戒しているなどといった具合だ。これは大いなる誤りだ。万国に共通だと思われがちな首を縦に振る仕草ですら「肯定」ではなく「否定」を意味するブルガリアのような国もある。


    　重要なのは、相手の「ベース」を知ること。そして相手が普段と違った動きをしていないかを観察することだ。カウフマンは動揺せず、当たり前のことを当たり前に喋しやべっている。現時点で、推測できるものは何もない。


    「私たちは、その再生を食い止めるために活動しています。おかげさまで昨年は随分と好成績でした」


    　澄ました表情で彼女は告げる。これは間違いなく事実だ。


    「その通り。君たちはどうにか勝利を拾い続けている。君の優秀さ故ゆえではない、イヌガミの獰どう猛もうさ故でもない。〝ケモノガリ〟である赤あか神がみ楼ろう樹き、ただ一人によってだ。故に、私の勝利条件は君の敗北と……赤神楼樹を仕留めること、だ」


    「果たしてそれができるかしら？」


    「できるさ。だからこそ、こうして聖父フアーザーたる私が出で張ばってきたのだから。ゲームを戦うために」


    「命を賭かけるゲーム？」


    「少なくとも君は命をチップにしなければならないだろう。私はそうする気はない、君がそこまで私を追い詰められるのならば、別だがね」


    　泰ぼう然ぜん自じ若じやく、まるで機械マシンのように彼は宣言した。仰おつしやる通りで、とシャーリーは内心で毒づいた。


    　続いてカウフマンはスーツのポケットから小さいプラスチックケースを取り出した。透明な蓋ふたを開き、中にあったものを机の上に突き出す。


    「トランプ？」


    「かつて五人、このゲームで命を奪った。その中の一人が、君の父上だ」


    「なっ……」


    「その際の賭け金チツプは彼の命、妻の命、そして──君の命だ。彼は自分自身と妻の命を差し出す代わりに君の命を死守した」


    　殺意が爆発する寸前、シャーリーは歯を食いしばって、それを抑え込んだ。


    　冷静に。冷静に……。呼吸を乱さず、淡々と言葉を発する。


    「そう。……父親らしいことをしてくれたのね、あの人も」


    　睨にらみ──このゲームに参加するという意思表示をする。


    「種目はポーカーだ。……最初の一回はルール説明に費やそう。その上で、このゲームに乗るかどうかを、君が決めたまえ」


    　カウフマンは有無を言わさず札を配り始めた。互いに十枚を配り、中央にカードの山を置く。


    「本来はこの十枚は自分で引くことにする。カードは全て見ても構わない。そして、この十枚のうちから五枚を選ぶ。ああ、まだ選ぶな。頭の中で選べ」


    　彼は一通りのカードを見終わると、伏せた十枚を並べた。シャーリーも同じようにカードを並べる。


    「よし。では、次に相手の十枚から三枚を取って捨て札とする。なお、このルールのために十枚を選んでから手持ちのカードを混ぜることは禁止だ」


    「え……？」


    　カウフマンは最初から決めていたようで、有無を言わさずシャーリーが伏せた十枚から三枚を奪い取った。シャーリーも戸惑いつつカウフマンの手札から三枚を奪い取り、捨て札とした。


    　カウフマンが奪った三枚はスペードの９ナイン、スペードの[image: ]テン、スペードのＪジヤツク。一方、シャーリーが奪った三枚はクローバーの２ツー、ハートの３スリー、スペードの８エイトだ。


    　──あ、マズい。


    　十枚のときは理想形だったフラッシュが、スペードを三枚奪われたことで破は綻たんした。逆に、自分が奪ったものは数も絵もバラバラだ。


    「最後に、一枚だけ山札から取って八枚の中から手札を作る。コールやレイズはない、このまま勝負するだけだ。では、私から──フルハウス」


    「……４フオーのスリーカード」


    　山札から引いた一枚でどうにかスリーカードができたものの、シャーリーの敗北に違いはない。カウフマンは全てのカードを一旦混ぜた。


    「ルールはこれで全てだ。十枚を取る、相手の三枚を捨てる、一枚を取る、勝負する。本物のポーカーよりずっと単純だが、カードを奪うという点がこのゲームを面白くしている。そしてもう一つ、今回はルールを付け加える。何、単純さ。ゲームをやっている間は、基本的に会話を行うこと。黙り込みには何らかの形でペナルティをつけよう。そして、もう一点。敗北した場合は、相手の質問に誠意をもって答えること」


    「誠意、ですって？」


    「ああ。それだけでいい」


    　シャーリーにも分かっている。それはつまり、虚偽で答えてもいいということ。同時に──その虚偽が見抜かれる可能性もあるということ。このポーカーも戦いゲームだが、互いに語り合うこと、質問に答えることもまた戦いゲームなのだ。


    　十枚を取り、そこから選ぶ。簡単に高い手が出る。ブタの可能性は低いだろうし、フルハウス程度ならあっさりといけるだろう。だが、そこから三枚強ごう奪だつされる。恐らく十枚を見て、伏せたときに先ほどの『嘘うそ』同様、こちらが大事にしようと考えたカードを奪ったのだろう。


    　目線か、カードに触れたときの反応か……。


    「先に五勝した方を最終的な勝利者としよう。そして、当然ながら最終勝利者には報酬がある」


    「あら、興味深いこと。一体何かしら？」


    　彼は無言で、一枚の紙を差し出した。名前が載っているだけの、単純な名簿リストだ。


    　だが、その名前の幾つかは彼女にも見覚えがあった。社会的に成功している人物、というだけではない。これは、赤あか神がみ楼ろう樹きの持つリストにも掲載されている名だ。


    「……これ、何かしら？」


    　薄々とカウフマンが差し出そうとしている報酬に気付きつつも、彼女は敢あえて質問を投げた。


    「〝クラブ〟会員のリストだ。全部で五十人、当然ながら君たちにとっては既知の情報で、これだけでは報酬とは呼べない。だが、私が差し出すのが彼らの命だったとしたら？」


    　彼はポケットからスイッチを取り出した。


    「彼らは退会、あるいは逃亡を図って捕獲された会員たちだ。全員を一つの部屋に閉じ込めている。このスイッチを押せば──」


    「彼らは死ぬ？」


    「私は『スイッチを押したら殺せるようにしてくれ』と注文しただけでね。どう殺されるかまでは分からない。爆死か溺でき死し、中毒死……あるいは餓死かもしれないが」


    　カウフマンは肩を竦すくめた。恐らく本当に知らないのだろう。彼にとって、会員の命など心底どうでもいいことなのだ。いずれにせよ、彼らには相応ふさわしい結末か。


    「それでもし、私が敗北したらどうなるのかしら？」


    　カウフマンはもう一枚の紙を差し出した。全く同じ形式で、五十人の名が書かれている。だが、そのリストに記された名のほとんどは、彼女にとってまるで心当たりのないものだった。


    　まさか、と思いつつシャーリーは訪ねた。


    「こちらの名前は？　レイチェル・スターリングとか……聞いたことないわよ」


    「知らなくて当然だ。その五十人は、アメリカ合衆国市民であること以外、君と何の繋つながりもない」


    「だったら、何なの？」


    　察しが悪いな、というようにカウフマンは顔をしかめつつ言った。


    「君が敗北すれば、部下にその五十人を殺すように指示してある。ちなみにその部下たちは、何も知らない。私についても、〝クラブ〟の存在についてもだ。彼らはただ命令されたことを遂行するだけの、極めて憐れん憫びんたる存在だ」


    　なるほど。五十人の命を奪うだけでは飽き足らず、奪う側すら傷つけたいらしい。ＣＩＡに所属するような人間は、現在は自分の将来を見据えて転職のステップアップと考えているような人間はまず存在しない──いても、最近は心理テストによって片っ端から落とされてしまう。素朴な愛国者であり、人を殺すことも国家のためと認識することで心理的な壁を作れる程度には、覚悟を持った人間たちだ。


    　もし彼らが、自分がしたことは単なる悪ふざけ以外に何ら意味がないと知れば、その衝撃は計り知れないだろう。退職するだけならまだいい、違う形で責任を取ろうとする者たちも、必ず出てくるはずだ。


    「……カウフマン、貴方あなたって心底下げ衆すね」


    「私としては、君の勝ち金に相応ふさわしいものを賭かけたというだけだ。何の罪もない魂が五十、あらゆる悪徳で汚染された咎とがありき魂が五十。そら、公平フエアだろう」


    　カウフマンは悪びれることなく、肩を竦すくめてそう告げた。なるほど、彼は邪じや悪あくで──そして恐ろしい。彼がこのゲームに相応しい報酬──五十人の〝クラブ〟会員を定めたのはまだ理解できなくもない。だが、それに相応しい自身への報酬を五十人の罪なき魂としたのは異常だ。


    　そこには、悪意がない。恐ろしいほどの空くう虚きよさだけだ。彼にとっては、自身に相応しい報酬とシャーリーに相応しい報酬を見繕っただけだ。人間は数字であり、彼にとっては単なる賭け金チツプでしかないのだ。


    「それで──この勝負、受けるのかね？」


    　カウフマンの目が射抜くようにこちらを窺うかがっている。上等だ、とシャーリーは机の下で拳こぶしを握る。受けざるを得ないし、逃げても無駄だ。必勝の誓いを胸に刻み、彼女は頷うなずいた。


    「問題ないようだな」


    「ええ」


    　シャーリーは笑みを消し、真顔で頷いた。よし、ここから先は紛れもない戦場だ。銃を握り、頭を低くし、木陰や車の陰に隠れながらゆっくりと侵攻せよ。


    「では。会話たたかいを始めよう」


    　かくして、二人はカードを掴つかんだ。
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    　時間的には、シャーリーがＣＩＡに乗り込んでいったあたりだろうか。僕はイヌガミと、そしてシャテアと共にこれで何度目か分からないが、とにかく下水道に潜もぐり込んでいた。


    　シャーリー曰いわく、この下水道は秘密裏の脱出口として使用されているらしい。建物と繋つながる電子ロックされたドアを開ける暗証番号も既に教えてもらっている。問題はこの何とも細い道を手に持った軍用フラッシュライトで照らしながら歩かねばならないということだ。


    「うぅ……」


    　シャテアは泣き出しそうな表情を浮かべ、イヌガミはクゥンと我慢できないとばかりに啼なく。まあ、犬の嗅きゆう覚かくであるならば仕方がない。


    「ロウキはへーき？」


    「ギリギリ」


    　道理で作戦を説明した際のシャーリーが楽しそうだったと思った。そう言えば、バレルガニアのときも、下水道に入らされたっけ……シャーリーに。もしかして、この戦術を好んでやっているのだろうか、あの人は。


    「あたしもうダメ。吐きそう」


    「吐いても構わないけど、足を滑らせるのだけはやめた方がいい」


    　びちゃびちゃと音さえも不快な状態で流れる汚水を横目で見つつ、その中身が具体的には一体どんなものなのかは考えないようにする。腐った牛乳、汚水、血──いやいや、やめろやめろ。落ちたら汚い、どころでは済まない。恐らくあらゆる雑菌が体内に侵入して言葉では言い尽くせない悲惨な事態を迎えるだろう。


    「あと、どのくらい？」


    「……一キロかな」


    　ひぅ、という悲鳴がシャテアから上がった。イヌガミがはふぅ、と嘆息した。僕は片手にライトを持っており、もう片手は壁に触れるのといざというときのためだ。一方シャテアは手ぶらである。彼女は危なっかしく、この状況で何か荷物を持たせるわけにはいかない。


    　というわけで、シャテアがブラジルの自宅から持ち込んだノートパソコンはイヌガミが背負うハメになっていた。ハーネスで縛り付けられたイヌガミはどうにも不服そうだが、こればかりは我慢してほしい。


    「ねえねえ。……あと、どのくらい？」


    　一分前にも聞いた言葉である。僕は繰り返し、あと一キロだと繰り返した。シャテアは僕にしがみつきたいらしいが、この状態ではどうにもならない。というか、危ないので絶対にやめてほしい。


    　三分後。シャテアがまたも口を開いた。


    「ねぇ、あとどのくら──」


    　僕は足を止めて、くるりとシャテアの方を向いて彼女の口を手で塞ふさいで抱き締めた。即座にライトを消し、腰をやや落とす。


    「静かに。……誰か、いるみたいだ」


    　この距離で気付けたのは幸運だった。視覚でも聴覚でも嗅きゆう覚かくでもなく、第六感が絶叫した。イヌガミが前に出ると、鼻をひくつかせてから僕を見て微かすかに頷うなずいた。犬の嗅覚は、この悪臭をものともせずに、人間の存在を嗅かぎつけたらしい。


    「いいかい？　しばらく静かにしてて」


    　シャテアが頷いたので、僕は彼女から手を離した。二十秒ほど待つ……動きはない。待ち伏せしている以上、僕たちの存在は露呈している。そのわりには、行動する気配は皆無だ。


    　思考する。待ち伏せではなく、警戒か？　その線も有り得る、ここから来るかどうかはあやふやだが、ＣＩＡ本部に繋つながる道の一つなのだから警戒も当然だろう。シャーリー以外が知らない通路、というわけでもないのだろう。


    「……暗いな」


    　イヌガミが頷き、何か言いたげにこちらを見る。分かっているさ、僕たちはフラッシュライトなしでは、この暗闇を歩くことは不可能だ。相手は警戒している以上、動くことはないのだろうが、それでも灯あかりがなければ見張りも何もない。


    　──にもかかわらず。この先の道からは、灯りらしいものがまるで見えない。その理由は何な故ぜだ？　答えは簡単だ、暗視装置ナイトビジヨンを装備しているのだろう。フラッシュライトで照らされ、視界が塞ふさがれる可能性を見越して可視光を増幅するタイプではなく、熱探知する遠赤外線方式と推測する。


    　さて、どうするか……。僕はひとまずイヌガミのハーネスを外はずし、ノートパソコンをシャテアに手渡した。


    「ここでじっとしていて。後で戻ってくるから」


    「怖いよ……」


    　ぎゅっ、とシャテアが僕の服を掴つかむ。傍そばにいてやりたいのは山々だが、こればかりはどうしようもない。安心させるように頭を撫なで、囁ささやいた。


    「大丈夫。すぐに戻る」


    　どこかで聞いた映画のセリフを、そのまま彼女に投げかけた。彼女がノートパソコンを抱き締めたまま「うん」と微かに呟つぶやいたのを確認し、僕とイヌガミはそっと歩き始めた。


    　灯りはないが、ここまでの経験から壁に沿って歩けば危険はないと分かっている。僕とイヌガミはそれでも慎重に、少しずつ進んでいく。イヌガミが足を噛かんだ。


    「……ここを曲がった先か？」


    　顔が見えないので、イヌガミはしゃがみこんだ僕の頬ほおに鼻を押し当てることで肯定の証あかしとした。相手が暗視装置を使用しているということは、極端に視界が狭まっているということだ。


    　そこでシャーリーから貰もらった幾つかの装備品の中から、ロシア製の多用途拳銃を取り出した。中折れ式の四連銃身だがバレルの長さは極端に短く、トリガーガードのほぼ真上が終端だ。いわゆるセルフディフェンス、暴動鎮圧などを想定とした非致死武器ノンリーサルウエポンであり、この状況で使用するのはあまりむいてない。だが──武器として使用しないなら話は別だ。


    「照明弾を撃つ。光は最長で四秒らしいけど、下水道の天井は低いから一秒保たないかもしれない。しっかり視認してくれ」


    　オーケー、と言わんばかりにイヌガミが鼻を押しつけた。呼吸を整え、悪臭を堪こらえ、神経を集中させ、僕は曲がり角まで辿たどり着くと、腕だけを出して銃ひき爪がねを引いた。


    　赤い光がぱっと、曲がった先で散った。


    「……敵襲だ！」


    　彼らの反応は迅速かつ的確だったが、僕とイヌガミの方が覚悟していた分だけ迅はやい。


    　即座に角を曲がり、視認する。相手は四人、いずれもヘッケラー＆コッホのＭＰ７短機関銃サブマシンガンを所持、予想通り暗視装置ナイトビジヨンを顔につけており、視界は狭い。彼らの位置を確定させたと同時に発光が消えて銃声が響いた。


    　僕とイヌガミはほぼ同時に跳躍。幸い、ここは中央に流れる下水の上に鋼鉄製の溝蓋グレーチングが嵌はめ込んであり、足場の不安定さは解消された。


    　彼らは僕たちを見失ったものの、冷静に銃弾をバラ撒まいて牽けん制せいする。マズルフラッシュで、微かすかに彼らの姿を確認──動かない。


    　跳躍と壁を蹴けって走って回避行動を取っても、さすがに全てを躱かわしきれず、二、三発が僕の体を掠かすめた。炸さく裂れつするような痛みにも、もうすっかり慣れてしまった。近接戦闘可能な距離まで接近し、僕は両手に握った黒い刀身のククリナイフを背中から引き抜いた。それぞれ〝ヴィジャヤ〟、もう一方には〝ソワカ〟と刀身に銘が刻まれている。


    　黒い刃は光を放つことなく、そして音すらもない。最後の跳躍、空中で錐きり揉もみ回転しながら、僕はククリナイフを振り回した。


    　三人の首筋が断裂し、血ち飛沫しぶきが飛び散る。残り一人の顔面に、イヌガミが喰くらいついて頭ず蓋がいごと噛かみ潰つぶした。


    　普段ならば、ＭＰ７を奪い取って武器の足しにするところだが……今回は不要だろう。既にバックアップ用の拳銃や他装備品は揃そろっている。強いて必要とすれば、彼らのＩＤカードくらいだろうか……そう思って、屍し体たいのポケットに手を差し込んだ瞬間、空気が切り裂かれるような音。


    「な──!?」


    　首に何かが巻き付こうとしている……くそ！


    　咄とつ嗟さに二刀のククリナイフを首の間に差し込み、完全に締め付けるのは防いだ。だが、首に巻き付こうとしたのは、よりによって刃物だ。剃かみ刀そりのように薄く鋭い刃が、僕の首筋を絡め取ろうしている。


    　無論、順当に行けば首に刃が食い込んで頭は胴体と離別する羽目になる。ククリナイフだけが、僕の命を繋つなぎ止めていた。けれど、かなりの力が籠こめられている上に、体勢が最悪だった。僕は首筋を守ることに専念せざるを得ず、結果として抵抗もできずに振り回された。


    「こ、の……！」


    　脳天から叩たたきつけられる寸前、ぐるりと回転して壁を蹴けった。だがしかし、絡まったワイヤーはなおも僕を前後左右に揺さぶって斬きりつける暇すら与えない。


    　このとき、僕の頭には一つの疑問があった。何な故ぜこの敵は僕とイヌガミが感知できなかったのか。今襲われているこの瞬間でも、気配がまるでない。


    　機械ではない。誰かがこの恐ろしい刃の鞭むちを握っている……それはククリナイフから伝わる力の流れで理解できる。いや、これは鞭というよりも──まさか。


    「イヌガミ！」


    　名を叫ぶと、タイミングよく彼は鞭のワイヤー部分をその牙きばで噛かみ千ち切ぎった。よし、さすが戦友。瞬間、先ほど使用した多用途拳銃に閃せん光こう弾だんを装じゆう填てん、鞭が放たれた方向へと銃ひき爪がねを引いた。


    　ぽん、と音を立てて天井スレスレで光が灯ともる。その有効範囲はおおよそ直径百メートル。けれど、たとえたった一秒でも光が放たれれば『誰か』がいるのは分かる。


    　──捉えた。


    　約五メートル先、そこは下水道ここの出口らしく、やや広い空間に上へと通じる埋め込み式の金属梯ばし子ごがあった。だが、その前にスーツ姿の男性が立ちはだかっている。両手には先ほどの攻撃で使用したと思おぼしき長い刃の……やはり鞭じゃない。


    　僕はかつて、この剣を持つ奴と血みどろの戦いを繰り広げた。そいつの名はアストライア、つまり彼の武器は──アストライアの、蛇じや骨こつ剣けんだ。もし彼と同じ得物ならば、その長さは三メートル以上の範囲を支配下に置く。


    　そして男の顔を見る──あまりの驚きよう愕がくに凍りつく。何だこれは、一体どういうことだ。見間違いだろうか、だけど確かに写真で見た。シャーリーから、彼の顔を見せてもらったのだ。


    　男は穏やかな笑みを浮かべたまま、こちらに剣を振るう。


    　一瞬の驚愕から立ち直った僕と、その攻撃はほぼ同時だった。あの蛇骨剣は扱いこそ難しいが、アストライアのような熟練者であれば最悪と呼ぶべき兵器となる。


    　加えて、灯あかりの下で行われたアストライア戦とは違い、ここはほぼ暗闇だ。ここで謎なぞが一つ、生まれた。初撃の際、あの男はどうやって僕たちの姿を捉えたんだ？　暗視装置ナイトビジヨンはつけてなかったはずだが──。


    　ふっ、と照明弾が消えた。それでも僕とイヌガミは彼がいた方向に向かって走り出す。ククリナイフの間合いまで接近さえすれば蛇骨剣の威力は半減する。ひとまずはそれに懸かけるしかない……！


    　そう考えた途端、左腕に激痛が走った。ほぼ同時に、隣のイヌガミも悲鳴を上げる。


    　この暗闇でも狙ねらい定めることができるのか……!?　薄ら寒いものを感じつつ、それでも僕とイヌガミはどうにか彼がいたと思しき場所へ斬ざん撃げきと、噛み砕きを同時に喰くらわせた。


    　……躱かわされた。なるほどやはり、暗視装置ナイトビジヨンなしでもこの暗闇が見えるらしい。感嘆すべき視覚能力なのか、それともあるいは何か別物の力なのか。


    　いずれにせよ、それが分かったのならば──解決策は一つだ。視覚で圧倒的に不利になったとはいえ、残り三つの感覚を総動員すれば問題ない。


    　殊ことに僕はともかくとして、イヌガミは聴覚と嗅きゆう覚かくに優れている。視覚なしの攻撃など容易だ。


    　聴覚と嗅覚で相手を捕ほ捉そくしたイヌガミが跳躍した。直後、イヌガミが跳躍した場所へ剣が突き刺さる。コンクリートの床を穿うがつ破砕の音がした。


    　続いて僕に斬ざん撃げき──空気の切り裂かれる音を聞き取り、仰のけ反りつつ後方へ飛び退のいた。がつん、と壁に背を打ち付ける。完全に躱しきれず、頬ほおがざっくりと裂けた。


    　足音、というよりは壁を蹴けって跳躍する音だ。常に移動しつつ、こちらに狙ねらいを定めているようだ。参ったな、これでは聴覚で彼を捕捉するのは難しい。


    　──そう、視覚も聴覚も駄目となれば、残るは嗅覚だ。


    　だが、イヌガミがいつまで経たっても彼を攻撃できない辺り、その対策も抜かりないらしい。微かすかに漂う香りから察するに、恐らく臭跡を誤ご魔ま化かすために香水か何かを振りかけている。


    　イヌガミが混乱を露あらわにしたように、幾度も吼ほえた。……普通、イヌガミは相手を畏い怖ふさせるか、僕に何か意志を伝えるかでなくば吼えることはない。それが吼えた、ということは──。


    　なるほど、よく分かった。


    　イヌガミが悲痛な声で啼ないた。彼の蛇じや骨こつ剣けんがイヌガミを絡め取ったのだ。だが、イヌガミは金属繊維の体毛を持つ。防弾防刃は当然で、蛇骨剣の刃といえども彼を仕留めるには不十分だ。


    　そして、イヌガミを絡め取った敵は当然の如く、渾こん身しんの力を籠こめるために──その場に踏み留とどまることになる。


    「聞こえたぞ！」


    　僕は渾身の力で、漆しつ黒こくのククリナイフを同時に投とう擲てきした。どれほど視界がクリアだったとしても、立ち止まっている以上は躱すことはできない。そして、僕の視覚がどれほど塞ふさがれていたとしても、イヌガミの声から敵がどこにいるかを推測することは充分に可能だ。


    　悲鳴と血臭──イヌガミはその機を逃のがさず、絡まった蛇骨剣にもめげずに獰どう猛もうと襲いかかり、敵対者の大動脈を食い千ち切ぎった。くぐもった呻うめき声、香水など問題にならぬ濃厚な血の臭い。


    　イヌガミの力強い咆ほう吼こうに、僕はこの戦闘が終わったことを実感した。


    



    「……ふぅ」


    　ここが行き止まりである以上、もうこの下水道に敵はいない。僕はイヌガミにフラッシュライトを拾ってもらうと、それで男の屍し体たいを照らし出した。


    「イヌガミ。……これ、シャーリーが言っていた男だよな」


    　同意の啼き声が一つ。写真で見せてもらった彼の顔は、僕も頭に叩たたき込んでいた。


    　彼の名はルシアン・カウフマン──間違いない。だが、どうしてだ？　どうして、彼がここにいる。シャーリーは自信満々の表情で、彼は自分が決着をつける、と言っていたのだが……。


    　まさかこんな場所で倒せるとはな。幸運だったかもしれない。あとはもう一つの不思議な事態。どうして暗視装置ナイトビジヨンもなしに、暗闇で僕たちを捕ほ捉そくできたのか。


    「……目、か」


    　見開かれた目を指で触れると、眼球とは思えないほどの硬質感があった。ちょっと躊躇ためらったものの、思い切って指を突っ込んだ。嫌いやな粘着音と共に眼球を引き抜き、観察するとすぐに分かった。


    「ああ、眼球そのものが機械だったのか」


    　どうやら、目を暗視装置にして視神経とリンクさせていたらしい。当然、こんなものは日常生活において何の役にも立たない。徹てつ頭とう徹てつ尾び戦闘のための眼球だ。


    　しかし……こんな状態で、ＣＩＡ長官としての生活をまともに送れるのか？　僕は眼球を放り捨て、シャテアのもとへと向かった。カウフマンの存在に首を捻ひねるが、今のところは作戦通りに進めざるを得まい。


    　ともあれ、一仕事終わったことに安あん堵どしながらシャテアに呼び掛ける。


    「僕だよ、ロウキだ。もう終わった！　今からそっちに行くから！」


    「ロウキ！」


    　華やいだ声が、周囲に木こ霊だました。そっちに行く、と言ったのにこちらに近付いてくる。走ると転ぶから、絶対に走らないようにと伝えておいたにもかからず、彼女は全力でこちらに向けて走ってくると、僕にしがみついた。思っていた以上に、不安だったらしい。


    「よかった！　もう、銃声がしたから凄すごく心配したんだよ!?」


    「ああ。……すまない」


    　僕の胸に顔を擦こすりつける彼女は、何というか愛あい玩がん犬けんのようだった。尻しつ尾ぽをぱたぱたと振られているような幻すら見える。


    「えへへ、許してあげる。出口、見つかった？」


    「ああ、それらしいところは見つかった」


    　正確には出口ではなく、入り口だ。……地獄への。ともあれ、僕たちは再び歩き始める。道途中の屍し体たいを見て、腕に掴つかまっていたシャテアが微かすかに震ふるえたのが分かった。


    　梯はし子ごの下まで辿たどり着く。ここを上った先には、電子ロック式の扉がある。ただ、随分と長い。まあ、こんな状況も想定して装備品を持ち込んできたのだが。……その前に、一つだけ問わねばならないことがある。


    「シャテア。一つ質問がある」


    「うん、なに？」


    　彼女は無邪気に目を輝かせ、僕の問い掛けを待つ。


    「この先は冗談じゃなく、本当に危険なんだ。勝たない限り、戻ることも難しい。あらゆる場所にあらゆる罠わなが仕掛けられ、酷ひどい目に遭う可能性もある。何より、僕は君を守れない。君と僕は別行動を取らなきゃならないんだ」


    　僕にはそれが、何より怖い。……守れなかった女の子ひとがいる。守りたくて、戦って──それでも、守れなかった。


    　死の間際の微ほほ笑えみを思い出す。あのときのことを後悔していないと言えば嘘うそになる。振り払うことができるはずもない。


    「──うん、分かってる」


    　いつになく真剣な調子で、彼女は応じた。


    「そうなんだろうね。……凄すごく危険なんだろうね。もしかしたら、死んじゃうのかもね」


    「ああ、だから──」


    「でもさ、それってロウキと出会ったときに戻るだけでしょ？」


    　僕と出会ったとき、というのは当然あの〝医者〟に殺されそうになっていたことだろう。


    「ロウキ。あたしはロウキが思っているより、酷むごいものを見てきたし、酷いことをしたよ。言い訳するつもりはないけど、生きていくためだった。……ロウキとオバさんが教えてくれたクラブの話は、それ以上の『酷いこと』だったけど」


    　シャテアは梯はし子ごを見上げ、そこにある何かを睨にらみつけた。


    「許せないよ、あたしは。人を玩具おもちやにすることも、それを当たり前だと思っている連中も。それは、ダメなことなんだから」


    　躊躇ためらいなく正義を謳うたうシャテアは、妙に大人びているように見えた。


    　いや……実際に、大人なのだ。どれほどに子供っぽい仕草で、子供っぽい言葉で喋しやべろうとも、彼女は生まれてすぐに大人にならざるを得なかった。


    　少なくとも、一年前は子供だった僕とは大違いだ。彼女が命を懸かけると考えている以上、最も早はや僕に口を差し挟む権利はなさそうだ。


    「行こうよ、ロウキ」


    「分かった。でも一つこれだけは。もし、どうしようもなくなったら降伏してくれていい。多分、無抵抗の人間をいきなり殺しはしないと思う。……僕が、必ず助けに行く」


    　誓った。かつて破ってしまった誓いを、性しよう懲こりもなく誓った。心が痛むが──そんなものはどうでもいい。今はただ、シャテアを安心させたいとだけ思う。


    「うん、ありがとう！」


    　弾けるような笑顔で、彼女はまた僕に抱きついてきた。僕には姉がいるが、妹はいない。なので、想像上の産物でしかないのだが……やはり、シャテアは可愛かわいらしい妹のようだった。


    　僕はイヌガミを背負い、ハーネスでしっかり固定した。と同時にロープを使って僕とシャテアをしっかり結びつける。思っていた以上の高さがあるので、梯子からうっかり滑り落ちれば大変なことになる。更に言うなら、そもそもイヌガミは梯はし子ごを登れない。


    「大丈夫？」


    「ああ、これくらいなら何とか」


    　イヌガミは申しわけなさそうに、くんくんと啼ないた。気にするな、こればかりは仕方ない。


    「それじゃあ、僕が先に行くから。ペースが速かったら気にせず、すぐに言って」


    「オッケー」


    　快活な笑み。僕もそれに釣られるように笑うと、シャテアは何な故ぜか目を丸くした。


    「どうしたの？」


    「ううん。……ロウキは笑顔も素敵だね！」


    　咄とつ嗟さに彼女から顔を背そむけた。当たり前のことだが、自分が赤面して照れている姿など、あまり他人に見られたくはないのだ。

  



  
    第三章　フェア・ゲーム


    



    　──第一ゲーム、開始。


    　シャーリーはボディ・ランゲージの基本を思い出す。本来、最初に考えるべきは表情や仕草などではない。立ち位置だった。他者を右側に立たせたとき、あるいは左側に立たせたときで、人間の感情は劇的に変化する。


    　どちらが不快でどちらが心地よいかは、個々人によって異なっている。尋問の際は、どちらの立ち位置が相手の『お好み』なのかを素早く判断できるかどうかが、勝負の分かれ目だ。


    　だが、今回は使えない。カウフマンが座っているのは、シャーリーの真正面。つまり中立ニユートラルだ。


    「カードを取れ」


    　淡々とした口調──これもまた、感情は動かされていない。快も、不快も感じてなどいない。


    　彼を相手にする、と決めたときから覚悟はしていたが──どうにも厄やつ介かいな相手である。


    　動作表現の考察において基本となるのは、まず相手の標準となる状態を見抜くことだ。そして、質問を繰り返すことによって標準から変化した部分を見抜く。


    　嘘うそをつく際、ほとんどの人間はその行為にストレスが跳ね上がる。どれほど隠していても、体は無意識にそのストレスから逃のがれるべく、解消の動作を開始する。


    　ポケットに手を突っ込む、下唇に指を当てる、歯を噛かみ締める、手を掻かき毟むしる──それが代償行為だ。無論、これは嘘をつくだけに限ったことではない。相手の発言に不安や不満を持ったときも、あるいは本音を打ち明けたいけど、打ち明けられない状態のときも、同じ代償行為が必要となる。


    　だが、もしもカウフマンがこの状況から全身はおろか顔の表情すら動かさないのであれば、シャーリーは標準状態を見抜けず、敗北する。


    　──いえ、そんなはずはない。


    　世の中に例外はない。まして相手はＣＩＡ長官だ、嘘をつくのは得意だろうが、それと同じくらい人間として真っ当でなければ出世もできない。嘘を見破れ。呼吸を読み取れ。あらゆる箇所から絶対に目を逸そらすな。


    「カウフマン。あなたとこういう風にゲームをするのは初めてね」


    　事実だ。カウフマンはカードを見ながら、何でもないことのように頷うなずいた。


    「そうだ。君とゲームをしてもつまらないからな」


    　その程度で揺れ動くことはない。彼女は微ほほ笑えみ告げた。


    「あら、そう？」


    　互いが十枚を取った。心の準備は既にできている、先ほどのような愚かな振る舞いはない。


    　シャーリーはカードを一つ一つ指差しつつ、カウフマンが動揺するかを観察した。一番端のカードを指した際、彼の人差し指がわずかに動いた。それは、本当に何気ない仕草であったが、シャーリーはそれを見逃さなかった。


    「……これにするわ」


    　三枚目のカードを引き、捨て札に移動させる。クラブの５フアイブ、スペードの[image: ]テン、スペードのＫキング。


    　端のカードはスペードのＫキング──この中で最重要と推測されるカードだった。


    　心の中でメモをする、苛いら立だちの仮動作──人差し指を痙けい攣れんさせる。


    　こちらが捨てさせられた三枚は特に必要のないカード。最後の一枚を引いて、上手くストレートが完成した。


    「では、勝負。こちらはスリーカード」


    「ストレートよ」


    　カウフマンの右手人差し指がたん、と机を叩たたいた。やはり苛立ちの動作か、シャーリーは心の中で安あん堵どしつつ──これほど早く見つかるとは思わなかった──彼に対する質問を練った。


    「よろしい。では、質問したまえ」


    「ＣＩＡにおける、貴方あなたに共鳴する人間。そのうち、もっとも優秀な人間は？」


    「……ふむ。コルキルト・ダンカンだな」


    　思考時間は数秒、答える際の口調は滑らか、真実である可能性大。それだけに、シャーリーは一層のこと衝撃を覚えた。


    「ダンカンが……？」


    「ああ。君と組んだ回数がもっとも多い工作員だな。彼は実に優秀だ、嘘うそをつく際に一切の動揺が現れない。人を信頼させる、という点では君を上回るだろう。君は男性の信頼は容易たやすく得るが、女性の信頼はその容よう貌ぼう故ゆえに獲得しにくい。一方、彼は男女共に好意を持たれる人間だ」


    　嘘だと思いたかった。そう信じたかった。だが、どうやら真実らしい。


    「そう……」


    　シャーリーは何人かの信頼できる人間に、秘密裏でＣＩＡ本部に忍び込んだ赤あか神がみ楼ろう樹きの援護バツクアツプを依頼している。


    　コルキルト・ダンカンも──その一人だ。


    「質問に答えたが、これでいいかね？」


    「ええ、問題ないわ」


    　動揺は恐らく悟られているだろう。だが、シャーリーは気にせず立ち向かう。こちらも有利な材料を一つ得ている。


    「では、第二ゲーム」


    　第二ゲーム開始。互いに一枚ずつカードを取り、次に相手の手札から三枚を捨てる。シャーリーは慎重に彼の様子を観察しながら、カードを一枚手に取った。指の痙けい攣れんを視界の隅で捉え、反応したカードを捨てていく。


    「オープン。Ｋキングのスリーカード」──カウフマンの手札。


    「……Ｑクイーンのスリーカード」──シャーリーの手札。


    　シャーリーは敗北したものの、カウフマンから抜き取った札の中に一枚Ｋキングがあったのを見て、心中密ひそかにほくそ笑んだ。これは行ける。カウフマンの表情は相変わらず読み取れないものの、ボディランゲージは確かに彼のカードを如実に知らせてくれている。


    　大切なのは、悟られないことだ。有利に状況を進めるためには、自分の安あん堵どが伝わってはならない。彼は即座に自身の無意識から出た行為を修正するだろう。


    「私からの質問だ。赤神楼樹とイヌガミは、今ここにいるのかね？」


    　予想される、妥当すぎる質問だ。彼女はリラックスした笑顔で『真実』を答えた。


    「ええ、もちろんよ」


    「ならば、君はきっとダンカンに協力を約束させたことだろう」


    「そうね。私がもっとも信頼していた相棒バデイだもの」


    「──そのわりには、君に動揺が見られないな」


    「いいえ」


    　シャーリーは肩を竦すくめて、平然と『虚偽』を答えた。


    「とても動揺しているわ」


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　電子ロックされた扉の暗号を打ち込むと、エラーが出ることもなく無事に開いた。どうやら、シャーリーが出て行ってからも暗号はそのままだったらしい。不用心にも程がある、あるいは単純に、僕たちを誘い込みたかったのかもしれないが。


    「ぐぅ。活躍の場が……」


    　シャテアは無念がっていた。


    　扉を開くと、わずかな黴かび臭くささが鼻についた。どうやら、あまり使用頻度が高いとはいえない倉庫らしい。土ど囊のうやスコップ、倉庫の片隅に置いてあるポリタンクのようなありふれた備品が山のように積み上げられていた。


    　地図によれば、ここはＣＩＡ本部の建物から離れた場所にある倉庫の一つだ。すぐに外へ出たいところだが、何しろ今はまだ真っ昼間だ。予定通りに行動しなければ。


    「イヌガミ、入り口を見張っておいてくれ」


    　彼は頷うなずき、扉の傍そばに陣取った。イヌガミの嗅きゆう覚かくと聴覚があれば、こちらに誰かが近付いてくればすぐに分かるだろう。その間に、僕とシャテアは着替えることにした。下水道を通ってきたので、酷ひどく臭うのだ。これでは潜入どころではない。ポリタンクに溜ため込んである清潔な水で体を洗い流し、持ち込んだ脱臭剤で臭いを消す。


    　下水道を通ってきた服は全て此こ処こで廃棄し、僕は潜入用の服へ、シャテアは動きやすいいつものワンピースへと着替えている。


    　……シャテアが何度も僕の視線を自分へ向けさせようとするのには閉口したが、ともあれ着替え終えた僕たちは、次の計画に移った。


    「えーっと、ＬＡＮ回線はと……あ、ホントにあった」


    　この倉庫には、ＣＩＡ本部の一部ネットワークへと繋つながる回線が敷かれている。緊急脱出用の扉を操作する必要があるからだろう。無論、ここからでは重要なデータには触れられないが。


    　シャテアが回線を繋ぎ、ノートパソコンを立ち上げて侵入を開始する間、僕は装備品を慎重に点検していく。まず、最重要なのは二刀のククリナイフ。黒い刀身は分厚く、そして鋭利だった。


    　これが僕の主力武装であり、この先ずっと共にあるべき武器だ。幽霊以外ならば、何だってこのククリで殺害できる、と僕は自信を持っている。


    　さて、これに続いてピストルレンチ、これは潜入の際に必要とする。……もう照明弾を使用することもないだろうし、多用途拳銃は置いていくことにした。


    　続いて胴体をカバーするための特殊作戦用戦闘服アドバンスドバトルスーツ。最先端のもので、値段を聞いたときは唖あ然ぜんとしたが、僕の行動を１％たりとも阻そ害がいすることなく、防御力を向上させる──少なくとも、９ミリパラベラム弾程度ならば全く問題ないレベルの優秀なスーツだ。ボタンを押すと、圧縮空気で自動的に体にサイズが合致するように調整された。


    　その状態で手足を動かし、ククリナイフを握る。……問題ない、それどころか肉体のバランスが向上したせいか、むしろ持ちやすいくらいだ。


    　以上、これでひとまず全ての装備は整った。


    「ロウキ。こっちは準備できたよ」


    　タイミングよくシャテアの呼び掛け。彼女が侵入して手に入れてくれた代物を眺めた。


    「ふぅん。これがＣＩＡ本部かぁ……」


    　立体描画された本部の地図だ。そればかりではなく、各部屋の内部状況を監視カメラの映像を通して確認もできる。


    「まず、空いている部屋を探さないとね」


    　予あらかじめシャーリーから教えられていた部屋を幾つかピックアップし、監視カメラの映像で確認する。それは事故で使用されていない訓練室だったり、既に退職した人間が居住していた部屋のようだった。


    「ここから一番近いのは──Ｂトレーニング室だね。逆に遠いのは、この使用目的も分からない、普通の部屋」


    「うん。最短ルートを確認したら、行こうか」


    　それぞれが、それぞれ行くべき場所へ。


    　僕の言葉に、わずかにシャテアは緊張の色を浮かび上がらせた。それでも、彼女はテキパキとした動作でノートパソコンを折りたたむと、鞄かばんに入れてそれを背負った。


    「じゃあ、前からの打ち合わせ通りだ。イヌガミ、シャテアを頼む。シャテア……頑張れ」


    「うん！　ロウキもファイト！」


    　シャテアの元気な返答と、イヌガミの微かすかな頷うなずきを確認して、僕は外へと一目散に飛び出した。……覚悟していたことではあったが、緊張の度合いが跳ね上がる。


    　夜の闇に溶け込むなら、まだ話は早い。だが陽光の下で活動するというのは、些いささか苦手だ。バレルガニアの際は事実上の内戦状態ということもあって、支障はなかったが……。


    　建物の中での戦闘も当然経験済みだが、崩壊した街、内戦状態の街、そしてドイツの古城に夜のローマ、あるいは〝会員〟が住んでいる悪趣味かつ豪華な屋敷とは、まるで雰囲気も設備も異なる。


    「ええと、ここから先は……」


    　ここからが大変だ。警備員を避けて、換気口を潜くぐらねばならない。外壁に沿ってしばらく歩き、指定された換気口に辿たどり着いた。


    「十メートルか……」


    　ほとんど凹凸のない滑らかな外壁では、自力で登るのはまず不可能だ。となれば、道具の力に頼るしかないのだが──。


    　壁に何かを突き刺すと衝撃センサーが反応し、屋上へ向けてワイヤーフックなどを使用すると赤外線センサーが反応する。ジャンプでは当然届かない。


    　だが、当然のことながら対策は存在する。僕はバックパックからグローブを取り出し、装着した。真空式登攀補助装置ＰＶＡＣ──吸着グローブ、とでもいえばいいのだろうか。元々は空軍が考案した装備だ。グローブで真空状態を作り出して壁に吸着し、登っていくことを目的としている。ただ、重要性では下位に当たるせいか、開発は遅々として進んでいなかったという。


    　そして、これに目をつけたのがＣＩＡである。潜入工作において、目立つワイヤーフックを使用せずに登ることが可能なのだから、当然といえば当然だ。とはいえ、まさか自分たちの本部に使用されるとは思わなかっただろうが。


    　いずれにせよ、この姿は目立つ。巡回している警備員が来ないうちに、さっさと登って潜入しなければ。しかしコレ、本当に大丈夫かな？　シャーリーはまだ完成していないが、問題ないと言っていた……つまり、未完成品なんだよな。


    　まあいい、たかが十メートルだ。登れ登れ。


    　僕はグローブの吸着装置を作動させた。途端、手の平が磁石に引っ張られるような感覚を抱く。一瞬戸惑ったものの、教えられた通り手首から反るように動かすと簡単に剥はがれた。足にはないので、このまま両手でぶら下がっていくしかない。


    　一歩、一歩としだいに地上から離れていく。一メートルでは、まだまだというところだったが三メートルでそろそろ緊張感が滲にじみ始めてきた。


    　巡回ルートから考えると、残る時間はあと五分。三メートル進むのに、二分かかっている。時間がない。できるだけ迅速に進まなければ。


    　剥がし、吸着、剥がし、吸着、剥がし────────うわっ!?


    　焦あせりすぎて、吸着する前にもう片方の手を外はずしてしまった。慌てて両手を叩たたきつけて吸着。だが、一メートルほど落下した。


    　……確かに僕は、本気を出せば十メートルの高さから落下しても怪け我が一つ負わない自信はある。あるのだけど、この状態から落下して理想的な着地状態に移行できるはずもない。死にはしないだろうが、足は痛めるかもしれないな。それは実質、ゲームオーバーに近い。


    　気合を入れ直すと、冷ややかな何かが脳のう髄ずいを包み込んだ。焦らず、そして躊躇ためらわず、確実に一歩一歩を進めていく──最速で換気口に到達したが、ここからが問題だ。


    「マズい、もうそろそろか……」


    　警備員が巡回にこの辺りを通るまで、もう一分もない。気付かない可能性に賭かけたいところだが、そう上手くはいくまい。グローブを口で剥はぎ取り、換気口に手をかける。事前調査通り、単純に四本のボルトで締め付けられているだけだ。


    　腰に吊つるしていたピストル型レンチを使い、急いでボルトを外はずす。思っていた以上に大きな音に鼓動が増した。急げ、急げ、急げ……！


    　三つ外したところで限界を悟り、僕は慌てて隙すき間まから換気口を潜くぐり抜けた。外れかけた換気口を手で押さえ、何も騒ぎが起こらないかをしばし観察する。


    「……ほっ」


    　換気口の隙間から今度は逆に一本、ボルトを嵌はめ込んだ。別に完全に戻す必要はない、ひとまず今日一日が終わるまで落ちなければ充分だ。


    　ピストル型レンチと、グローブももう不要なのでここに置いていく。後で可能であれば回収したいところだが。


    　這はいつくばって、なるべく音を立てないように進んでいく。ククリナイフの擦こすれる嫌いやな音がするたび、足を止めた。やれやれ、早くここから脱出したい……。


    



    　数十メートルくらいの匍ほ匐ふく前進を終えて、ようやく目的の地点へと辿たどり着いた。シャーリーによれば、ここでしばらく待機していれば『迎え』が来るらしい。


    　換気口から抜け出し、その部屋へと着地。事故があったとかで今は使用されていない小さな射撃訓練室だ。部屋は薄暗く、監視カメラも故障のままで動いている様子はない。


    　鎖で繋つながれた拳銃があるが、銃口部分に鉛が詰まっている。姿勢保持の訓練に使われるものらしい。


    　試しに持って構えて、暗闇のあちら側に向けて銃ひき爪がねを引いてみた。


    「──おや、今のは私を狙ねらったのかい？」


    　あまりにも気配が薄ぼんやりとしていて、気のせいかとも思ったが……どうやら、大当たりのようだ。


    「そうだよ」


    「残念ながらその銃は訓練用さ、ロウキ・アカガミ君」


    「貴方あなたがシャーリーの言っていた──」


    　一歩前に出て、ようやく男の姿を視認した。野生の狼おおかみのように鋭い眼光と無ぶ精しよう髭ひげ、油断するということが有り得なさそうな身のこなし……まあ、何より写真を見て名前は知っているのだが。シャーリーと組んで作戦を遂行した回数がもっとも多い、ＣＩＡの中では一番信頼できる相棒……。


    「ええと──コルキルト・ダンカンさん？」


    「そうだ、少年。コールと呼んでくれ」


    　笑顔を浮かべて、手を差し出された。嫌味がなく、温かい笑み。なるほど、この人が頼れると断言したシャーリーの気持ちも分かる気がする。一方で、彼女はもう一つ大事な忠告をしていたが──。


    　手を握り返した瞬間、全身に衝撃が疾走はしった。


    「なッ……!?」


    　離れようとするが、離れない。全身の神経に熱い針を打ち込まれるような激痛に、僕は悲鳴を上げることすらできなかった。


    「おっと、死なせちゃマズいんだったか」


    　ダンカンは慌てたようにそう言って、手を離した。僕はそれどころではない、脳味み噌そを直接ガスバーナーで炙あぶられたような衝撃だった。くそ、いきなりこれかよ……！


    　喰くらったものが何かは大体分かる。恐らく、掌に仕込んだ薄型のスタンガンだろう。無論、市販されている製品の比じゃない電圧だ。以前、とある娯楽提供者エンターテイナーに喰らった電撃と同程度の威力だと僕は考えた。


    「悪いね、少年。アンクル・サムは意地が悪いと相場が決まっているのさ」


    　得意げにそう告げたダンカンに、僕は内心で「まったくだ」と呟つぶやいた。くそ、痛かった。斬きられる、あるいは撃たれるのとは違う、神経に魚の骨が食い込んだ状態だ。


    　だがまあ、最初からこのつもりだったから仕方ない。ミスター・ダンカンには殺意がなかった、あったのはただ純然たる悪意だけ。だから途中で奇襲されることは計算の上だ。


    　シャーリーは言った。信用できる人間は少ない、全員が裏切っているかもしれないという考えで動く方がいい、と。コルキルト・ダンカンは信頼できる仲間だったが、それ故に信用ならない存在でもある、と。


    　裏切る彼らは僕にコンタクトすると、何かしらの方法で僕を拘こう束そくする方を選ぶはずだ。何しろ既にケモノガリの悪名は知れ渡っている。


    　……というのが、シャーリーの読みだった。これから僕はどこかへと運ばれ、そこで『手厳しい』尋問を受けるだろう。無論、そうなる前に対処するつもりだ。多少ギャンブルではあったが、後はじっと待っているだけで話は進む。


    　ダンカンの部下たちが、僕を抱かかえ上げた。当然ＣＩＡの職員というだけでなく、〝クラブ〟のスタッフなのだろう。完全に脱力しているせいで、僕はさぞ重たいだろう……と思っていたら、一人が僕のククリナイフを奪い取ってしまった。気をつけろよ、うっかり足に落とすとか、手の指を切るなんてしたら、ただじゃ済まないぞ。足は砕けるだろうし、手の指は骨ごと切断される。


    　体の感覚で、自分が地下に運ばれていくのが分かった。ＣＩＡ本部の仕事はほとんどが一階から上で行われており、地下が存在することを知る者はごくわずかだとか。


    　やはりシャーリーの予想通り、ＣＩＡは〝クラブ〟に汚染されているらしい。それでも、全員がそうではないはずと、彼女は信じていた。もしそうであるならば、必ず自分にコンタクトを取ってくるか、さもなくばそもそもＣＩＡから排除されていたはずだからだ。


    　自分が屍し体たいとなっていない以上、彼らもその全てを支配しているわけではない。特にＣＩＡは現場の諜ちよう報ほう員いんたちが、時に長官を上回る権力を手にする。容よう赦しやなく切り捨てられる存在であるが故ゆえに、躊躇ためらいなくあらゆるものに牙きばを剥むく。


    　とはいえ、シャーリーが一番信頼していたはずの人間がこうして〝クラブ〟に与くみしているあたり、先行き不安であることは間違いない。


    「動かないだろうな？」


    　僕を抱かかえていた男がぼそりと呟つぶやいた。隣の男はその言葉にぎょっとして、身を強こわ張ばらせた。それを誤ご魔ま化かすかのように、取り繕って告げる。


    「熊でも二十四時間動けなくなるようなくそったれ武器フアツクウエポンだ。生きているだけで奇跡だぜ。ま、余計なことはするな。こいつは殺人鬼ジエイソンみたいなもんさ。ちょっかい出したら、そいつが襲われる」


    　そう言って、男はぽんぽんと後頭部を叩たたいた。人を殺人鬼呼ばわりとは、あまりに酷ひどいと思わなくもない。……それは、どちらかというとお前たちだろうに。


    「ボスはどこに？　地下三階か？」


    「地下二階にいるって指示だ。さっさと引き渡そうぜ」


    　ミスター・ダンカンはエレベーターに乗っていないな……僕の腕を抱えているのが二人、その背後にいるのが一人、合計三人だ。背後の一人が僕のククリナイフを持っている。


    　奇襲を仕掛ければ、何とかなる人数だ。だが、もう少し様子を見よう。まだ体が万全に動くわけではない、というのもあるが……エレベーターを監視カメラか何かで覗のぞかれていて、僕が動き出したことを『ボス』とやらに知られる方が厄やつ介かいな事態を招きかねない。


    　焦あせりを押し殺し、僕は息を潜ひそめる──それこそ、不死身の殺人鬼の如くだ。全身を脱力させ、気配を完全に殺しきる。今の僕は、単なる物体に過ぎない。動くことも震ふるえることもなく、声を立てることもない。


    　周囲の人間たちの雰囲気は、やや弛し緩かんしている。これは恐らく、僕と直接相対していないことから出てしまう油断だろう。僕はケモノガリであり、たぶんまともな人間とは一線を画してしまった怪物だ。けれど、僕の外そと見みはやはり、単なる高校生でしかない。


    　彼らは幾千時間を充実した訓練トレーニングに費やし、実地で経験を積み上げたプロなのだ。だから、自分たちより小さく細い僕の脅威を甘く見積もっている。


    　それでも、プロであるが故に油断はしない。僕の正体を聞かされているが故に、恐怖を抱いて用心深い。ただ、やはり──極度の緊張はない。先ほどからの軽口がその証拠だ。


    　地下二階。微かすかに薄目を開いて、周囲の確認を行う。生物はいない、ただ無機質な廊下と分厚い金属製の扉があるだけだ。だが、何ともタイミングのよいことに幾つかある内の扉の一つが開いた。


    　途端、劈つんざくような男の絶叫が耳に響いた。出てきた男はスキンヘッドの大柄な男で、血がべっとりと付着したエプロンを着ていた。……内部に灯ともされた怒りの炎を、ギリギリで抑え込む。


    「そいつは？」


    「こいつが例の〝ロキ〟だそうだ」


    「バレルガニアの伝説の英雄……そいつがか？」


    　スキンヘッドの男が呆あきれたような声をあげた。なるほど、僕の戦果で公的に記録されているのはそれくらいだ。最初の一歩も、ドイツの古城での戦いも、ローマでの戦いも、あまり他には知られていないか……。


    「まあ、戦場ってなそういう伝説がまかり通るもんだ。ナイフ一本で敵も味方も全てを殺害した傭兵とかな。こいつもそういう口だろう」


    「それはどうかな。……少なくとも、ボスは俺たちの想像を超える怪物だぜ？」


    「銃で撃てば、誰だって死ぬさ」


    　スキンヘッドの男は笑ったが、他の三人は引き攣つったような笑みしか返さない。……たぶん、知っているのだろう。世の中には銃で撃っても殺しきれない怪物が存在すると。


    「ちょうどいい、俺も休憩だ。ついていくぜ」


    　そう言ってスキンヘッドの男が僕の頭を軽く蹴けった。……何の前触れもなかったせいで、危あやうく声を出してしまいそうになる。屈くつ辱じよくは感じない、一人増えようが二人増えようが、結果は同じだ。今はただ、運び込まれるまで堪たえ忍ぶだけだ。


    　しばらく引き摺ずられた末、廊下の突き当たり、この階で一番奥の部屋に到着した。目の前には、これまでと同じような金属製の扉。恐らく防音も兼ねているのだろう。実に好都合だ。


    　扉が開く。部屋の空気は少し淀よどんでいた、微かすかだが何か人工的な香りがする。プラスチックの匂においというか、新品のＰＣのような匂いというか。


    　そんなことを考えているとひょいと椅い子すに座らされ、革のベルトで両手両足を拘こう束そくされた。同時に扉が大きな音を立てて閉じられる。よし、次に部屋の人数を確定させる。僕の両腕を抱かかえてやってきた男二人、僕のククリナイフを持ってきた男が一人、休憩についてきた男が一人、あとは部屋内部に漂ったコロンの匂いと声から判断して、一人以上の人間がいる。


    　つまり、合計すると最低でも五人。後は位置関係の把握を──。


    



    　──おやおや、君にしてはおとなしいじゃないか？


    



    　その声を認識するために、一旦全ての思考を停止した。


    　聞くたびに全身の血が沸ふつ騰とうするような声。僕と同年代とは思えないほどに艶つややかな色を持ったそれは、首筋を這はうような感覚がしてどうにも寒気がする。恐らく、向こうも僕の声に似たようなことを考えているのだろうな、などと思う。


    　……もしも、その声がスピーカー越しでなければ迷うことなくベルトを引き千ち切ぎって戦いを挑んでいただろう。だがしかし、その瀬戸際で『論理』が僕を諭さとした。落ち着け、彼はここにいない──少なくとも、目の前には。


    　僕は再び冷静さを取り戻し、気絶のふりを続行した。


    《ハロー、ビースト！　……おいおい、いい加減寝たふりはやめた方がいいんじゃないか？》


    　黙れ、アストライア。


    　この状況で僕が正常だと考えられるのは、お前くらいだ。案の定、僕を運んできた男たちはクスクスと笑い出す。


    「……〝無垢イノセンス〟。彼は気絶しているよ」


    《へえ、僕は彼が眠るなんて人間らしいとは思えなくてね》


    　出で鱈たら目めを言うな。僕だってちゃんと眠る。……もっとも、たとえ意識が喪失していたとしても、危機的状況下ならば本能ケモノが僕を突き動かしてくれるのだが。


    「人間だよ。君も私も。……では、彼は君がここに来るまで待たせておくか？」


    《いや、いいよ。時間もかかるし、捕まったのなら仕方がない。君が責任を持って始末するべきだね。〝勤勉デイリジエンス〟》


    　このとき、僕はまだ部屋にいた男の顔を見てはいなかった。だが、アストライアが〝無垢イノセンス〟と呼ばれて、相手が〝勤勉デイリジエンス〟と呼ばれたことから、何となく同格であることは推測できた。


    　それにしてもアストライアが〝無垢イノセンス〟とは。何とも悪い冗談のような、逆に恐ろしいほど似合っているような。


    「では、私が処分しよう。……悪名高いケモノガリの肉を捌さばけるとは。今日は私の幸運の日ラツキー・デイのようだ」


    　声こわ色いろに喜き悦えつが混じっている。アストライアと同格のわりには、どうも器が小さいというのは気のせいだろうか？　周囲にいる連中と思考レベルがさほど変わらない。


    《ところで君、〝勤勉デイリジエンス〟じゃないだろう？》


    　だから、アストライアが不意を突くように告げた言葉は、何となく僕の胸にすとんと落ちた。


    「何を言う、〝無垢イノセンス〟。私は紛れもない──」


    《いやいや。君がどう考えようと僕の中で君は贋フエ作イクさ。僕の知る〝勤勉デイリジエンス〟は、もう少しばかり真面目なはずだからね》


    「訂正してもらおう、〝無垢イノセンス〟よ。私は絶対に〝勤勉デイリジエンス〟だ。そのはずだ」


    《ふふん。自分で自分が分からないというのも、悲劇なんだか喜劇なんだか。……〝勤勉デイリジエンス〟の趣味もいまいち僕には理解し難いなぁ》


    　挑発的な言動を繰り返すアストライアに、〝勤勉デイリジエンス〟という名の男は硬い声で告げた。


    「もう用はない、切るぞ」


    《了解了解。じゃあ、ご冥めい福ふくをお祈りするよ》


    　その祈りは果たして僕に捧げられたものなのだろうか。それとも、〝勤勉デイリジエンス〟にだろうか。普通ならば前者と考えて差し支えない。だが、僕はアストライアのことはよく知っている。


    　彼はこういう嬉うれしそうにからかうような口振りのときは、大抵僕に向けて語りかけているのだ。まして、アストライアは言葉から察するにここにいる〝勤勉デイリジエンス〟を認めてはいないようだった。


    「くそ！　俺は〝勤勉デイリジエンス〟だ！　このＣＩＡの王だぞ！　あの糞くそガキが！」


    　ＣＩＡの……王、だって？


    　心の何ど処こかでちぐはぐな思いを抱きつつ、僕はそっと目を開いた。〝ケモノガリ〟になって以来、驚きの連続だった。純然たる悪意を持つ人間たちに驚き、孫娘や息子すらゲームに使う怪物祖母に驚き、犬に驚き、シスターに悲哀を抱いた。そして、またそれが一個増えた。ただ、今回は驚嘆のレベルはやや低い。


    　僕の目の前でヒステリックに喚わめき散らしているのは、確かに僕が殺したはずの男である。


    　ルシアン・カウフマン──シャーリーが敵と見なしているＣＩＡ長官だ。ただ、恐らくだが彼と、下水道で戦った男は『本物』ではないだろう。


    　アストライアの面白がるような反応が、如実にそれを指し示している。事情は聞いておきたい。彼だけは生かしておくのが正解か？　……だが、下水道にいたカウフマン（一号）の戦闘力も決して侮ってはいけないレベルだった。


    　呼吸を整える。革ベルトはよく使い込まれた頑丈なものだ。普通の人間であれば、そもそもこれを引き千ち切ぎろうなど夢にも思うまい。まして、僕のような細身であれば尚なお更さらだ。


    　だが、世の中には何事も例外があるということを彼らは知っておくべきだった。呼吸を整え、神経を集中させ、筋肉を動かして力の流れを感じ取り、そして──ベルトの柔やわい部分を探り当て、力を爆発させた。


    　陸上におけるスタートダッシュ、零ゼロから百へ瞬時に至る異常加速アクセル。ベルトはあまりにも脆もろく、紙かみ縒よりのような頼りなさで千切れ飛んだ。


    　──彼らの反応は、この状況を鑑かんがみればそれなりに迅じん速そくだったと思う。


    　だがいかんせん、その『状況』が彼らには最悪だった。一つ、組織トップ同士の対談による極度の緊張。二つ、二人の会話に集中することによって生じる心の隙すき間ま。三つ、その会話が終わった瞬間のどうにもならない弛し緩かんしてしまった空気。


    　だから彼らは赤神楼樹ぼくが立ったのを、何でもないことのように受け入れてしまった。ほんの一秒程度だけど、その一秒で状況は絶望的に変化する。


    　目を開いて改めて彼らの立ち位置を認識する。そして真っ先に襲うべきは部屋の隅に立っている、かちゃかちゃとククリナイフの音を鳴らしてくれた気の毒な男。


    「あれ？」


    　死に直面した彼は、絶望的なまでに呑のん気きな台詞せりふを呟つぶやく。喉のどに拳こぶしを直撃させ、全身の力が抜けた瞬間を見計らって、ククリナイフを奪った。部屋全体を見渡すために、男から背を向ける。さすがにＣＩＡのプロ意識は素晴らしい。既に全員が冷徹な表情で、油断の欠片かけらもなく拳銃を引き抜こうとしていた。


    　ここから先はコンマ数秒のせめぎ合いになる。振り返りついでに、背後で喉を押さえる男の脳天にククリナイフを突き立てた。これで背後の脅威は消失、続けて狙ねらうべきは一番近い、僕の右腕を抱かかえていた男だ。


    　道途中までに邪魔な机の上に飛び乗り、滑りながら右手のククリナイフを振るう。重い刀身は振り回されることで更に威力を増し、彼が拳銃を握って突きつけようとしていた右腕と、憎々しげな表情を浮かべた顔を、諸もろ共ともに『撃砕』した。


    　ここまでは、どうにか予定していた行動が取れた。だが、この先は少し危険だ。銃を持った人間が一人、銃を持っていないものの拷ごう問もんに使う予定だったらしい刃物を持っている人間が一人、そして無手であるが──一番恐ろしい〝勤勉デイリジエンス〟の称号を持つルシアン・カウフマン。


    　迷う暇はない。選ばなければ……そう思った瞬間、思わぬ助力が入った。


    　部屋の灯あかりが、全て消えたのだ。


    「な……!?」


    　愕がく然ぜんとした声が四方から聞こえてくる。これは彼らが打った一手ではない。ならば、誰だ。答えは──彼女シヤテアだ。


    《やっちゃえ、ロウキ！》


    　大胆にも、スピーカーから漏もれた声に苦笑する。ともかく、シャテアのお陰で助かった。


    　そしてこれにより、シャテアの方も上手く潜入ができたということが発覚した。そうでなくては、特定の場所の灯りを消すなど不可能だ。憂いはない、シャーリーの作戦が上手くいくかどうかは分からないが、僕は僕の戦いに徹しよう。


    　……さて、暗闇の戦いには幾つかのポイントがある。一つ、落ち着くこと。どこに敵がいるかを、頭に地図を描いて叩たたき込んでおいた方がいい。そしてもう一つ、伏せるか跳躍するかして、自分の体を射線に置かないこと。


    　暗闇でパニックに陥った人間が乱射をしてしまえば、敵味方区別なく危険が飛躍的に高まる。たとえＣＩＡのプロでも、物音に反応して撃つしかない。僕のように、肌感覚で知覚しない限りは、音に頼るしかないのだ。


    　彼らはひとまず、僕がいた場所に遠慮なく銃弾を浴びせかけてきた。妥当な戦術であるが、それ故ゆえに読みやすい。僕は跳躍すると同時、全く違う方向へククリナイフを一本投とう擲てきした。銃声に混じりながらも、その音を聞きつけた彼らは直ちに銃口をそちらへ向ける。


    　その間に音もなく接近した僕は、まず一人の首を叩き切った。残り二人、銃を持っていたと確認できているのはあと一人。そして待望の時が訪れた。


    　銃声がやみ、代わりにカチリという音がした。くぐもった悲鳴、ポケットを探る音──そう、弾切れだ。やたらと撃つからこういうことになるのだ。


    　彼らは暗闇で迂う闊かつに動くことはないだろう。となれば、この雑音を元にして探り当てるのは極めて容易だ。そっと音もなく忍び寄る。荒い呼吸や押し殺そうとしても漏もれる声が、彼の恐怖を如実に表わしていた。


    　分からない、というのは何より恐ろしい。この瞬間ばかりは、彼のことをやや気の毒に思う。だが、思うだけだ。僕の行動も結果も変わりない。


    　ただ一太刀で、彼の生命を絶った。彼の人生を無意味だと断定し、害悪だと信じて。


    　……次だ。だが、ここまで来ると暗闇はむしろ悪い。残り二人のうち、一人は単なるナイフを持っているだけなので問題ないが、もう一人であるカウフマンは武器を持っているのかどうかすら分からない。


    「もういい、シャテア！」


    　果たして僕がそう叫ぶと同時、灯あかりは復旧した。目が眩くらんだものの、それは相手も同じらしい。例のスキンヘッドの男は、部屋の惨さん憺たんたる光景に口を弛し緩かんさせていた。


    「──何だよ、コレ」


    　このまま現実から遊離した状態で、楽に死なせてやる方がマシか……そう思って僕は無言で、彼に接近した。僕を見た途端、瞳にパニックが満ちる。


    「く、来るな！　来るな来るな来るな来るんじゃねぇ……！」


    　彼はナイフを素人のように振り回す。だが僕が更に近付いた途端、彼の肩に何かが生えた。


    「いでぇっ!?」


    　僕ではない。……カウフマンが投げた刃物が、肩に突き刺さっていた。投とう擲てき用の、いわゆるスローイング・ダガーと呼ばれる武器だろう。


    「──落ち着け。そして戦え。お前はプロだろう？」


    　その言葉にスキンヘッドの男が冷静さを取り戻した。……くそ、余計なことを。先ほどから握りしめていた大振りのナイフを構え、油断なく歩き回り始める。プロだろう、というカウフマンの言葉は実に正しい。今や無力な存在だったはずの彼は、凶暴で冷徹な殺し屋へと変へん貌ぼうしていた。


    　小さく、そして鋭い息を吐き出すと同時、彼のナイフが輝いた。ククリナイフの峰でその一撃を受け止め、左右に捌さばく。派手さはないが、上手い。そして堅実だった。迂闊に手を出せば、腕を切り刻まれそうだ。そうかと言って、このまま膠こう着ちやく状態であれば応援が駆けつけるだろう。


    　今、僕に許された時間は想像以上に少ないはずだ。ならば──。


    「……行くぞ！」


    　動いた。わざわざ言葉のおまけ付きだ。ぎょっとして身構える男をよそに僕は躊躇ためらいなく後方へと退さがって、先ほど投擲したククリナイフ〝ソワカ〟を手に取った。男の顔が戸惑いに染まる。予想通りだ。彼はプロで、対ナイフの訓練も十分に積んできただろう。それを応用すれば、多少刀身が長いだけのククリナイフへの対処も体に刻み込まれているはずだ。だが、二刀を使う人間とは、想定すらしていまい。何しろ現代戦、ナイフ術において二刀など有り得ないからだ。


    　未知なるものに対処するのは、一種の才能と余裕が必要だ。直感で如い何かなる技かを見抜き、平静を保つことで脅威を受け流す。僕が思うに、この男はそんな才能も余裕もない。生きるのに必死で、培ってきた技術にしがみついているのが彼の限界だ。


    　僕が振るった〝ヴィジャヤ〟とナイフが激突する。そして、手首を返してナイフを押さえ込む。男が「あ」と口を開いた瞬間には、もう一刀の〝ソワカ〟が彼の首を刎はね飛ばしていた。


    　──そして、残るは一人。


    　ルシアン・カウフマンは嘆息して手のスローイング・ダガーを指に挟んだ。その数八本。どうやら、それが彼の武器らしい。ふと、過去の難敵を思い出す。名をファーレンヴァイダー、バレルガニアで戦ったナイフ使い。


    　そう言えば、先ほどのカウフマンはアストライアが使っていた例の奇剣を使っていたな。さすがに彼ほどの精妙さや破壊力はなかったが。


    　……まさか。


    　僕はひとまず、突貫することなくダガーを受けることにした。僕とカウフマンの距離は一足飛びで詰めることが難しく、接近すれば最初の一撃は喰くらう羽目になる。至近距離で八本のダガーを視認するのは、さすがに難しい。不可能ではないが、無傷ではいられまい。


    「──行くぞ、ロキ」


    「……さっさと投げてくれ」


    　どこかうんざりしたような僕の言葉が、上手く彼の神経を苛いら立だたせたらしい。歯を剥むき出して、怒りを露あらわにしたカウフマンはほざけ、と叫んで八本のダガーを投とう擲てきした。


    　うん、間違いなくファーレンヴァイダーの投擲方法そのままだ。だが──。


    「甘い」呟つぶやくと同時、僕は二振りのククリナイフでその全てを弾いた。さすがに三メートル離れていれば、弾くのは容易だ。そして恐らく、僕が踏み込むと同時にカウフマンは後方へと跳躍。そして懐から再びダガーを取り出した。


    　奇妙な確信に満ちた嗤わらい。僕もまた、その笑みで確信した。


    　素早い動きで、彼は再びダガーを投擲した。今度は二本……のように見える。種が既に割れている『手品』も案外面白いな、と僕は思った。


    　ファーレンヴァイダーは用心を欠かさなかった。それは、自身が最強であるという自負に加えて、並び立つ存在が必ずいるという確信もあったからだろう。彼があのダガーを投げるときは、常に薄暗い場所だった。


    　今は違う。灯あかりは明めい々めい白はく々はくに『それ』の場所を晒さらけ出している。ファーレンヴァイダーが愛用した透明インビジブルなダガー……！


    「──だから、甘い」


    　二本のダガー、六本の特殊ガラスダガー、合わせて八本。全て叩たたき落とした。


    「な、にぃ……!?」


    　驚きよう愕がくするカウフマンに即座に詰め寄り、〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟が彼の両腕を砕いた。刃ではなく、峰で打ち据えたのだ。


    　絶叫するカウフマンをよそに、僕はククリナイフを背中の鞘さやに納めると先ほどの椅い子すを運んで、呻うめく彼を座らせた。念のためにベルトを両手と両足にきっちり巻いた。両足はともかく、ぐにゃぐにゃになった両手を巻くときはさすがに閉口したが。


    「よし、幾つか教えてほしいことがある」


    「くたばれ、悪魔デイアボロめ！」


    　両腕を掴つかむと、こちらの鼓膜が痛くなるほど絶叫した。人を悪魔呼ばわりとは酷ひどいな、お前なんかよりはマシな存在だと自負している。


    「頭で覚えている限りでいい。お前の部下を答えろ」


    　沈黙し、じぃっと睨にらむ──睨み返す。顔を近付け、その瞳だけを見据える。途端、カウフマンは戦慄わななき始めた。


    「覚えている限りでいい。そうすれば、生き残らせてやる」

  



  [image: ]



  
    　嘘うそではない。もしも彼がルシアン・カウフマンであれば情報などどこかにうっちゃっても構わない。そのまま首を刎はねて終わりだ。


    　だがしかし、彼は偽にせ者ものだ。ならば僕にとっては〝クラブ〟のスタッフであるというだけに過ぎない。死ぬより辛つらい代償を支払わせてやるが、殺さずとも構わない。


    「部下、私の部下、私の部下は──」


    　カウフマンはかたかたと震ふるえ、額からは脂汗が滲にじみ始めている。顔色も蝋ろうのように白い。両腕の痛みのせいだろうか──と考えていると、突然彼は僕の目の前で血を吐き出した。


    「……ぎっ!?　が、あぁっ……!?」


    「なに……!?」


    　苦く悶もんしながら、彼は頭を前後左右に振ってとうとう椅い子すごと倒れてしまった。慌てて彼を抱き起こしたが、既に断末魔の呻うめきをあげていた。


    　毒──だろう。あるいは、機械的な装置か何かか。ぱくぱくと口を開くカウフマンに耳を近付けた。苦悶の呻きと共に、微かすかな声が僕の耳じ朶だを打った。


    　それきり、（二人目の）カウフマンは沈黙した。


    　再びディスプレイに光が点り、アストライアが映った。


    《おやおや。……ま、予想されていたことではあったか》


    　からかうような笑み。多少の苛いら立だちを感じつつも、彼ならばあっさり答えるであろう問いを投げかけた。


    「これで二人目だ。アストライア、彼は一体何なんだ？」


    　アストライアはしばらく興味深い表情で僕を眺めてから、回答した。その瞳にあるのは期待感と喜びか。


    《〝勤勉デイリジエンス〟という男はね、自分の複製品コピーを製造したんだ》


    「……複製品の製造？」


    　僕の唖あ然ぜんとした表情をカメラで捉えたのか、彼はくつくつと楽しそうに笑う。


    《驚くことはないだろう。君だって、我々の信じ難い技術レベルを目撃したはずだ。例えば、この場にいないイヌガミや、ロートケプヒェン赤ずきんだって奇跡といっていい存在じゃないか。催眠による暗示、遺伝子投与やドーピングによる肉体的な統一を行えば、自分と近似の生物を製造するのは、それほど難しくない。少なくとも、イヌガミたちよりはよほどね》


    「反へ吐どが出そうな思想だ」


    　言葉通り、吐き捨てるように僕は告げた。あまりにおぞましい思考である。


    《そうかい？　僕はまだ健全な方だと思うけど。ロートケプヒェンやイヌガミの方が酷ひどいさ》


    「似たようなものだ」


    　アストライアは無言。どうやら、全然違うと言いたいらしい。沈黙し、睨にらみ合う。


    《……いずれにせよ、今回は〝勤勉デイリジエンス〟ルシアン・カウフマンのゲームだ。僕たちは参加しないし、場所から考えて間に合うわけでもない。健闘を祈るよ》


    「へえ、お前は僕がゲームをクリアすることを祈っているのか？」


    　僕の言葉に、彼は顎あごに手を当てて頷うなずいた。


    《──ふむ、そうだな。祈っているんだろうね、僕は。君だって分かっているだろう？　我々は殺し合わなければならない。それを逃のがせば、間違いなく不遇の人生を送る羽目になる》


    「長生きするつもりか？」


    《不死を望んでいるものでね》


    　……冗談ではなさそうなのが、恐ろしい。


    《だからさ。たとえここでゲームに敗北しても死なないでほしいね。シャーリーや協力者が死んだとしても、君の戦闘能力は低下しないだろう……僕と、戦う資格がある》


    「とことんまで、僕と殺し合うつもりか？」


    《ああ。──そのために、僕は生きている》


    　嘆息。分かりきったことではあったが、やはり彼と最初に出会ったときに抱いた思いは誤りではなかったらしい。僕はアストライアと、何が何でも殺し合わなければならない。


    《それじゃあ、またね》


    　満面の笑顔で、アストライアは手を振った。ディスプレイの映像が途絶え、通信が切れた。


    　僕は先ほどカウフマンの模造品コピーから聞いた名前を反はん芻すうしつつ、この有様を監視カメラ越しに見ているであろうシャテアに告げた。


    「シャテア。……職員リストから、三人を引き出してくれ。カズフェル・グリーニー、アレックス・ミラー、コールドール・バックウォルド」


    「オッケー、任せて！」


    　スピーカーから、彼女の軽快な声が大音量で響き渡る。


    「……静かにしなくて大丈夫かい？」


    「平気平気。イヌガミもいるから！」


    　シャテアがそう言うと、イヌガミの啼なく声が微かすかに聞こえた。……あれは、抗議のトーンだ。やはり彼女の騒がしさは危険を招きかねないらしい。もっとも、シャーリー曰いわく〝保険〟はかけているとのことだが……。


    「オッケー、出たよ。三人ともビルにいるよ、現在地を把握するのは少し時間がかかるかも」


    「できるのか？」


    　せいぜい、所属している部署が分かれば御おんの字だと考えていたのだけど。


    「うん。三人とも追跡可能。予あらかじめ登録しておいた人体モデルデータと、監視カメラとのデジタル照合が可能だから。体格や輪郭、顔が一定の状況で八十パーセント一致すれば、本物と考えていいでしょう？」


    　……技術は絶え間なく進んでいるんだな、ということがひとまず僕に分かる限界である。


    「ともかく、まずは端末コンソールを……あ、ヤバ」


    「どうした？」


    「『ポリ公』がたくさん来るよ、離れた方がいい！」


    「……分かった」


    　ところでシャテア。……ポリ公じゃないぞ、彼らは。


    　そんな下らないことを考えつつ、僕はひとまずそこから離脱した。ともかく次の目標は決まった。まずはこの三人を『暗殺』する。今日一日でできるだけの戦果を上げなくては、シャーリーが勝利を掴つかめない。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　そろそろ動き出す頃合いか、とブルース・ミラーコートは立ち上がった。年齢五十三歳、引退には早すぎるが、最前線で戦い続けていたために遅いというほどでもない。


    　引退の理由は〝膝に矢を受けたアロー・イン・ザ・ニー〟せいだ。もちろん、本当に矢を受けたわけではない。負傷による引退のスラングである。デスクワークへの道はないではなかったが、彼はそれを断って気楽な警備員の道へと進んだ。


    　元より、あまり贅ぜい沢たくを好む類たぐいの人間ではない。質素ではあるが、落ち着いた生活は海外を飛び回り、あらゆる場所で戦い続けた男の末路としては似つかわしくないほどに真っ当だった。


    　そこに、一人の女がコンタクトをとってきた。信じ難いことを告げたが、彼女は冷静に証拠を提示し、自分の古巣が食い荒らされていることを伝えた。


    　膝ひざの負傷を彼女は当然のように知っていたが、それでも──頼れるのは、貴方あなたがた以外に存在しないのだ、と頭を下げた。


    　頭を下げられれば、そして自分以上に古い男オールドマンな連中も立ち上がるとなれば。


    　彼にもプライドがあるというものだ。


    「よう、若いの」


    　彼は他の老人たちをこっそりと制して、警備員の前に立ちはだかった。困惑した表情で「何か？」と問う彼に、ふてぶてしい笑みを浮かべて肩を叩たたく。


    「あの──」


    「お前さん、少し眠っていてくれないか？」


    　言うなりブルースはスタンガンを首に押し当て、一瞬で警備員を昏こん倒とうさせた。周囲にいた職員たちが唖あ然ぜんとしている間に、残りの老人たちも立ち上がり──引退したとは思えない動きで、あっさりと会議室を制圧してしまった。


    「武器の解除コードは？」


    「ワードワーズのお嬢ちゃんが言うには、既に開いているそうだ」


    　ジャック・ベイカー──引退して既に二十年が経たつ、この中では一番の古株──が素早く警備員の拳銃を抜き取った。


    「これ一いつ挺ちようでは心こころ許もとない。それを手に入れてから、管制室へ押し込むぞ」


    「オーケー、爺じいさん。あまり興奮するなよ」


    「ブルース、いいことを教えてやろう。殺すときは『全てを沈黙せよ』だ」


    　現役時代、無音暗殺サイレント・キリングの天才と謳うたわれたジャックの言葉に、ブルースは震ふるえ上がった。どうやら二十年経った今でも、その腕に衰えはないらしい。


    「よし。それじゃ、カウフマンの若僧に目に物見せてやろうぜ」


    　誰かが叫んだ言葉に、老人たちは不敵極まりない笑みを浮かべて頷うなずいた。拘こう束そくされた職員たちは、あまりに予想外の事態に混乱しきっていた。


    　その中の幾人かは、これが〝クラブ〟に関わるものだと理解し──慄りつ然ぜんとした。

  



  
    第四章　ルーザー・シャーリー


    



    　──追い込まれているわね。


    　第四ゲームは彼女の敗北だった。これで初戦の勝利から一気に三連敗だ。質問そのものは、実に当たり障さわりのないものだ。彼女は適当にあしらっていたが、ここまで来るとそろそろこのゲーム自体の敗北が見えてくる。


    　既に、一戦目で獲得した彼のウィークポイント──右手の指で机を叩たたく癖──は捨てた、あれはフェイクだ。ところが自分ときたら、二戦目で紙一重の敗北を喫きつしたことで、逆にこう考えてしまったのだ。惜しい、かすったと。二連勝していれば、かえってシャーリーは用心深く事を運ぼうとしたかもしれない。だが、惜しいところで勝利を逃のがした。その惜しいところ、というのが曲くせ者ものだった。


    　意図的なコントロール──そのせいで第三ゲームを取られ、気付いたときには既に遅く、酷ひどく動揺した状態で第四ゲームを落とした。


    　カウフマンは単なる嘘うそつきというだけではない。知能が極めて高く、冷酷で、そして何かを熱烈に信仰しているという、おおよそ世界でもっとも嘘うそが見破られにくい人物だ。何よりも、カウフマンはシャーリーの師匠であり、尋問術は全て彼から学んだものだ。


    　それはつまり、彼は動作にすら噓をつく可能性があるということ。


    「……同国で生まれ、そして真っ当に育てられた人間がいたとして。そういう人間のボディランゲージは素人でもコツを掴つかめば読み切れる」


    　不意に、カウフマンが口を開いた。当たり前の言葉であるが、シャーリーはともかく相あい槌づちを打った。彼の言う通り、同じ国で同じ風習で育ったならば、後は性格の違いや相手と自分の人間関係がどこまで構築されているかを基準にすれば、心を読むのは容易だ。


    「そうね。これが犯罪者なら──」


    「犯罪者には罪を犯したという罪悪感があるか否いなかで、難易度は異なってくる。初犯より累犯の方が読み難い。そして、彼らよりさらに読み難いのが訓練された諜ちよう報ほう員いん、あるいは愛国者という類たぐいの存在だ」


    　これも当然の理ことわりだ。相手と自分の価値観が異なり、相手には自分の言葉に従うメリットというものが少なく、何より異なる国を愛するという決定的な価値観の相違。


    「諜報員よりさらに厄やつ介かいなのは、嘘をつくことにまるで躊躇ためらいがない知能の高い敵対者だ」


    　知能が高く、判断力に優れ、経験豊富で、技術的にも世界で一、二を争うほどの逸材。そして何より嘘をつくことが利益になると知っていて、罪悪感の欠片かけらもない怪物──。


    「……それが、貴方あなた？」


    「いいや、私はもう一段上だ。人間の精神を完全に腑ふ分わけし、分解し、観察し、操作し、支配する。私はお前の全てを識しっている。だが、それでもお前は最強の尋問官だ。私の力が通用するかどうかは、ある種の賭かけだった」


    　カウフマンは嘆息し、カードを並べた。十枚のカード、どの三枚が彼の急所を穿うがつのか、逆に彼はどのカードを奪ってほしいのか。必死になってシャーリーは模索する。言葉の銃弾を立て続けに撃ち放つ──。


    「ねぇ。追い詰められた私が買収に応じると思ったことはないのかしら？」


    「君は狼の如ごとく誇り高い人喰くい虎だ。こちらが隙すきを見せれば何の躊ちゆう躇ちよもなく首を噛かみ砕くだろう？　君の父上がそうであったように」


    「ああ、つまり。──私の父は、貴方が殺したのね」


    　眉まゆ一つ動かさず、彼は頷うなずいた。


    「その通り。彼の意志を引き継いで君がＣＩＡに入るであろうとこも予測がついた。君は父上の理論──限界進化エヴオリミツトについては常に疑問を呈していたが、彼が亡くなればそれを証明するために、ここに辿たどり着くだろうと思っていた」


    「……まるで手の平で踊らされていたみたいね」


    「その通り。君は絶対に知らないが、私は君がここにやってきた当時からずっと──機会があればいずれ敵になるであろうと推測していた」


    「嘘うそね。だったら楼ろう樹きと出会うより先に私は暗殺されていたはずよ」


    「何も分からないうちに殺されることを望むのかね？　それではつまらないだろう。赤あか神がみ楼樹のような少年は、いつか世に出ることになると確信していたが、私のゲームに付き合うような酔すい狂きような存在は、誕生するかどうかもあやふやだった。だったら、確率が高くなるよう仕向けるしかあるまい」


    　──つまり、彼は今とても充実しているというわけか。


    「私の人生は全て、貴方あなたが楽しむためのものだった……？」


    「不服かね？」


    　少し躊躇ためらいがちに、シャーリーは告げた。


    「いいえ、全然」


    　カウフマンは嘆息した……感情が珍しく露あらわになった。だが、決して事態が好転したとは言えない。彼の抱いた感情は〝失望〟だ。


    「感情のベースラインが乱れたぞ。君は他者を観察することに長たけているが、自分を観察され、評価される段になると酷ひどく反発する」


    　言われて、初めて彼女は自分が無意識に手足を動かしていたことに気付いた。手を握りしめ、足のつま先で軽く床を叩たたいている。その動作は、どれも自分が『動揺』し『反発』し『憎悪』していたことを詳らかにしていた。


    　背筋を悪寒が走り抜ける。シャーリーには何もかもが分からない。この状況を打破する作戦が思いつかない。自分が失敗ミスれば、何の罪もない五十人の人間が死ぬ。自分の知ったことではないと、そう断言できれば苦労はしない。


    　賭かけに乗ったのは、ゲームに参加したのは──紛れもなく己おのれの意志。だから誰かのせいにはできない。恐怖が喉のど元もとまでせり上がっている。


    「敗北の恐怖が、今さら君の心臓を掴つかんだか。良い表情だ、実に良い。もう、このゲームにもまるで意味はない。これから先、私は勝ち続けるだろう。それでも、やるかね？」


    「やるわ」


    　ああ、分からない。私はどうやって彼に勝つ意志があったのか。いや、勝利する気が本当にあったのか？　無手無策で死地に飛び込み、どうするつもりだったのか。


    　再び、ベルが鳴った。前回鳴ったのは……三十分ほど前だろうか。


    「定時連絡だ。失礼」


    　カウフマンは立ち上がり、受話器を手に取った。先ほどと同じく一言も口を挟まず、最後に「了解した」とだけ言って受話器を置く。何事もなかったらしい。この外側では、ＣＩＡという一つの巨大な組織が、長官と自分を取り残したまま時間を進めている。


    　カウフマンが席に戻り、ゲームが再開した。


    　おかしい、記憶が曖あい昧まいだ。夢の中で閃ひらめいた良いアイデアのように、手が届きそうで届かない。自分は一体、どうやって──。


    「君がカードを引く番だが」


    「……失礼」


    　震ふるえる手で、彼女はカードを引いた。悪くはない、まだ運までは逃げていない。だが、このままでは敗北する。今も悪くない、と思った自分の感情はわずかに乱れた。


    　──また敗北まける。


    　記憶を探る。どうやって勝とうと思ったのか。一週間ほどの時間をかけて、自分はどうやって戦おうとしていたのか。


    〝ゲームに集中すること。とことんまで集中すること〟


    　そんな自己への助言が色鮮やかに浮かび上がった。不思議なことに、思い出せた益やく体たいもないこの言葉が、シャーリーの脳を冷ややかにさせた。


    　互いにカードを三枚引く。シャーリーは両方を追い求めることをやめた。防御か、攻撃か、どちらか一つに絞ろう。


    　さて。選ぶべきはどちらだろうか──。


    （当然、防御ね）


    　カードを伏せた後、シャーリーは何一つリアクションを起こさなかった。動揺も恐怖も、全てを一時的にカットして、ただ『動かない』ことだけに注意を絞った。


    　代わりにカウフマンの挙動は一切無視し、ランダムにカードを選び、反応は欠片かけらも見なかった。理に頼るより、偶然に頼る方が現状ではまだマシだ。


    　……結局、それが功を奏したのだろう。彼女が奪われたカードは三枚全て外はずれ札であり、最後の一枚でフルハウスが完成し、フラッシュのカウフマンに勝利した。


    「よろしい。では、質問を」


    「……いえ、別にいいわ。その代わり提案、少し休憩にしない？」


    　カウフマンは構わない、と告げたもののその場を動くことはなかった。最初に扉が開かれたときに見たスタイルをそのまま堅持している。


    「呆あきれた。そのまま動かないつもり？」


    「そうだ。既に君の敗北は明白で、私の勝利は間近だ。だが……かつて君の前で油断を晒さらした者は、その悉ことごとくが痛い目に遭っている。石に蹴け躓つまずくのは誰だって避けたい。そうだろう？」


    「そうね。……コーヒーが飲みたいところだけど、ここにはそれすらないのね」


    「冗談ではない。何があろうとここへ飲食物を持ち込んではならない。精神が散漫になり、調子が狂う」


    　カウフマンは露骨に不満を表明した。シャーリーは肩を竦すくめて、それを受け入れる。奇妙なことだが、彼女は益体もないはずの助言──真剣にゲームに取り組めと言われたことによって、冷静さを取り戻していた。


    　恐らく断られるだろう、とは予想がついていた。コーヒーが嫌いだから不満を表明したのではない、その逆だ。長官の執務室には幾度となく報告に向かったが、彼の手元にはいつだってコーヒーがあったし、自前のコーヒーメーカーまで備え付けていたからだ。


    　だからもし、この場にコーヒーがあったとして。果たして彼はゲーム中にカップに手を伸ばさないでいられるだろうか。恐らく無理だろう。嗜し好こう品ひんというものは、無意識に手が伸びてしまうものなのだから。


    　重要なのは、それに伴うベースラインの乱れなのだ。コーヒーを飲むとき、彼の感情は多幸感によってひどく揺れる。その隙すき間まを縫って、致命的なカードに手を伸ばされた場合、彼は間違いなく感情を乱されるだろう。


    （とはいえ、コーヒーがない以上は仕方ないけど）


    　そう、ここにはコーヒーはおろか飲食物が一切置かれていない。だが、重要なことが一つだけ分かった。彼とて万能ではなく、まして神でも超能力者でもない。動揺する要素は必ず存在するのだ。


    「コーヒーくらい出せばいいのに」


    　と不服そうに呟つぶやいて、彼女は再び椅い子すに座った。状況的には最悪というわけではない。二勝三敗、完全に追い込まれたわけではないのだ。


    「……そろそろやる？」


    「構わん」


    　シャーリーは余裕ある態度でカードを一枚ずつ引いた。互いのカードを引く段になって、彼女は『コーヒー』という単語を口に出すべきかどうか迷った。出せば動揺するだろうか？　いいや、しない。既に彼はその言葉に対する迎撃態勢を整えていると考えていい。


    　ならば、単語は口に出さない。彼の予測を上回ることを、まず優先すべきだ。シャーリーはただカウフマンを見つめながら、一枚一枚カードを指差して確認していく。


    　思った通り、彼のガードはいささか緩ゆるかった。視線を逸そらすことも、体を動かすこともなかったが──ただ一点、わずかに呼吸を荒らげた。


    　この尋問室が閉鎖されていて、あらゆる雑音からシャットアウトされているが故ゆえに、通常ならば絶対に聞き逃のがすであろう、わずかな呼吸の乱れ。


    　シャーリーは第六ゲームを勝利し、勝利点を三点とした。


    追いついた。先に五勝した方が勝ち、というルールであるため、次の試合を落とした側が、勝利へのリーチをかけることになる。


    　第七ゲームに勝利すれば、勝利は目の前。逆に、落としてしまえば敗北は近い。


    　罪なき五十人の命、そしてそれを無む慈じ悲ひに奪いながらも、罪に押し潰つぶされるであろう人間たち。背負うには、あまりに重たすぎた。


    　既に第六ゲームの失敗を自覚し、カウフマンは平静を取り戻している。二度と同じ手は使えまい。さて、どうするか……。


    「そう言えば、一つ聞きたいことがあるわ。楼ろう樹きに対して、貴方あなたは何か策を講じているの？」


    「私は策を講じてないよ。せいぜい、部下たちに時間を稼ぐように申しつけているだけだ」


    「……そんなのでいいの？　このゲームが終わった後、貴方はただじゃ済まないかもよ。たとえ私が死んだとしても楼樹は必ず貴方を殺すわ」


    「それは困るな。何しろ私は、肉体的にはただの人間だ。説得も不可となると、骨が折れる」


    「恐怖は感じないのかしら」


    「大量殺さつ戮りく兵器を恐れたところでどうしようもない。範囲の届かぬ場所まで、私は逃げるさ。君がいなくなれば、彼は標的を求めて当てもなく彷ほう徨こうする兵器に過ぎん」


    　……確かに、彼の言う通りかもしれない。自分で言うのも何だが、シャーリーの助力なしでは殺すことはできても、辿たどることはできなかった。できたにしても、数倍以上の時間がかかっていただろう。


    「逃げていれば。そのうち、アストライアが彼を殺すだろう」


    　アストライア、とシャーリーは呟つぶやいた。赤あか神がみ楼樹の宿敵、彼と同世代の少年。天てん秤びんを持ち、多た節せつ蛇じや骨こつ剣けんを統すべる最強の怪物。


    「アストライア、ね。実は私、彼とは会ったことがないのよ」


    「……もし。君が彼と出会っていたならば、君は間違いなくこちら側についていただろう。良心の呵か責しやくを好奇心で塗り潰つぶしてね」


    　楼樹はいつも言う。アストライアは、自分と同種の存在なのだと。僕は人を殺したくて殺しているわけではない。怒りはあっても憎悪はない。だが、アストライアだけは例外なのだと。彼を殺さない限り、己おのれは己でいられない。そしてそれは恐らく、アストライアも同じなのだと。


    　世界における特異点、人の群れに混じった異形、それが赤神楼樹とアストライアだった。


    「そう。──なら、私は赤神楼樹と先に出会っていてよかったと思うわ」


    「君の敗北が間近だとしても？」


    　困ったように、シャーリーは笑う。敗北？　冗談ではない。そんなものは、まだまだ遠い先の話だ。もっとも、勝利の方法は未いまだ不明なのだけど……勝つ、という確信だけは存在する。


    「そうね。赤神楼樹がどこまで達するか、見届けられないのは残念だけど。それでも、悔いはないでしょうね。……それに、まだ敗北すると決まったわけじゃないわ」


    　シャーリーはカードを机の真ん中に叩たたきつけ、ゲームの再開を宣言した。


    「戦いましょう、カウフマン。このゲーム、私が勝ってみせるわ」


    



    　カードを一枚ずつ引いた。今、シャーリーの手元にあるカードはクラブが一枚（[image: ]テン）、ダイヤが二枚（Ｑクイーン・Ｋキング）、ハートが三枚（１ワン・５フアイブ・９ナイン）、スペードが四枚（５フアイブ・７セブン・Ｊジヤツク・Ｋキング）である。


    （……ストレートができている。フラッシュも最後の一枚しだいで可能性がある。フルハウスだっていける。さて、どうする？）


    　深呼吸。絶対に奪われてはいけないカードがある。それさえ押さえ込めば、少なくとも勝負には持ち込める。だが、それは忘れよう。一枚一枚、ゆっくりとカードを伏せていくうち、彼女の中で一つ一つが消え去っていく。


    　カウフマンはこれまでの通り、一つ一つのカードに指を当てていく。それでシャーリーの反応を見積もり、急所となるカードを悉ことごとく奪い去っていった。


    　だが。


    　カウフマンがわずかに逡しゆん巡じゆんした。無理もない、とシャーリーは思う。どのカードを奪い去られようと、彼女にはどうでもいいことだ。


    　やや渋い表情を浮かべ、それでもカウフマンは急所となるカードを三枚奪い去った。フルハウスに必要なスペードの５フアイブとＫキング、そしてストレートのための９ナイン。


    　いっそ見事なくらい、完かん璧ぺきな強ごう奪だつだった。シャーリーは最後に引いた一枚で、どうにかワンペアを構築するのが精一杯だった。カウフマンも、シャーリーが選んだカードでフルハウスは崩れたものの、スリーカードは残った。


    　カウフマンの勝利で、また一歩シャーリーは敗北へと近付いた。だが、シャーリーは全く怯ひるんだ様子もない。


    「……どうしたの、カウフマン。質問をするんじゃなかったの？」


    「何か、あるのか？」


    「何かって、何かしら」


    「この状況を一気に逆転させるような一手だ」


    「……その問いに対する正直な返答をすると。分からないわ」


    　シャーリーは笑顔で、そう告げた。カウフマンはその反応に肩を竦すくめた。恐らく、引っ掛からなかったのだろう、とシャーリーは推測した。そう、彼女は紛れもなく真実を告げている。


    　分からない。


    　つまり、この状況を逆転するような一手は今のところ思いついてはいないということ。三勝四敗、だがその三勝はあくまでカウフマンの意図的な敗北と偶然の勝利だ。


    　カウフマンが困惑の表情を浮かべた。さすがにこの段階になると、彼の感情ベースラインを読み取ることはどうにかなる、その動作は困惑と同時に怒りが垣かい間ま見える。それでも、カード勝負の最中は決して表情も動作も崩れない。さすがと賞賛すべきだろう。


    　そんなカウフマンも、シャーリーの逆転へと向かう一手は読み取れない。彼女の動作、表情、全てが嘘うそをついていない。ベースラインの乱れはなく、呼吸にも乱れはない、シャーリーは嘘をつくことが己おのれの利益になるなら、平然と嘘をつける──が、カウフマンと違って、そこにはわずかだが贖しよく罪ざいの意識が垣かい間ま見える。


    　だが今回に限って言えば、シャーリーは嘘うそをついていない。カウフマンが戸惑っているのは、恐らくそこなのだろう。状況を一気に逆転させる一手、それがないのならば彼女の余裕が理解不能だ。


    　あと一敗すれば、シャーリーは何もかも失うだろう。彼女は五十人の命を自分の都合で散らしてなお、生き延びようとするような輩やからではない──カウフマンはそう思っているだろうし、シャーリー自身もそう考えている。


    　ジリジリと電話が鳴り、カウフマンは立ち上がった。


    「……定時連絡だ、失礼」


    　部屋の片隅にあった電話機に手を伸ばした。カウフマンがちらりとシャーリーの様子を窺うかがうが、シャーリーはそれを見ても特に反応しない。


    「私だ」


    　受話器に耳を当てたカウフマンは、しばらくすると電話を切った。


    「何かあったのかしら？」


    「別に何も。君の相棒だったダンカンのお陰で、赤あか神がみ楼ろう樹きが捕ほ縛ばくされたというだけだ」


    「……そう」


    　この一報にはさすがのシャーリーも動揺があからさまになった。裏切られたことへの悲しみ、怒り──だが、そこに絶望はない。首を切断された彼の屍し体たいを持ってきたとしても、頭が見つからなければ死んでいないと考えるだろう。頭を持ってきたとしても、それの真しん贋がんが確定するまでは、シャーリーは赤神楼樹が生きていることを前提にする。


    「ま、あいつには気の毒なことね。楼樹は絶対に彼を生かしておかないだろうし」


    「〝ケモノガリ〟が生きていればの話だがね。もう一人の私は、毒物と拷ごう問もん担当だ」


    「……もう一人の私？」


    「そうだ。私……否いな、我々は三人でルシアン・カウフマンという人物を運営している。それぞれが自身に最適な素質を見いだされ、ＣＩＡ長官を務めているわけだ。一人は毒物・拷問関係に詳しく、一人は機密作戦ブラツク・オプスを担当し、私は尋問及び洗脳を担当しているのだ」


    　シャーリーは、ポーカーフェイスすらも忘れて絶句した。ただただひたすらに絶句した。


    　長い沈黙の後、彼女はようやく言葉を振り絞るように尋ねた。


    「ちょっと待って。……じゃあ、私が任務の報告書を直々に提出したときも、入れ替わっていることがあったわけ？」


    「私が担当したのはバル・ベルデ人質事件と、アルゼンチンにおける麻薬密売の防止を目的とした異物混入作戦スパイス・ミツシヨンあたりだな。他の二人も指摘したが、君の報告はやや情緒的だ、注意したまえ」


    「……同一人物としか思えないわ。他の報告は、全て別の貴方あなたにしていたっていうの？」


    「我々は三位一体トリニテイだ。気にすることはない」


    　平然とカウフマンはそう答えた。嘘うそだ、と断言するのは簡単だが……嘘にしては、あまりにあからさますぎる。


    「変装を見破るのは、わりと得意なつもりだったけど──」


    「変装ではない、影武者というのもニュアンスが異なる。いいかね、我々はこうなるべくして存在しているのだ。誰かに合わせるのではなく、三人の平均をもってＣＩＡ長官ルシアン・カウフマンは存在している。誰かが一人死んだところで、他の二人が存在すればまた一人が産み出される」


    　なるほど、とシャーリーは頷うなずいた。厳重なセキュリティを誇るシステムにもよくある構造だ。同じ存在を三つ用意し、互いに互いを監視させることで外部からのハッキングに対抗する。


    　ある特定人物を模も倣ほうするのではなく、平均的な『誰か』を作り出す。それは一人の人間を模倣するより容易で、それだけに一層危険な行為だった。偽の誰かになるのではなく、本物になることで、自分のそれまでの生を偽者にするのだから。


    「ところで、カウフマン。貴方あなたは本物なの？」


    「真しん贋がんの見極めに意味などないさ」


    　不意に、カウフマンの声にどこか物寂しさのようなものが混じった。確かに彼の言う通りであれば、この目の前にいるカウフマンは偽物ではなく、そして本物でもない。


    「そう。だからこそ、貴方は言葉の真実にこだわるのかしらね」


    「他人の分析をする余裕があるのかね、シャーリー・ワードワーズ。あと、一歩だ」


    　そう言って、カウフマンは切ったカードを乱暴に机に置いた。ストレスのサインだ、それはつまり、彼がようやく感情のベースラインを崩したということ。


    　偽と真、それこそが彼にとっての致命的クリテイカルキーワードだったのだ。


    「私に勝利すれば、紛れもなく本物ということになるんじゃないかしら」


    「……」


    　問い掛けに対し、カウフマンは初めて沈黙した。彼女の質問に、上手い答えを返せる自信がないせいだろうか。だが、沈黙は何も与えないわけではない。現実はむしろ逆だ。沈黙していても、動作にはあからさまなストレスサインが生じている。


    　端のカードに手を伸ばした瞬間、彼の右手が握り締められた。視線に気付いて、すぐに握りを解いたものの、それは遅すぎた。


    　端のカードは、スペードのＫキング。あと一歩でシャーリーを失しつ墜ついさせるこの状況で、嘘をつくことはまず、ない。


    　したがって、端のカードを押さえた瞬間の反応は、紛れもない『素』の表情だ。


    　──掴つかんだ。


    　シャーリーは確信した。彼が命を懸かけてこだわるのは、己おのれの存在理由レゾンデートル。自分こそがルシアン・カウフマンであると誇らねばならないという悲しい真実だ。


    　カウフマンは動揺が祟たたったのか、第八ゲームを落としてしまった。致命的な敗北──これで、共に勝利へリーチがかかったことになる。


    「残り一勝よ、カウフマン」


    「残り一勝だ、シャーリー」


    　全神経を集中して、互いの動作と表情を読み取りながら──遂に最終ゲームが開催された。


    　百万ドルをチップにしたギャンブラーでも、自分ほどのプレッシャーはかかるまい。シャーリーは漠然とそんなことを考えた。五十人の命を背負っている人間など、そうはいまい。それも何の罪もない、そして全くの他人となればなおさらだ。


    　もうやめることはできない。集中しなければ……勝利のために。


    「最終ゲームだ。勝者である君からカードを引け」


    　促されたシャーリーから、カードを引いた。


    「……もう終わりね。覚悟はできている、カウフマン？」


    「何の覚悟かな」


    「破滅する覚悟よ」


    　カードを十枚、シャーリーの手札にはクラブはなく、ダイヤが三枚（３スリー・６シツクス・Ｊジヤツク）、ハートが五枚（５フアイブ・[image: ]テン・Ｊジヤツク・Ｑクイーン・Ａエース）、そしてスペードが二枚（Ｊジヤツク・Ａエース）だった。


    「──」


    　完かん璧ぺきなまでにあらゆる動作を抑え込んだ。このゲームの幕引きに相応ふさわしい最強の手札。


    　ハートのロイヤルストレートフラッシュ──あと一枚で手が届く。けれど十枚中四枚を生き残らせるというのは、至難の業わざだろう。


    　だが、そうせねば勝ち目はない。敗北への恐怖か、シャーリーは急に意識が遠のいていくのを感じた。指先が冷たく凍りつくようで、にもかかわらず震ふるえは完璧に収まっている。


    　機械のようだ、とシャーリーは思った。勝利にせよ敗北にせよ、自分が至れるのはここが限界だろう、と考える。


    「──では、カウフマン。どうぞ」


    　カウフマンもまた、あらゆる表情を消し去った能面のような顔で静かに三枚のカードを選んだ。その三枚が、全て不要なカードであっても彼女に緩ゆるみはない。


    　シャーリーは三枚のカードを選び、捨てた。スペードの[image: ]テン、Ｑクイーン、Ｋキング。急所のカードを選んだ自信があった。


    　そして最後に、一枚のカードを引く。確率的には有り得ないほど低いが、シャーリーはどこかそういうものを引く、という確信があった。


    「……勝負」


    　シャーリーが出した手札は、ハートのロイヤルストレートフラッシュ。同じ記号スートを五枚揃そろえ、数字が[image: ]テン、Ｊジヤツク、Ｑクイーン、Ｋキング、そしてＡエース。おおよそ考えられる最高峰の役であり、これを上回るのはアルファベットでハートＨの次であるスペードＳのロイヤルストレートフラッシュか、さもなくば──。


    「ロイヤルストレートフラッシュか、素晴らしい」


    　カウフマンは淡々と、賞賛するように告げた。途端、シャーリーの心中に嫌いやな感覚が膨ふくれだした。そう、ロイヤルストレートフラッシュは最高峰の手であるが、勝負の際にある条件が付け加わると、その手は二番目の強さとなる。


    　条件とはワイルドカードジヨーカーの追加。全カードの代役を果たすこの道化の札があることにより、本来存在しない役が生まれることになる。


    　フォー・オブ・アカインド。クラブ、ダイヤ、ハート、スペードの同じ数札を揃そろえたこの役に、ワイルドカードを足したその役は──。


    「ワイルドカードを含めた五枚の同数札、ファイブ・オブ・アカインド。即ち、ポーカーにおける最強の一手。私の勝ちだ、シャーリー・ワードワーズ」


    　カウフマンの手は、９ナインのカードが四枚と道化ジヨーカーの札、ワイルドカードが一枚。それを確認したシャーリーは静かに息を一つ吐き出した。


    「……最終ゲームは、私の負けね」


    　疲れ切った、というように顔を覆おおう。だが涙は零こぼさない、さすがにそこまで悲劇のヒロインを演じる気はなかった。


    「私の勝ちだ、紙一重だったがね。君も充分奇跡的だった」


    　立ち上がったカウフマンは、扉に向かって歩き出し──呼びかけに、足を止めた。


    「──待って」


    「何だね？」


    　振り返る。カウフマンの表情は未いまだ平静を保っている。だが、もう限界だ。早く、早くその言葉を言ってくれ。


    「さっきの五十人に手を出すのは、お願いだからやめて」


    「勝負を汚けがす気かね、シャーリー・ワードワーズ？　君はあの勝負を承諾した。五十人の命を背負い、戦うことを誓ったのだ。その誓いは気高く尊い。敗北したからといって汚してよいものではない」


    　ぐっ、とシャーリーは唇を噛かみ締めながら、弱々しく言葉を紡つむぐ。


    「分かっている、分かっているわ。でも、お願い。……代わりに、私が命を絶つわ」


    　沸き立つ高揚感を堪こらえつつ、カウフマンはシャーリーを見下ろす。


    「君は自分の命と五十人の命を等価と考えているのかね？」


    　椅い子すから転げ落ちながら、シャーリーは跪ひざまずいた。慈悲を乞こうために、彼女は泣き濡ぬれた瞳でカウフマンを見上げた。


    「いいえ、違う、違うわ！　私はこんなゲームに付き合うべきじゃなかった！　お願い、許して！　私ではなく、彼らを許して！」


    　カウフマンは彼女の無様さを嘲あざ笑わらいながら、ショルダーホルスターから拳銃を取り出すと、そっと彼女に手渡した。


    「銃弾は一発。これで自分の頭を撃ち抜くがいい。そうすれば、彼らの命は助けよう。無論、私を撃っても構わない。その場合、私は仕留められるが五十人の命は諦あきらめろ。君は生涯、無実の人間を死に追いやった罪を背負うがいい」


    　選択を突きつける。純真に正義と愛を信じる者ならば、恐怖を堪こらえて銃ひき爪がねを引くこともできよう。人の命を何とも思わないのならば、当初の目的であるカウフマンを撃つだろう。


    　シャーリーはそこまで割り切れまい。震ふるえ、涙を堪え、まず一度は自分のこめかみに銃口を宛あてがうだろう。だが、彼女がやれるのはそこまでだ。


    　涙を流して悲劇のヒロインを気取りつつも、自分に対して言いわけを始めるだろう。今、ここで自分が死ねば大いなる悪を見逃すことになる、などと考えるのだろう。あるいは、自分は工作員なのだから、今さら五十人の命など見捨てても平気だとか。


    　だが、それは無理だ。彼女が今まで数あま多たの命を摘つみ取れたのは、そこに言いわけが存在したからだ。自分は悪くないという言いわけがある限り、人はどんな残酷な行為でもやってのける。


    　シャーリーが拳銃をこめかみに宛がい、カウフマンはじっとそれを見つめている。彼女は銃ひき爪がねに指をかけている。だが、そこまでだった。
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    　彼女は目の前にいたカウフマンに拳銃を突きつけ、吼ほえ立てながら銃爪を引いた──カチリ。


    「あ────」


    「弾を込めた銃を渡すと、本当に思っていたのかね？」


    　カウフマンは拳銃を奪い取り、シャーリーに微ほほ笑えみかけた。これだ、これが見たかった。最後の最後で自分自身を裏切り、捨て身の一撃すら無為になった彼女が浮かべる、この絶望。


    「君はもう、死んでいる。肉体的にはともかく、精神的には既に終わっている。残念だったな、シャーリー。君は私の後継者、第二のカウフマンに成り得る人材だった。そんな君を失ったことは何とも心が痛いが……その絶望が見られただけ、よしとしよう。君の絶望は、全てを犠牲にしてでも見てみたいと思わせるものだった」


    「光栄に、思えって言うの……？」


    「そうだ。光栄に思ってほしい。私は人の絶望を観察することを至上の悦よろこびとしている。君のせいで五十人が死に、五十人を殺す工作員たちは罪を背負うことになる」


    　満足げなカウフマンに、シャーリーは俯うつむいてその肩を震ふるわせた。


    　電話が鳴り響く。カウフマンはちらりと腕時計を覗のぞき込んだ。


    「失礼、定時連絡だ。まだ君はそこで嘆いていたまえ」


    　勝利した今、定時連絡など用はない。それでも今日一日の習慣とした行為を無視するのは、厳密をモットーとするカウフマンにとって、許し難いことだった。


    「私だ」


    《ええと。貴方あなたがルシアン・カウフマンか？》


    「……聞き覚えのある声だな。君はもしや、赤あか神がみ楼ろう樹きか？」


    《そうだよ》


    「生きていたとはな。それで、今から君は私を殺しに来るのかね？」


    《必要があれば。だけど、アンタはシャーリーが〝仕留める〟そうだ。だから僕は、アンタを黙って見送ることにする》


    「そのシャーリーだが、私に敗北したよ。彼女は自分の命と無む垢くな人間の命を天てん秤びんにかけ、己おのれを選んだ。……自分で彼らを賭け金チツプに選んだくせにね」


    　呆あきれ果てた、というようにカウフマンは嘆息した。


    《シャーリーが、アンタに敗北だって？》


    「その通り。彼女はポーカーで私に敗北した。ああ、ちなみに私は戦闘力という点ではまるで弱くてね。君と戦っても、数秒保たないだろう。だから、私としては君と知的ゲームで愉たのしみたいものだ」


    《へぇ。そうだったのか、驚きだな》


    　……赤神楼樹の声こわ色いろには、驚きの感情が一切含まれていない。いや、確かに少しは驚いている。だが、カウフマンに伝わってくるものは、あまりに冷静すぎた。


    「驚いていないのかね、君は？」


    《驚いているとすれば、そちらの状況だな。僕はシャーリーが勝ったという報せを受け取ったんだ。もちろん、彼女から。たった今の話だ》


    



    　──シャーリーが、勝利した。


    



    「な、に？」


    　崩れる、崩れる、牙が城じようが崩れる。弛し緩かんする、世界が歪ゆがむ、おかしい、何を言っている、わけが分からない。そもそも連絡を取る手段は……。


    　恐怖に鼓動が跳ね上がるのを感じながら、おそるおそる振り返る。


    　果たしてそこには、黒こく檀たんの机に座って高みからこちらを見下す女がいた。爛らん漫まんな笑み、鷹たかのように鋭利な瞳──その仕草は、決して揺るがぬ自信に満ち溢あふれている。


    　先ほどまで、敗北に打ちひしがれていた女は、どこかに消えていた。死んだのだろうか──カウフマンはそんな風に思った。


    　ありとあらゆる疑問が、嵐のように彼の心を吹き荒れる。


    「あら。──そんなに焦あせってどうしたの？　ミスター・カウフマン」


    　くつくつと笑みを零こぼしながら、シャーリーは胸ポケットに入れていた眼鏡めがねを掛け替えた。彼女が〝戦闘用〟と呼称する眼鏡である。別に何か特殊な機能があるわけではない。ただ、やや目が吊つり上がるように見えるこれは、彼女を獰どう猛もうな捕食獣プレデターに変へん貌ぼうさせる。


    「ゲームには、私が勝ったはずだ」


    「いいえ。貴方あなたが勝ったのはポーカーだけ。私が勝ったのは貴方と私の生き残りゲームよ。もっともこのゲームは貴方も知っての通り、ずっとずっと前からプレイを続けていたわけだけど」


    「……馬鹿な！」


    　カウフマンが吼ほえ立てる。有り得ない、有り得るはずがない。自分が敗北したはずがない。


    「シャーリー、一体何をした!?」


    「今日、ＣＩＡ退職者記念式典が予定されてたの、当然知っているわよね？」


    「それが？」


    「ご老人たちを軽く扱ったのはマズかったわね、カウフマン。貴方の急進的な動きは、旧い男オールドマンたちのプライドをいたく刺激したの」


    



    　──二時間前。記念式典に集まったはずの五十歳から七十歳の老人たちは、突如職員たちが保管していた銃を強ごう奪だつ。武装蜂起して、情報本部及び国家秘密本部の掌握を試みた。途中、一部諜ちよう報ほう員いんたちからの抵抗があったものの、通信システムを完全に掌握されていたために連携がままならず、管制室は制圧された。


    



    「それから、バル・ベルデからの亡命者もこちらの手駒。……もっとも、本当に彼らは亡命を目的としており、戦闘行為をお願いしたわけではないの。私が頼んだのは、彼らに一人、娘を加えることだけ」


    



    　──三時間前。南米の小国バル・ベルデから亡命した一家に突然一人の少女と一頭の犬が家族として加わった。加わった少女と入れ違うように、一人の少女が「買い物に行く」とだけ告げてＣＩＡ本部から退出。亡命者とはいえ危機的状況下ではないため、彼女はもちろん誰にも咎とがめられることなく見送られた。そして、そのまま戻ってこなかった。外部からの侵入者を見張る警備員たちはこのことを知っていたが、内部の職員は当然その事実を知らない。


    



    　シャーリーが考えに考えた末、彼女は結局ＣＩＡの〝中〟にいる人間は信用できないことを結論付けた。いくら彼らと共に過ごしたといっても、彼らの一日には謎なぞが多すぎる。眼まな差ざしや態度で〝クラブ〟に関わりあるかどうかを見極めるには、一人一人綿密な面接が必要だったし、その余裕はなかった。


    　ならば、二十四時間見張ることができる──そして〝クラブ〟の名を出して刺激してもなお、無反応だった人間たちの方が信頼に足る。


    



    「それからもう一つ。ＣＩＡ副長官〝オクトパス〟……じゃなくて、レオナルド・マクラクランの依頼によって、ＦＢＩが捜査を開始しているわ」


    



    　──一時間前。ＣＩＡ副長官レオナルド・マクラクランはＦＢＩに電話で非常連絡。本部内での殺人事件につき、捜査を依頼したいとの通知。驚き、戸惑いつつもＦＢＩは捜査官を派遣した。


    　マクラクランだけは例外中の例外、シャーリーが信頼に足る数少ない人物だった。何しろ副長官とは名ばかりの閑職で、無能の名をほしいままにしているような男だったからだ。彼を誘うくらいなら、新入りルーキーを勧誘した方がマシだろう。


    　だが、それ故ゆえにシャーリーは彼を信用した。彼はあまりに無能で、権威も権力もなく、隙すきだらけだった。さすがに〝クラブ〟も、もっと有益な人間を選ぶだろう。


    



    「……殺人、事件だと？」


    「ええ。ＣＩＡ長官ルシアン・カウフマンが他職員と共に殺されていたのだから、それは当然捜査する必要があるでしょう？」


    　笑う、笑う、笑う。悪いた戯ずらに成功した少年のような眼まな差ざしを浮かべ、シャーリーはカウフマンを見る。何たる滑こつ稽けいな前提だろう。〝クラブ〟──世界のあらゆる法に逆らい、殺人を『是』とする秘密結社、その最高幹部であるカウフマンが死んだから、法に則のつとって捜査するとは！


    　馬鹿馬鹿しい、と片付けるのは簡単だ。簡単だが、捜査機関であるＦＢＩは〝クラブ〟の直接的な圧力が存在するわけではない。彼らは通常通りに捜査し、通常通りに犯罪者を捕らえようとするだろう。


    　……だが、彼らが牙きばを剥むくのは赤あか神がみ楼ろう樹きという〝ケモノガリ〟ではない。


    「──私、か？」


    　シャーリーがカウフマンを真っ直すぐ指差した。それは最も早はや銃弾と同じ威力を以もつて、彼の眉み間けんを貫いた。


    「そう、その通り。彼らはＣＩＡ長官に化けようとした貴方あなたを逮捕する。一介の犯罪者として、数々の犯罪に携たずさわった貴方を逮捕しに来たの」


    「何を、馬鹿な……」


    「あら。馬鹿げているのはお互い様でしょう？　ＣＩＡ長官でありながら、人を殺す悦よろこびにうつつを抜かした貴方ほど、この世界で馬鹿げている存在はないわ。罪は償わなきゃね」


    　肩を落としつつ、カウフマンは問い掛けた。……この状況も理解し難いが、何より分からないのは、シャーリー・ワードワーズのやり口だった。


    「三つ質問がある。一つ、定時連絡をどうやって切り抜けた？」


    　ポーカーゲーム中、定時連絡は数度あった。そのいずれもが、本部の平穏を示すもので彼が動くような兆候は一切見いだされなかった。緊急を指し示したのは、赤神楼樹を捕ほ縛ばくした連絡くらいのものだ。それとて、吉報ではないか。


    「貴方がやるべきは、定時連絡なんかじゃなかった。確実な通信回路の確保だったのよ。ここは本部と切り離されている。真実を知りたいなら、手を抜くべきではなかった」


    　シャテアはＣＩＡのネットワークに侵入すると、すぐに通信回線を占拠した。といっても、外部から切り離したわけではない。切り離したことが分かれば、いくらでも対策は考えられる。


    　だが、誰にも知られずに支配することはできる。例えばそう、都合の悪い連絡を行おうとした場合、その通信は遮しや断だんされてしまえば何も起きなかったことになる。ついでに言うと、報告が録音されたものであることをカウフマンは気付けなかった。最新技術で録音した音声は、現実のものとほぼ同じだ──少なくとも、周囲の雑音などで見抜くことはできない。


    「……ハッカーか」


    「そ。あの子は本当によくやってくれたわ」


    「二つ目の質問だ。五十人の人質、お前はどうするつもりなんだ？」


    「ああ、それ？　心配しなくても大丈夫よ、試しに誰でもいいから命令を実行してみなさい。断言するわ、一人も殺せないわよ」


    　その確信に満ちた言葉をカウフマンは信じかかった。それでも、命令しなければならない。彼女は確かに、ポーカーで敗北したのだ。彼女への罰を執行せねばならない。


    　カウフマンは命令実行のために待機していた工作員に内部回線を使用して連絡を試みた。


    《長官ですか？》


    「ああ、私だ。作戦ミツシヨン〝ゴーストディナー〟を実行しろ、すぐにだ」


    《無理です》


    「……何な故ぜだ？」


    《少し前に、連絡したはずです。実行班は本部待機中に老人たちの奇襲を受け、反撃する暇もなく、拘こう束そくされました。この会話も、彼らの立ち会いの下で公開されています》


    　その情報が与えた衝撃は、これまでの限界を突破して余りあるものだった。


    「……老人、だと？　まさか、それは」


    《記念式典に出席するはずだった老人たちです。その、彼らは式典に出席するためでなく、どうも最初からこのつもりだったようです》


    「……そうか」


    　受話器の向こうからがさりという音がした。相手が交代したようだ。


    《──そういうわけだ、カウフマン。次に会うときゃ、地獄だな》


    　嗄しわがれた笑い声と共に、通信は一方的に絶たれた。


    「本部に部隊を待機させていたのは失敗だったわね？」


    「標的をギリギリまで教えるわけにはいかなかった。空いている時間に標的について調査されても困る」


    　カウフマンはひとまず二つの疑問については納得した。なるほど、失敗したのは自分だ。屈くつ辱じよく的てきではあるが、納得はできる。だが──最大の疑問が後一つ残っている。


    「最後の質問だ。シャーリー、君は何故全てを伏せることができた？」


    「あら、どういう意味かしら？」


    「答えろ、シャーリー。君はあの瞬間、絶対的な敗北の表情を浮かべていた。君は味方のハッカーなど存在せず、記念式典の老人たちもまるで無関係という顔だった。だからこそ、私は勝利を確信できた。赤あか神がみ楼ろう樹き以外、君が打った手は全て封じたという自信が持てた。なのに、何故──」


    「そうね。……もしも、私の表情にちらりとでも勝利への確信めいたものが見えたら、貴方あなたは絶対に感づいていたわね」


    　カウフマンはその仕草や表情から、彼女が万策尽きたと考えていた。それは正しい、確かにあのとき、シャーリーは万策尽きていた。


    「──ねえ、カウフマン。貴方の尋問を潜くぐり抜けるとても簡単な方法があること、分かる？」


    　あまりに安易で、あまりに単純な手段がたった一つある。どんな苛か烈れつな拷ごう問もん官かんにも、どんな嘘うそを見破る尋問官にも耐えられる手段。


    　カウフマンの思考は迷走した末に、その答えに辿たどり着いた。


    「……シャーリー、まさか君は忘れていたのか？」


    　どんな尋問にも耐え得る方法はただ一つ。忘却しかない。


    「自己催眠による暗示。……ここに来る少し前に、私はこの日のためになしたことを全て記憶から封印したのよ」


    　暗闇の部屋で一人、揺れる蝋ろう燭そくを見つめながら彼女は自身の記憶を闇に放り投げた。厳重に縛り付けて、奥の奥へと封印した。その状態で、彼女は──自身がどんな策を講じたのかも知らぬままに、勝負したのだ。


    「……正気かね、君は？」


    　カウフマンが唖あ然ぜんとするのも無理はない。これはつまり、少なくともシャーリーは自身が無策のままだと思い込んでいたということだ。死地に無策で飛び込むなど、彼女は絶対に行うタイプではなかった。万全の態勢を整えることこそが、勝利に繋つながると信仰していたような彼女が、命いのち懸がけの任務で無策のままに挑むなど──。


    「その辺の心境の変化は、語っても意味がないわね。カウフマン、私は貴方あなたを超えることはできなかった。でも、力を合わせれば貴方を出し抜くことは可能だと思った。そこが私の勝因であり、貴方の敗因よ」


    　個人の力量という点で、シャーリーはとうとうカウフマンを上回ることはできなかった。だが、カウフマンの持つ力を計算し、彼女がこれまで培ってきたコネクションを活用すれば上回ることは可能だった。


    　カウフマンは憤ふん懣まんやるかたないという表情でシャーリーを睨にらんでいたが、やがて自身の敗北を実感したのか、肩を落とした。


    「どうする？　敗北まけを認める？」


    「……認めよう、私の敗北だ」


    　それを聞くと、シャーリーは部屋の扉を開いた。そこには、困惑と怒りをない交ぜにしたような表情の男たちが銃を構えて立っていた。


    「というわけで、そこの男はＣＩＡ長官ルシアン・カウフマン……に成り代わろうとした男よ。逮捕してちょうだいな」


    　ＦＢＩ捜査官たちに手錠をかけられる際、カウフマンは抵抗を見せなかった。その代わり、去り際にシャーリーに近付くと彼女だけに聞こえるよう、そっと囁ささやいた。


    「二十三番目だ、シャーリー」


    　その言葉の意味を問い質ただす間もなく、彼らは足早に立ち去っていった。そこへ入れ替わるように部屋を訪れた少年が、シャーリーに声をかけた。

  



  
    第五章　愚者の贈り物


    



    　シャーリー・ワードワーズが地下三階で激闘を繰り広げている間、僕とシャテアもまた脇わき目めも振らず、労働に勤しんでいた。


    　まず、職員である三人──それぞれ欧州分析部のグリーニー、麻薬対策センターのミラー、そして外国指導者分析部のバックウォルド、この三人の尋問を速やかにすませることにした。


    　といっても質疑応答は実に単純だった。僕はただ、彼らに忍び寄ってこう囁ささやいただけだ。


    「──〝クラブ〟を知っているか？」


    　動揺し、殺意を漲みなぎらせた三人を即座にこの世から消失させた。幸いなことに、ＣＩＡ本部ビルは広く、そして増築改築を重ねられたせいで、職員たちすら把握しきれていない部屋が数多く存在している。シャテアの指示に従って、そこまで屍し体たいを運び込む。


    　できれば、三人からさらに詳細な情報を聞き出したかったが、現状は何よりスピードを優先すべきだ。尋問している間に、他の捜査官に見つかる可能性が高い。


    　恐らく、他にも〝クラブ〟に与くみしているＣＩＡ職員はいるのだろう。だが、現時点では確実性が薄い。……僕にケモノを狩る権利はあっても、人を殺す権利はない。ただ、一人だけ例外がいた。コルキルト・ダンカン、当然彼にも然るべき処遇を、と思ったのだが……どうやら、いつの間にか姿を消したらしい。やれやれ、抜け目がないな。


    　続いてシャーリーの指示通り、退職者式典に出席する予定の老人たちと合流。彼らを引き連れて、武器保管庫を強襲。警備員たちを武装解除して、彼らに非致死性の武器を渡す。中には拳銃を望む老人たちもいた。


    「心配するな。殺さないようにすりゃいいんだろうが」


    　古めかしいコルト・ガバメントを構えた白髪の老人は、増援の警備員たちに弾を浴びせかけた。全員の手から銃を弾き飛ばし、ニヒルな笑みを浮かべて一言呟つぶやいた。


    「どうだ。殺してないだろ？」


    　……まあ、確かに。彼らには悪いが、災難だと諦あきらめてもらおう。


    　そうして彼らは実に迅速に、そして的確に行動するとあっという間に各部署を占拠した。老人たちの突然の反乱に、大多数の人間はただ目を白黒させるだけだった。


    　最後に、僕はＣＩＡ副長官レオナルド・マクラクランにこっそりと面会した。シャーリーの言う通り、見事なまでにつるつるとした頭で、見事なまでに肌を真紅に染めた彼は、僕の姿を見て話を聞かされると、頭を抱かかえた。


    「無茶苦茶だ！　畜生、あの地雷女め！」


    「……その点に関してはまあ同意しないこともないけど。ともかく協力してほしい」


    「ふざけるな、ここまでやっておいて協力もクソもあるか畜生め！」


    　同じ立場だったら僕も同じような反応を返しただろうな、などと思った。だが、ともかく協力してもらわないと困る。


    「協力してくれなければ、僕がこの本部を滅茶苦茶にしなければならない。もし、それでもいいって言うなら──」


    　マクラクランはそれこそ腹を空かせた鰐わにのような勢いで、僕に叫んだ。


    「協力しないとは言っておらん。ちょっとばかり文句を零こぼすくらいはいいだろう！」


    「だったら早くしてくれ。気持ちは分からなくもないけどさ」


    　しばらく彼は僕を睨にらんでいたが、やがて力尽きたかのようにがっくりと肩を落とし、頭を抱かかえた。


    「ああ、畜生め。〝クラブ〟だなんて知りたくなかった。これならテロリストたちを相手する方がまだ気が楽だ……」


    　マクラクランは〝クラブ〟が如い何かなる組織かを知った上でシャーリーに協力しているのか。あるいは協力するようシャーリーに圧力プレツシヤーをかけられているのかもしれないが、ともかく立派な行為だといえる。


    「まあ、いいだろう。ともかく、私は君たちとの交渉係ネゴシエーターだ。それまでの間、本部の職員たちにはおとなしくするように呼びかける。外部からの交信は全てを途絶し、同時に一切の来訪及び退出を遮しや断だんする。シャーリーに頼まれたのは、大体こんなところだ」


    「了解」


    「ただし、これでも抑え込めるのは今日の夕方までだ。あと二時間で、全ての片をつけなければ、パニックが加速して取り返しがつかないことになる」


    「分かっている。シャーリーを信じてくれ」


    　頷うなずきつつも、マクラクランは大きく嘆息した。肌の赤みは少し薄くなったものの、まだ興奮は冷めやらないらしい。


    「一年以上も報告書も提出せず、たまに連絡が来るかと思えば訳の分からん要人調査で、おまけに調査直後に大抵の要人が変死を遂げていた。こいつは一大スキャンダルに繋つながりかねんと悩んでいたところに、我々をも巻き込んでこの有様だ！」


    「……大変だね」


    　思わず僕がそう呟つぶやくと、彼がギロリと睨んだ。


    「お前もその一翼を担っていることを忘れるな。本来なら、我々は赤あか神がみ楼ろう樹きという存在を危険視し、消去する側のはずなのに──いつのまにか、協力者どころか共犯にさせられている」


    「僕からしても、正直それは驚きなんだ。……どうして、貴方あなたは僕たちに協力するんだ？」


    「当たり前だ若僧。カウフマンがアメリカの敵となったからだ。〝クラブ〟の存在は、彼女が提出した証拠で本物だと認めざるを得ない。彼らがこのＣＩＡと繋つながっている限り、我々は悪用され続けることになる。副長官として、それは許せん」


    　──何となくだが。シャーリーは多分、この人のことを心から信頼したいと思っているのだろうな、と考えた。僕もそうだ。……今の言葉は、僕の心にあった『何か』に強く触れたから。


    　もっとも現実的な話、彼が裏切ると僕たちは窮地に立たされる、という部分もあったのだが。


    「よく分かったよ。……ありがとう、この組織には極力迷惑をかけないようにする」


    「〝クラブ〟が存在していることの方が、我がアメリカ合衆国にとって大いなる危機だ。毒には毒を以もつて制す、という諺ことわざもある。シャーリーや君が、我々にとっての毒なのだ」


    　マクラクランは僕に向かって不ふ遜そんな笑みを浮かべて呟つぶやく。


    「君のような存在は〝クラブ〟と共倒れしてくれると、有り難いんだがね」


    「生あい憎にくと、そうはならない。ただ、心配しなくてもアメリカと敵対する気はないよ。ハリウッド映画、好きだし」


    　文化万歳だ、とマクラクランは肩を竦すくめた。


    　これで、僕はシャーリーから与えられた指示は全てこなした。後はただ、祈るだけだ。もし、カウフマンがこの時点で『外側』の様子に感づいていれば、全ては徒労だ。彼は逃げるか策を弄ろうして僕たちを追い詰めていただろう。


    　シャーリーはその一切を防ぐため、彼との勝負に無策で挑んだ。無策どころではない、自身が立てた作戦に関する記憶一切を封印し、死ぬほどのプレッシャーに追い詰められながら、戦い続けていたのだ。


    　──だが、全て上手くいった。シャーリーの作戦は、成功したと考えていいらしい。


    　ＦＢＩ捜査官たちが、カウフマンに手錠をかけて連れていく様を見守りながら、僕はそんなことを考えていた。


    　始末するのは簡単だし、そうするべきかもしれなかったが、僕は見送るに留とどまった。情けをかけたわけではない。何となく、殺さずとも彼はもう終わりだという予感があった。


    　僕は疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった感じのシャーリーに、ねぎらいの言葉をかけた。


    「シャーリー、お疲れ様。体は大丈夫か？」


    「ええ、無事よ。……ひとまず、私の戦いは終わったわ」


    「カウフマンは連れていかれたようだけど、どうしたんだ？」


    　僕の問い掛けに彼女は肩を竦めた。


    「捕まったのよ、犯罪者だから」


    「立証できるような犯罪は犯してないだろう？」


    「大丈夫よ、証拠は全て渡しているわ……捏ねつ造ぞうしたけど」


    　捏造って、駄目だろうそれは。いや、駄目じゃないが……捏造が露呈すると困る。


    「いいのよ。証拠にはならなくても、あの捜査官たちは私とカウフマンの会話を聞いているのよ。五十人の命を盾たてにして、私を脅迫しようとしていたカウフマンの言葉をね」


    　……確かに、あの言葉は外にいた僕たちにもよく聞こえていた。


    「にしても。道理でこの眼鏡めがね、扱いにくいと思ったわ。盗聴装置付きだったとは」


    　記憶を封印したシャーリーは、自分自身に最低限の指示を与えるだけに留とどめていた。例えば、盗聴装置を組み込んだ眼鏡について、一切を忘れた。その代わり、ゲームを始める前に気分転換に眼鏡を変えた方がいいと、自分自身に暗示を仕掛けていた。


    　それを聴いていたＦＢＩ捜査官たちは、ルシアン・カウフマン──に化けた偽にせ者ものが危険な存在だと認識したのだろう。


    「結局、ポーカーには勝てなかった？」


    　彼女はどこか寂しそうに、溜ため息いきをついた。


    「ええ。運でも知識でも判断力でも洞察力でも、私が彼に勝るものは何一つなかった」


    　シャーリーの言葉は正しいのかもしれないけど、僕は違うと思う。シャーリーには、強い意志があった。そして死地に赴く覚悟があった。自分自身と、僕たちに対する揺るぎない信頼があった。それは、カウフマンには一つとして見当たらなかったもののはずだ。


    「それより、シャテアのところに行きましょう。ちょっと気になることがあるの」


    「気になること？」


    「カウフマンが最後に残したメッセージがあるの。それについて、ちょっとね」


    



    



    　ＣＩＡ本部は武装蜂起、殺人事件、銃撃戦、果てはＣＩＡ長官の逮捕などで凄すさまじい混乱が巻き起こっていたが、シャーリーは素知らぬ顔で僕を引き連れて堂々と廊下を歩いている。


    　正直いいのか、と思わなくもないが全員が訳も分からず右う往おう左さ往おうしている状況では、僕のような異分子も見逃されるらしい──シャーリーと一緒にいるから、というのが大きいのだろう。


    　結局、老人たちは投降。武装解除されて逮捕された……が、何しろＣＩＡ長官の殺人事件（それも、ＣＩＡ長官が殺されていてＣＩＡ長官が逮捕されたという出で鱈たら目めぶりだ）ということもあって、副長官が釈放命令を出せば問題ないだろう、というのがシャーリーのコメントだ。


    　まあ、あの老人たちは投降した後も「人生、たまにはこういうイベントがなくちゃな」と、生き生きとしていたが。


    　例のバル・ベルデから亡命してきた家族は、これから改めて手続きを取るようだ。彼らは、特に罪を犯したわけではなく、むしろ被害者という形なので問題はあるまい。


    　ともあれ、長官であるカウフマンが消えた今、ＣＩＡ内部にいる〝クラブ〟のシンパは身動きが取れまい。できたとして、逃亡するくらいが関の山だ。先ほども述べた通り、ミスター・ダンカンはあっさりと逃げたものの、シャーリーと出勤早々にうっかり〝クラブ〟のスタッフであることを明かしてしまったカルスロップという人は、老人たちに取り押さえられてしまった。捕まったとき、泣き喚わめいたという話にシャーリーは満足げだった。


    　この間にシャーリーと副長官は〝クラブ〟の繋つながりを徹底的に排除するつもりらしい。僕と話していたときの副長官はこう呟つぶやいた。


    



    「人が人を狩る、ということのおぞましさはそれほど筆舌に尽くしがたいのだ」


    



    　僕とシャーリーは、ようやくシャテアと合流した。彼女はハッキングのためにイヌガミと共に部屋を転々としていたが、シャーリーの勝利によって僕と同じく侵入者ではなく協力者としての地位を確保できた。


    「ロウキー！」


    　全力疾走、そして抱き締められる。僕は彼女の頭を撫なでた、たぶんそれが彼女に一番望まれる行為だと思ったからだ。


    「もっともっと～」


    　君が望むならいくらでも、と呟いて僕はシャテアを撫で続ける。彼女の傍かたわらにはイヌガミ、今回はその牙きばを振るう機会があまりなくて残念だったな。


    「──さて、シャテア。ちょっと管制室に来て頂ちよう戴だいな。調べてほしいことがあるの」


    「ん、あたし？　別にいいけど、もう用は済んだんじゃないの？」


    「いやいや。現在管制室で端末を弄いじっている人間が、本当に味方か分からないからね。正当なアクセスでも、貴女あなたにやってもらった方がいいの」


    「ふむむむ、りょーかい！」


    　シャテアは勢いよく右手を掲げた。元気すぎるくらいに元気な彼女が、何な故ぜだか妙に眩まぶしく見える。いや、眩しく見えるというのならば……僕の知り合いは、誰でも眩しかったか。クラスメイトだった深み山やま葉は瑠る、バレルガニアのグレタ、シスター・セシリア……そして、貴き島しまあやな。


    　誰もが過酷な現実を懸命に生きて、まだ見ぬ明日のために戦っていた。シャテアもその一人だ。グレタやシャテアを救えた、というのは僕の中でわりと大きな救いになっているのかもしれない。


    　だからこそ、救えなかったセシリアは深く大きな傷跡になっているのだけど。


    　それでも、僕は彼女の元気な姿を見ているときに──『僕がこう成り果てて』よかったと心底思うのだ。


    



    　そうして僕たちは、ＣＩＡの心臓、あるいは脳の役割を果たす管制室へとやってきていた。整然と立ち並ぶ端末は統率の取れた兵士たちのように、僕たちを出迎える。


    「あ、そこは監視衛星へのアクセス用の端末。シャテアに触ってもらいたいのはこっち」


    　シャーリーは適当に座ろうとしたシャテアを移動させると、そこにいた男性をどかして端末の前に座らせた。


    「ちょっと探してほしいものがあるのよ」


    　シャーリーがそう言うと、どかされた職員が顔をしかめて言った。


    「別にサーバーのデータを検索するだけなら私でも充分では？」


    　その言葉に、シャーリーは満面の笑顔で答えた。


    「ごめんなさい。貴方あなたを信用してないの」


    　誰かに言われたら、死にたくなるような拒絶の台詞せりふだな……そう思いつつ、僕はシャテアの傍かたわらに立った。僕の存在に奇異の目を向ける人間が何人かいるが、気にしてはいられない。


    「さて、と。で、何を探すの？」


    「二十三番目のファイル」


    　──と、シャーリーは訳の分からない答えを出した。


    「え、それだけ？　どこにある二十三番目のファイルなの？」


    「私に分かるのは、ここまでなのよ。この本部サーバーのどこかにある『二十三番目』のファイルなのか、それとも二十三番目、と名付けられたファイルかフォルダなのか」


    　門外漢の僕からしても、その曖あい昧まいさは理解できた。これで探せとは、また無茶な頼みだろう。しかし、シャテアはふぅんとつまらなそうに返答したあと、端末からコマンドをキーボードで打ち込み、検索を開始させた。


    「その二十三番目のファイル、中身は分からないのね？」


    「ええ、全く分からないわ」


    「だったら一つずつ、順番に確認していくしかないわ。じゃ、まずはコレから──」


    　そうして、シャテアの操作でスクリーンに一つ一つファイルの中身が公開された。だが、検索に引っ掛かった全てのファイルを探してもなお、シャーリーが望んだような回答は得られなかったらしい。


    「ね、全部駄目だった？」


    　シャテアの言葉に、シャーリーは肩を竦すくめて首を横に振った。


    「駄目ね。二十三番目、という単語に関連するファイルはこれで全部？」


    「全部。もちろん、厳密に確認したわけじゃないけど」


    「うぅん……」


    　シャーリーが眼鏡めがねを無意識に外はずし、つるの部分を軽く噛かんだ。やや苛いら立だち気味に考え事をする際の癖だ。


    　僕はそれをぼんやり見ながら、ふとシャーリーに尋ねた。


    「ねえシャーリー。カウフマンは二十三番目のファイル、とだけ言ったんだよね？　サーバーのどこそこにあるフォルダの二十三番目のファイル、と伝えたってわけじゃないよな？」


    「そうよ。でもそこ以外に考えられる？」


    「……携帯電話とかどうだろう。彼が持ってたスマートフォンのデータとか。今は誰が持っているのか知らないけどさ」


    「ああ、そうか。それもあったわね。今持ってるとしたら、カウフマンを連行したＦＢＩ捜査官あたりかな──」


    　シャーリーは携帯を取り出すと、恐らくは捜査官たちの一人に電話をかけた。が、しばらくすると顔をしかめて電話を切った。


    「持ってなかったってさ」


    「なら、彼の部屋じゃないかな？」


    　まさか敗北を予期して放り捨てた、というわけではあるまい。取ってくる、とシャーリーが告げた瞬間、イヌガミが立ち上がって吼ほえ立てた。


    「ひゃっ!?」


    　シャテアが素っ頓とん狂きような声を上げ、同時に誰かが泡を食ったように走り出した。だが、所詮は人間の足だ。時速六十キロで疾走可能な超犬スーパードツグを相手に勝てるはずもない。


    　野太い男の悲鳴が、廊下に響き渡った。


    「放せ、放してくれ！　畜生、やめろ！」


    　廊下に転がっている拳銃から察するに、追いかけてきたイヌガミを射殺しようと拳銃を取り出したはいいが、撃つこともできずに手首に噛かみつかれて放り投げたのだろう。


    「イヌガミ！」


    　僕の呼びかけに、イヌガミは即座に呼応して離れた。安あん堵どの息を吐く男の拳銃を拾い上げたシャーリーが、にこやかな表情で肩を叩たたいた。


    「──ところで。どこに行こうとしていたのかしら？」


    「い、いや……俺は」


    　恐らく、僕たちの話を聞きつけてスマートフォンの処分にでも向かったのだろう。


    「ま、言いわけしたところで無駄だけど。警備員！」


    　騒ぎを聞きつけた警備員たちが戸惑いつつも周囲に集まった。シャーリーは男の腕を背に回すと、壁に押しつけて言った。


    「逮捕して。罪状は証しよう拠こ隠いん匿とく」


    　男の顔色がさっと変わる。


    「おい、シャーリー！　いきなり何を……！」


    「いやだから言い訳は無駄だって言ってんの。早く連れてって」


    　警備員たちは戸惑いつつも男に手錠をかけた。男はシャーリーや僕に挑みかかるような視線を向け、叫んだ。


    「後悔するぞ、シャーリー！　お前たちは〝クラブ〟の恐ろしさを知らない！」


    「……知ってるわよ、それはもう存分に」


    　シャーリーの凍るような視線は、喚わめいていた彼の言葉を封じるに充分な威力を持っていたらしい。彼は項うな垂だれ、そのまま退出した。


    



    



    　執務室をくまなく探すまでもなく、机の上にスマートフォンは無造作に置かれていた。パスワードロックすらかかっていない。僕とシャーリーはシャテアの肩越しに、その小さな画面を覗のぞき込んだ。


    「二十三番目、ねえ」


    　スマートフォンの画面には一般的にメールやブラウザ、スケジュールなどのアプリケーションソフトが並んでいる。その中の一つに、〝23──慈愛アフエクシヨン〟と表記されたアプリがあった。


    「これかな？」


    　シャテアは何の躊躇ためらいもなく、そのアプリをタップして起動させた。


    「ちょっと、少しは用心してよね……って、何これ？」


    　シャーリーはシャテアから、スマートフォンを奪い取る。英語なので僕は読み取るのに時間がかかったが、どうやら時間と場所が明記されているらしい。


    「この人のスケジュールか何か？」


    　シャテアの問い掛けを、シャーリーは首を振って否定した。


    「違うわ。これはカウフマンのスケジュールじゃないわね」


    「何で分かるんだ？」


    「だってこれ、今日のスケジュールだもの。カウフマンはワシントンにいないし、お昼に政府高官と会食もしてないわ」


    　……なるほど。それはそうだ。だが、そうなるとそれは誰のスケジュールなのだろうか。


    「うん、調べてみましょう。これくらいなら簡単よ」


    　僕たちは再び管制室に戻ると、スマートフォンからスケジュールをダウンロードし、適合するスケジュールで動いた人間を調べることにした。


    　該当する人間は即座に判明した。シャーリーはその名と顔を確認すると、彼のプロフィールを管制室の巨大スクリーンに映し出すようシャテアに言った。


    「よし。全員聞いてちょうだい！　これがアメリカ合衆国を蝕むしばんできた男の顔よ！」


    　ぱんぱん、と手を叩たたいてシャーリーがスクリーンに注目するよう全員に促す。副長官だけでなく、そこには彼女の同僚と思おぼしき筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男や、投降して逮捕されたはずの老人たちも集まっていた。


    　スクリーンに映った顔を見た瞬間、一斉に彼らはざわめき始めた。


    「まさか」「信じられん！」「誰なんじゃ、あいつは？」「彼は──」


    



    　ゼーレン・オルリック、というのがその男の名前らしい。


    



    　金きん獅じ子しのような髭ひげ、猛獣と猛もう禽きんを合成させた複合獣キマイラのような風ふう貌ぼう。戦場で生きる人間ではなく、生まれながらに人を統すべる存在として確立したような男だった。


    　アメリカ人ではなく、イギリス人。騎士サーの称号を持ち、世が世ならば王としてイギリスの一部を支配していたであろう屈指の貴族である。


    　彼が持っているのは、そういう名ばかりの称号だけではない。世界的なバイオ企業であり、遺伝子治療などで高い評価を受けているインコグニート社の最高経営責任者ＣＥＯでもある。


    　不意にシャーリーのスマートフォンが振動した。失礼、と呟つぶやいてシャーリーが応答する。


    「ダスティ、どうしたの？」


    　ああ、電話はダスティ・ガープリングかららしい。彼からの電話ということは、もしや──。


    「ちょ、ちょっと待って。今スピーカーに繋つなげるわ、もう一回お願い！」


    　シャーリーが自分のスマートフォンを、スピーカーに接続した。すぐに管制室に響き渡る音量で、ダスティの野太い声がした。


    《了解、では繰り返し伝える。浄化資金の融資先でもう一つ、気になる会社がある。世界的バイオ企業のインコグニート社だ。クランパウダー貿易公社と違ってダミーというわけじゃないが、ここは生物兵器開発も行っており、間違っても我々が資金を融資していい会社じゃない》


    　ここでシャーリーが応じて言った。


    「慧けい眼がんね、ダスティ。こちらも今しがた、インコグニート社の情報を入手したところ。ここのＣＥＯであるゼーレン・オルリックはほぼ確実に〝クラブ〟の関係者。恐らく、幹部クラスよ」


    《オーケー。なら、後は君たちのターンだ。幸運を祈る》


    「ありがとう」


    　通話を切ったシャーリーは、自分たちの同僚を見渡し告げた。


    「……というわけで、ＣＩＡわれわれはゼーレン・オルリック及びインコグニート社をアメリカ合衆国の敵対勢力と見なし、速やかなる暗殺デリートを実行します。何か質問は？」


    　口を開く者は誰もいなかった。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　ＣＩＡ副長官レオナルド・マクラクランの指示で、実行部隊は二つに分けられた。一つは自らが率いる、インコグニート本社への立ち入り捜査部隊。カリフォルニアに存在する本社へ、税務調査と銘打って──実際に、税務署員も引き連れて──社の情報、特に資金の流れを掴つかむ役割を負った。無論、抵抗されれば武力行使も辞さない。


    　もう一方は、急襲部隊。ゼーレン・オルリックは今、とある実験用動物販売会社との極秘商談のため、州間高速道路ハイウエイを利用してワシントンに向かっている。


    　……ただし、極秘商談しなければならない実験用動物というのが一体どんな動物を指し示しているのかは、考えるまでもない。間違いなく、二足歩行する知的生命体だろう。


    　彼らのリムジンが通過してすぐに、その道路は交通事業局を動かして封鎖させた。白昼堂々の奇襲である。制限時間は三十分。それ以上時間をかけると、民間人に露呈する恐れがある。


    　こちらの部隊は実行部隊、ということもあってＣＩＡ内部で武力行使を担当する工作員たちが掻かき集められた。一人一人、それぞれ思想や普段の素行を確認され、最終的にイヌガミと僕が直接向かい合って面接した。


    　犬と日本人のティーンエイジャーに面接される、というのは彼らにとって奇妙な経験だったろう。ともあれ、少なくとも〝クラブ〟のスタッフではない、という確信を得た工作員たちと共に、僕たちはヘリコプターに乗って、高速道路へと飛んでいた。


    　叩たたきつけられるような風を感じながら、僕とイヌガミ、そしてシャーリーは自分たちの装備を点検していた。


    　僕はいつものように、ククリナイフ〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟を背負い、バックアップ用の銃器として、ワルサーＰＰＳを持っている。それからスタングレネードを二つ、接近戦を主とする僕は、使うと自分自身も巻き込みそうだが……一応持っていくことにしよう。


    　イヌガミはもちろん無手だ、シャーリーは珍しく拳銃ではなく軍用自動小銃アサルトライフルであるＭ４を構えていた。


    「もうそろそろかな？」


    　僕の問い掛けに、シャーリーは腕時計を見て頷うなずいた。


    「そうね……あと七分で遭遇エンカウント予定。作戦は彼らを停車させて、ヘリから一斉掃射。正直、楼ろう樹きの出番はないかもしれないわね」


    「……それはどうかな」


    　シャーリーの言葉に、僕は肩を竦すくめた。別にふて腐れているとか、そういうわけではない。ただ純粋に、〝クラブ〟の幹部ともあろう者が、無防備のままだとは思えないだけだ。


    「そうね。……私も嫌いやな予感がするのよ、正直言って」


    　イヌガミも同感だ、とばかりに一声吼ほえた。


    　僕も幾いく多たの戦場を駆け抜けたせいだろうか、そういうコトに対する奇妙な勘が働いていた。ＣＩＡ本部潜入の方がまだマシという激戦になる──そういう予感がした。


    



    「まもなく到着します！」


    　パイロットの声に慌てて前方を注視する。遥はるか向こうにリムジンとトラックが連なって走っているのが見えた。


    「リムジンは分かるけど、あのトラックは何だ？」


    　リムジンに挟み込まれるようにして、一台だけ巨大なトラックが走っている。リムジンの間にあるからには、間違いなくゼーレン・オルリックの側だろう。


    　シャーリーが双眼鏡で覗のぞき込み、首を横に振った。


    「分からない。だけど、作戦はこのまま開始するわ。行くわよ……！」


    　追い越し車線を走っていた別のトラックが突然速度を上げて、列をなして走っているリムジンの隣を追い越した。しばらくすると、トラックは突然大きくハンドルを切って道を塞ふさいだ。


    　先頭を走っていたリムジンが慌てて停車、リムジンとトラックは玉突き事故のように激突していった。


    　そこに、僕たちを含む三機のヘリが襲いかかる。シャーリーはスコープで狙ねらいを定めつつ、減音器サプレツサー付きのＭ４を掃射した。防弾加工されているリムジンは、五・五六ミリ弾程度なら弾き返すが、タイヤまでは手が回らなかったようだ。


    　シャーリーはリムジンのタイヤをパンクさせると、銃を対物ライフル、バレットＭ95に持ち替えた。しっかりと体を固定し、一台目の運転席を狙って撃った。防弾ガラスは十二・七ミリの破壊力に耐え切れずに撃ち砕かれた。


    　三機のヘリからも、対物ライフルやグレネードランチャーが次々に撃ち込まれていく。


    　一方、リムジンからは何の反撃もない。僕たちは訝いぶかしみつつ様子を見ていると、不意にトラックのサイドボディが開いて、中の様子が露あらわになった。


    　瞬間、僕とシャーリーは驚きよう愕がくし凍りついた。


    「え？　ちょ、ちょっと待って……!?」


    「そんな、馬鹿な……！」


    　揃そろって唖あ然ぜんとした表情で顔を見合わせる。トラックの貨物部分には、荷物の代わりに人間が立っていた。一人は左腕に巨大なクロスボウを装着した、異形な鎧よろいを纏まとった男。


    「娯楽提供者エンターテイナー……ノーベル……!?」


    　そしてもう一人は白いワンピースに黒い長髪、腰にズラリと吊つるされているのは多目的ロケットランチャーの擲てき弾だんだ。


    「バズーカ・バンシー……よね、あれ!?」


    　そうだ、あの姿はまさしく彼らだ。だが、有り得ない。絶対に有り得ない。彼らは死んだ、死んだはずなんだ。そもそも、殺害したのは僕なんだぞ……！


    　二人が空を見上げ、ヘリを視認する──途端に悪寒。


    「降下しなさい、すぐに！」


    　ヘリのパイロットも、突然現れた異形の二人に唖然としていたものの、彼女の指示で我を取り戻したのか、ヘリをすぐに下降させ始めた。


    　娯楽提供者エンターテイナー二人が同時に叫んだ。


    「芸術は爆発だ！」


    「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめぇぇぇぇぇんなさぁぁぁぁぁいぃぃぃぃぃ！」


    　クロスボウが一機のヘリのコクピットに突き刺さり、バズーカバンシーは僕たちのヘリに向けて擲てき弾だんを発射した。


    　ズン、と臓ぞう腑ふに響くような震動。僕、イヌガミ、そしてシャーリーはほぼ同時にヘリから飛び出した。現在五メートル上空、パラシュートもクッションもなしでは危あやうい高さだ。


    　イヌガミは器用にくるりと回って四足で着地、僕とシャーリーも受け身を取ってどうにか難を逃のがれた。だが、僕たちが乗っていたヘリのパイロットは逃げ切れず、ローターを破壊されて墜落した。不幸中の幸いか、死んではいない。血を吐いて震ふるえる彼を、シャーリーが慌ててヘリから引き離した。


    　一方、泡を食った他のヘリは工作員たちを全員降下させると、慌てて戦場を離脱。もう一機はパイロットはおろか搭乗していた工作員諸もろ共ともにクロスボウの爆薬ボルトで吹き飛ばされた。


    　道路を塞ふさいだトラックから、慌てて工作員たちが現れる。一方、リムジンからはヘリの脅威が排除されたせいか、一斉に〝クラブ〟のスタッフたちが飛び出した。
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    「撃て！」


    「やるわよ！」


    　あちらとこちらの言い分が綺き麗れいに一致した。銃撃戦開始だ。


    「イヌガミ、行くぞ。シャーリー、援護を！」


    　僕は声高らかに宣言した。


    「オッケー、行って！」


    　シャーリーはヘリの残ざん骸がいに身を隠しながら、Ｍ４をフルオートで撃ちまくる。その隙すきに、僕とイヌガミは疾風のような勢いで、リムジンを盾たてとするスタッフたちのもとへと邁まい進しんした。


    　僕たちの姿を視認したスタッフたちが、慌ててこちらに銃を向ける。だが、そうはさせじとシャーリーが援護射撃。当たりこそしなかったものの、体にかすりでもしたのか彼らは慌てて車体の陰に隠れた。


    　そして、僕とイヌガミは一台目のリムジンに到達した。スタッフたちの顔が恐怖に白くなる──だが、経験を積んでいる彼らはさすがと言おうか。プロの本能に従って、ナイフと拳銃を手に僕たちを迎撃した。


    　突き出されたナイフを腕諸もろ共ともに〝ヴィジャヤ〟で両断。宙を浮遊する彼の腕を蹴けり飛ばす。背後の男の胸板に、切断された腕が握っていたナイフが突き刺さった。


    　絶叫する男の下腹部から肩、肩から空へ跳躍。宙空で逆さになりつつ両腕を振り回す。すると、周囲にいた彼らの首や眉み間けんから血が迸ほとばしった。


    　一方のイヌガミは、彼らの首に噛かみついて固定すると、ぐるりと自身の体を回転させた。その拍子に、首筋の肉が綿わた飴あめのような容易さで引き千ち切ぎられた。


    　銃弾は雨のように降り注ぎ、黒い刃は陽光を浴びて不気味なオーラを漂わせる。ククリナイフで首を刎はね、胴を真っ二つに引き裂いた。六人を殲せん滅めつすると、直ちに次のリムジンへと挑む。


    　そこに、スタッフの一人が挟撃するＣＩＡ工作員たちに向けてスモークグレネードを撃ち込んだ。たちまち、スタッフや僕とイヌガミ、そしてシャーリー率いる工作員たちは全員が煙に巻き込まれた。


    　これではシャーリーたちも迂う闊かつに撃てない。撃てば僕やイヌガミに直撃する、その危険を冒おかしても、防弾リムジンを盾にする彼らは銃撃に強い。


    　僕とイヌガミは至近距離にいたにもかかわらず、煙幕によって互いを見失った。この煙はあくまで視界を阻そ害がいするだけのものらしく、多少息苦しいが咳せき込んで戦闘不能に陥るほどではない。精神を集中させ、やや屈かがんで歩き始めた。


    　銃弾飛び交う戦場とはいえ、ＣＩＡ工作員たちは全員が武器に減音器を装着しているためか、それほど銃声は酷ひどくない。


    　悪寒と同時に、ナイフを振りかざす際の微かすかな風切り音が耳に響いた。咄とつ嗟さに体を回転させて、音のあった場所へククリナイフを叩たたき込む。


    　悲鳴が、僕の攻撃への回答となった。


    　迂う闊かつだった、といえるだろう。この有様では、ＣＩＡ側も銃を撃つのは難しいが僕たちも銃で撃たれる不安はさほどない。つまり接近戦──それは、僕たちの圧倒的優位ということだ。


    　さすがに幹部を守るスタッフたちは、精鋭中の精鋭だった。恐らくこういう視界の悪い状況も想定して訓練を積み重ねたらしい。ナイフが煙の中から突き出され、僕の頬ほおがざっくりと引き裂かれた。けれど彼らの攻撃の方向が確定すれば自然、僕も敵の位置を確定できる。


    　そして、彼らのコンバットナイフは僕のククリナイフ相手では割り箸ばしのようなものだ。斬ざん撃げきと斬撃が絡み合った瞬間、彼らのナイフは打ち砕かれる。


    　突き出された腕から方向性を、高さから身長を推定、頭部がどこにあるかが分かれば、ククリナイフを一いつ閃せんするだけで相手の抹殺には事足りる。


    　悲鳴と、頭ず蓋がい骨こつが砕ける音。一人の相手を特定し、斬殺するのに十秒以上はかけられない。僕が五人を斬きり、イヌガミが三人を噛かみ砕いた。そして次の瞬間──かつてバレルガニアと、ローマで聞いた死を乞こう絶叫が同時に響いた。


    「爆発は芸術だ！」


    「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさあああああああああああい！」


    　瞬間、僕は最適な行動選択に迫られた。即ち──ここから離脱するか、あるいは突貫あるのみか。


    　答えは決まっている。


    「行くぞ！」


    　イヌガミと共に、僕はトラック目掛けて愚直な突撃を開始した。僕の背後で太矢クオレルと擲てき弾だんが同時に爆発。凄すさまじい爆風に煽あおられながら、リムジンの屋根に飛び乗ってトラックへと突っ込む。


    　素早く視認。遠目からではやや不明瞭だったが、こうして間近で観察するとよく分かる。


    　この二人は──別人だ。


    　だが、その一方でこの二人が僕と戦った娯楽提供者エンターテイナーであることもまた確かだ。七割くらいがノーベルとバズーカ・バンシーであり、残り三割はまともな人間であるかのような感覚。


    　ともあれ敵であることだけは間違いない。僕とイヌガミは同時に彼らに接近し、僕はノーベルを、イヌガミはバズーカ・バンシーに挑みかかった。


    「芸術は──」「黙れ」


    　ノーベルをその鎧よろいごと真っ二つに断ち割り、イヌガミも謝罪し続けるバズーカ・バンシーを問答無用に噛み砕いた。


    「シャーリー！　砲台役は始末したぞ！」


    《了解！》


    　僕がボディスーツに組み込まれた通信機で連絡すると、直ちにシャーリーは明快な返答で応じてくれた。再びの銃撃戦、今や内側から僕とイヌガミ、外側からＣＩＡと挟撃される彼らは絶体絶命の危機であると断言できた。


    　だから、彼が出てくるのは最後の最後だと考えていた。どうしようもなく追い込まれて、逃げるために車から出るか、さもなくば無理矢理車を発進させるかのどちらかだろうと。


    　ゼーレン・オルリック……彼は悠然とした態度で、もっとも安全であろうリムジンから現れた。


    　写真で見た通り、立派な風格をした初老の男だった。体は頑強そうであるが、取り立てて何の異常性も見受けられない。だからこそ、異常だった。銃どころか、武器の一つも身に帯びてはいない。服も防弾性があるようには見受けられず、限りなく無防備だった。


    「──赤あか神がみ楼ろう樹き、そしてイヌガミか」


    「……あなたはゼーレン・オルリックで正しいだろうか？」


    「うむ、いかにも。聖父フアーザー、〝慈愛アフエクシヨン〟のオルリックだ」


    「慈愛、だって？」


    　僕の呆あきれたような声に、彼はむしろ不思議そうに首を傾かしげた。


    「慈愛だとも。私の〝クラブ〟における役割は娯楽提供者エンターテイナーの強化、改造、創造だ。彼らの多くは悩み、苦しみ、嘆いている。そんな彼らを導き、目的を効率よく達成するために改善を施す。これが慈愛でなくて何だというのかね？」


    　ふざけている、といいたいところだが僕はもう、彼らとのコミュニケーションは放棄している。どこまでいっても平行線だ。ただ、今し方気になる言葉があった。


    「……創造、とはどういうことだ？　今の、ノーベルとバズーカ・バンシーの偽にせ者ものがそうだって言うのか？」


    「ふん、鋭いな。その通り、彼らは元々の娯楽提供者の遺伝子から作られた偽者だ。我々は既に、血液から採取した遺伝子を投与オーバーライトすることで人間の複製を行うことを可能にした」


    　──絶句した。


    　つまり、先ほどの二人は全くの他人だったわけか。


    「とはいえ、凡人では駄目だ。最も早はや人間とは別種といえるほどの超人であり、精神的に破は綻たんした怪物か、昇華された聖人でなくてはならない。……その点、ノーベルやバズーカ・バンシーは所詮、二流の娯楽提供者だ。完全な複製には至らなかった」


    　ぞわぞわと、嫌いやな予感というやつが加速度的に膨ふくれ上がってくる。目の前にいるただの男の手に、核爆弾のボタンが握られているような感覚だ。


    「だが、世の中には一流が存在する。一流の怪物、一流の聖人という者だな。……もし、彼らの遺伝子を取り込めば、どうなると思うね？」


    「……新しい怪物の誕生、か」


    　オルリックは重々しく頷うなずいた。と同時に、僕は銃弾のような勢いで飛び出し、オルリックの首を刎はね飛ばした。


    　……そう。刎ね飛ばそうとした、はずだった。


    「な……!?」


    　ククリナイフの一撃は大抵の物質を破壊し、斬きることができる。少なくとも、僕の力量であれば防弾加工したリムジンでも引き裂くことができるはずだ。


    　それを、オルリックは素手で受け止めていた。


    「……なるほど、いい勘だ。だが、遅かったな。スタッフが時間を稼いでくれたお陰で、私の〝進化〟は既に完了している」


    　くそ、やはりか……!!


    　オルリックの片手が動き出した。僕は咄とつ嗟さにもう一方のククリナイフで迎撃する──が、彼の拳こぶしは〝ソワカ〟の刃に直撃したにもかかわらず、完全に斬れることなく僕を吹き飛ばした。


    　マズい、吹き飛ばされた先にはリムジンがある……！


    　咄嗟に両手のククリナイフを背後に向かって勢いよく振り回した。刃が分厚い装甲に食い込んだ瞬間、そこを支点に体を回転させてリムジンに着地した。


    「面白い……面白いぞ！　これは素晴らしい！　よい！　よいな、これは！」


    　僕とほぼタイミングを同じくして襲いかかったイヌガミも、驚嘆すべき状況だった。鋼を噛かみ砕く牙きばがオルリックの腕に食い込んでいる。なのに、オルリックは腕を振り回してイヌガミを引き剥はがそうとしていた。


    　オルリックの猛たけ々だけしい雄お叫たけびと共に、イヌガミは遂に引き剥がされた。宙空でくるりと回転し、見事な着地を見せたものの──オルリックの腕は未いまだ健在。


    　わずかに皮膚が裂けて血が滴したたっていたものの、それだけだ。


    　オルリックがにんまりと笑った瞬間、銃声と共に彼が仰のけ反った。ＣＩＡの工作員たちがオルリックに接近し、拳銃で一斉に射撃したのだ。


    　合計六発の銃弾が、彼の背中に食い込んだ。通常ならば、まず即死と考えてよい。まして、相手は防弾チョッキも身につけていない、初老の男だ。


    　──だが。


    「駄目だ、逃げろ！　逃げろ！」


    　オルリックは立っていた。体が一気に膨ふくれ上がる。極度の筋肥大によって服は裂け、その丸太のような両腕両足が露あらわになった。


    　接近してきた工作員たちに向かって笑みを浮かべ、猿ましらのように襲いかかった。


    「な──!?」


    　絶句する工作員の頭部を掴つかむと、まるで豆腐か何かのように握り潰つぶした。


    「後退しろ、化け物だ！」


    　さすがに立ち直りが早い、状況を理解するより先に最善の選択肢を選んだ。だが、何しろ眼前の怪物は、悪意ある災害だ。


    　銃弾を物ともせず、オルリックの拳がＣＩＡ工作員に直撃し、そのあまりの威力に彼の体は爆砕した。マズい、あれは僕たち以外に止められないぞ……！


    「オルリック！」


    　一声叫ぶと、彼の動きが停止した。こちらにぐるりと顔を向け、にんまりと笑う。隣にいたイヌガミの背を軽く叩たたいて目を合わせる。


    　全く同じタイミングで、僕とイヌガミは再び接敵した。くひひひひ、と奇怪な笑い声をあげながら、オルリックが拳こぶしを振り回す。迅はやく、そして重い一撃だが、僕やイヌガミならば軽く躱かわせるレベルでしかない。


    　ククリナイフの双刃が煌きらめき、イヌガミの牙きばが閃ひらめいた。力と力が衝突し、火花の代わりに血が舞い散った。


    「こ……の……ヤ、ロゥ……！」


    　鋼の鉈なたと、鋼の牙と、鋼の拳、それらはまさに波ど濤とうの如ごとき勢いだ。互いを奈落に沈めようと、僕たちは技と力を競い合う。


    　拮きつ抗こう状態に陥り、周囲の人間は誰一人として手が出せない。銃弾を撃っても無駄なうえに、下手をすれば味方の邪魔になると踏んだからだろう。スタッフも、シャーリーたちも遠巻きに様子を窺うかがうだけに留とどまっている。


    　だが──。


    （マズい、疾くなってる……！）


    　オルリックはしだいに、その速度を増していた。どうやら、まだ本調子じゃなかったらしい。一体誰の遺伝子を組み込めば、これほどの怪物に成り果てるのだろうか。僕とイヌガミは防戦一方だ。


    　救いは一つある。それは、攻撃そのものが単調なこと。拳と足をただ無造作に突き出し、振り回すだけのシンプルなパワーファイトならば、亜音速でも捌さばける自信がある。


    　弱点のない人間などなく、ましてこれほど急激な変化ならば、どこかに歪ゆがみが生まれて然しかるべきだ。最も早はや暴嵐ハリケーンの如きオルリックの攻撃を、僕とイヌガミは必死になって捌いていた。


    「ちょこまかと……！」


    　オルリックが拳を止めた。何をするのかと思えば、リムジンを掴つかんだ。


    　いや、ちょっと待て。おい、まさか……！


    「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォ!!」


    　防弾加工されたリムジンは、普通の自動車などより倍は重たいはずだ。オルリックは、それを、まさかとは思ったが──こちらに向けて、放り投げた。


    「くっ……!!」


    　転がってその場を離れた直後、僕の目と鼻の先にリムジンが落下した。臓ぞう腑ふが痺しびれるほどの恐怖に、血が凍った。何とまあ、馬鹿げているとしか言いようがないことを……!!


    　イヌガミは──無事か。安あん堵どしたのも束の間、シャーリーが絶叫した。


    「楼ろう樹き！」


    「しまっ……」


    　ほんの数瞬、目を離した隙すきにオルリックの拳こぶしが無防備な僕の胸板を殴り飛ばした。目の前で、手しゆ榴りゆう弾だんが爆発したような衝撃だった。宙空高く舞った僕の体に、さらに追い打ちとばかりにもう一撃。僕はそのままアスファルトに叩たたきつけられた。


    　呼吸が止まり、意識が断線しかかる。体が痙けい攣れんし、視界は役に立たないほど歪ゆがんだ。呼吸ができない、吸おうとするたびに激痛が走る。


    　僕はもう戦闘不能だと認識したのか、あるいは咄とつ嗟さにイヌガミが吼ほえ立てたのが功を奏したのか、オルリックは僕をそのまま放置した。だが、生あい憎にくと僕はまだ生きている。一秒ごとに思考と視界が回復する。


    　オルリックは唸うなるイヌガミを一いち瞥べつすると、何な故ぜか不可解な行動に出た。リムジンに腕を突っ込んだのだ。あのリムジンは──オルリックが乗っていたリムジンだ。武器でも取り出すのだろうか？


    　彼が取り出したのは、武器というにはあまりに小さい拳銃だった。……いや、拳銃じゃない。あれはピストル型の注射器だ。麻酔銃……じゃないよな。オルリックはそれを手にすると、わずかに安あん堵どしたように口を歪ませ、自分自身に射ち込んだ。


    　僕の脳内に、そのことに対する疑問が湧わいた。僕が何故生きているのか、という疑問もあったが、それは後回しだ。


    　今の行動には、重要な意味がある。それは一体、何だ……何だ、何だ、何だ。苦痛も、恐怖も、何もかも一旦棚上げして思考しろ。


    　……よし、まず一つ目。どうして僕は今の行動に重要な意味があると思ったのだ？


    　これは簡単だ。今の行動は戦闘中にやるべきことではない。たとえば一定時間ごとに注射が必要だというのなら、少なくとも射ってから戦いに挑んだはずだ。つまり、戦闘前と戦闘中で事情が変わった。


    　その事情とは──当然、目に見えて分かる。〝変身メタモルフオーゼ〟だ。筋肉は肥大化し、縦横無尽に暴れ回り、その力を遺い憾かんなく発揮している。


    　……代償は、何だ？


    　そうだ、代償だ。力を得る代償があったはずだ、等価交換で何かを捧げてあれほどの力を得たはずなのだ。


    　それはつまり……………………熱量カロリー、だ。


    　代償は覚悟だの何だのという、精神的な意味合いではない。ただ純粋に、熱量カロリーが必要なはずなのだ。まして、あれほどの急速成長ともなれば尚なお更さらだ。必要な熱量カロリーは一万キロカロリーか？　それとも十万キロカロリーか？


    　あの注射は、超高濃度の栄養剤だろう。それがなくては、即座にガス欠になるほどに──あの力は強すぎるのだ。恐らく、僕がこうして骨も折れずに生きているのもこれが原因だ。オルリックはあのとき、ひどく弱っていたのだ。


    　指が動いた。再起動リブートまでに十秒。次の注射はどれくらいの間隔になるだろうか。いずれにせよ、次は絶対に射たせてはならない。イヌガミが追い詰められている。既に二度、腹部と顔面にあの拳こぶしを叩たたき込まれた。


    　イヌガミは天てん賦ぷの才と、軽量の体を生かして柔軟に打撃を吸収している。それでも、限界は必ずある。その前に、何としても……！


    　十、九、八──。


    　イヌガミの動きが鈍い。攻めあぐねているだけでなく、先ほどの二撃が、彼の肉体に痛手を負わせている。


    　七、六、五──。


    　オルリックが再びリムジンを投げつけた。イヌガミは躱かわしきれず、車体が肩に直撃して跳ね飛ばされた。スタッフが何人か巻き込まれたが、彼は気にも留めていない。


    　イヌガミが蹲うずくまっている、震ふるえて血を流している──彼は負傷するたびに、肉体の死よりも先に魂が死ぬ。マズい……駄目だ、あと五秒が待てない！


    　そこに、救いの銃弾が襲いかかった。


    「撃って！」


    　シャーリーの勇ましい声と共に、一斉に自動小銃アサルトライフルが火を噴いた。どうやら、最後のスタッフが仕留められたようだ。


    「距離を堅持して！　足元を狙ねらって！」


    　機動力を断つ手段に出たらしい。さすがにオルリックも、脚部を狙われると走って襲いかかるというわけにはいかないようだ。


    　四、三、二、一──。


    　あの男はここで仕留める、仕留めなければならない。七人の聖父フアーザー、三人目。ここで仕留めなければ、娯楽提供者エンターテイナーのなり損ないが際限なく増えていく。


    　……それは、僕にとって有害だとかそういうこと以上に許せないことだった。


    　僕はシャーリーから、娯楽提供者が如い何かなる理由でそう成り果てたのかを、望んで何人かは教えてもらった。同情の余地あるエピソードもあれば、聞いているだけで腸はらわたが煮えくりかえるようなエピソードもあった。


    　もちろん、だからといって彼らの罪が赦ゆるされるわけではないし、まして殺害したことに後悔など一切ない。だけど──彼らは、確かに己おのれの意志で怪物になることを選択した。


    　遺伝子を組み込み、なり損ないの娯楽提供者にはその意志が欠けている。ありきたりの人生、あるいは悲惨な人生に絶望した者の怨おん嗟さすらも背負わず、彼らが何かを代償にして獲得した力だけを得ようとするなど──断じて、許せるものではない。


    　零ゼロ！


    　立ち上がった。シャーリーは即座に銃撃を中止。オルリックがシャーリーたちに標的を変更せぬよう、もう一度僕は吼ほえた。


    「ゼーレン・オルリック！」


    　笑いながら、男が振り返る。僕の険しい眼まな差ざしも、全く意に介さない。呼吸を整える、やるべきことは理解した。あとは、どこまで僕がケモノガリであるか──重要なのは、ただそれだけ。


    　リムジンの残ざん骸がいとスタッフの屍し体たいが転がる、おぞましい惨ざん殺さつ戦場。そこに、僕とオルリックは立っている。


    　ククリナイフ〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟を構えて、僕はゆっくりとオルリックに接近していく。オルリックも屍体を蹴けり飛ばしながら、無造作ともいえる足取りで僕に近付いた。


    「──何か策しているのかとも思ったが。真っ向勝負をする気かね？」


    「……お前の弱点は、先ほどの注射銃だ」


    　ぴたり、とオルリックの動きが止まる。


    「何な故ぜだね？」


    　オルリックはそう言った。その『何故』は弱点が見抜かれたことではなく、それを隠さずに伝えたことへの疑問だろう。


    「アンタはどうあれ、誰かの紛まがい物だ。だったら、本物と戦う前に紛い物くらいは真っ向勝負で殺さないと、本物に勝てない。だろう？」


    　途端、オルリックの怒気が膨ふくれ上がった。僕の言葉はあからさまな挑発であり、彼にもそのくらいは分かっているだろうが、それでもなお許せぬものがあったらしい。


    「──紛い物と言ったな、赤あか神がみ楼ろう樹き」


    「紛い物だろう。その力はアストライアのものか？　それとも、僕がまだ知らない誰かか？　いずれにせよ、お前はもうゼーレン・オルリックじゃないのさ」


    「それは、お前が〝ケモノガリ〟に成り果てたようにかね？」


    　……空気が凝固する。僕にとって、もっとも核となる部分にこの男は今、無造作な態度で触れている。


    「赤神楼樹、お前はこの先どうする気だ？　なるほどお前が我々クラブを壊かい滅めつさせたとしよう。その先、お前はどうやって生きていくつもりだ？」


    　口が裂さけるような笑み。


    「分かっている、分かっているぞ。お前はもう、人間では有り得ない。そう生きていくには、お前はあまりに殺しすぎ、怪物に成り果てた。お前はこの先も人を殺さずにはいられないだろうし、それを正義と思わずにはいられないのだ」


    「……かもしれないな」


    　僕の同意を得たことで、さらに勢いづいたオルリックは告げる。


    「それに、お前の力を利用する者も出てくるだろう。あそこにいるシャーリーなど、その典型ではないか？　我々はゲームを仕掛けるだけだが、彼らは実利を求める。そのために、恐らくは貴き島しまあやなを──」


    「黙れ」


    　彼女の名は、条件反射で僕の血を沸ふつ騰とうさせる。露あらわにされた殺気に、オルリックは微ほほ笑えんだ。


    「お前が考えているような未来が、いずれ必ず訪れる」


    「いいや。……来ない！」


    　オルリックの拳こぶしと、僕のククリナイフが振り上げられる。正面から、互いの暴力的なパワーを暴力的なままに激突させた。


    



    　……オルリックの言葉は正しい。もしも、僕がこのまま生き残ればそうなる確率は高い。僕は最も早はや、人の世で人生を謳おう歌かできるような存在ではないのだろう。だけど、もしもそういう事態が起きた場合。僕に対抗できる手段が一つある。


    　──拳とククリナイフがぶつかり合い、夕焼けの残ざん滓しのような火花を散らす。


    　なるほど、どうやら遺伝子に加えて骨にも改良を施しているらしい。拳の骨と激突した際の衝撃と音は、明らかに鋼鉄のそれだ。


    　──叩たたきつけ、叩きつけ、更に叩きつける。効果なし、返礼とばかりに鳩みぞ尾おちを狙ねらっての蹴けりが放たれる。
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    　死ねばいい。ただ、そうなる前に自らの命を絶てば解決するのだ。


    　──蹴けりをミリ単位の見切りで躱かわす。確かに骨は頑丈極まりないが、皮膚や肉ならば、どうにか斬きれる。だが、そう思ったのは甘かった。物もの凄すごい勢いで肉体組織が再生している。


    　そう。狩るべきケモノがいなくなれば、ケモノガリもまた消えてなくなる。無論、この世界から悪が根絶されることはないだろうけれど、それは他の人間がやるべき事柄だ。


    　──だが、オルリックは苦く悶もんしている。さすがに肉体組織の再生は、その代償が大きいのだろう。すぐに自分自身に超高濃度栄養剤を射ち込んだ。


    　でも、とすぐに弱気の虫が這はい回る。僕は、できるだろうか。全てのケモノを根絶した後、果たして〝これで終わり〟とばかりに自らの命を絶つなんてことが、できるのか？


    　──ちらりと、彼が持っている栄養剤の弾数を観察した。残り五つ、随分と乏しいじゃないか。時間切れなど待たない、僕は絶対にお前を単なる暴力で上回ってやる。


    　少しは、自分に褒ほう美びを与えてもいいんじゃないか？　……下らない感傷だ、と思うと同時に想像以上にその考えにしがみついている自分に気付く。


    　──迅はやく、迅く、迅く！　強く、強く、強く！　もっともっともっともっと迅く強く迅く強く迅く強く迅く強く迅く強く迅く強く迅く強く迅く強く迅く強く迅く強く迅く強く！


    　せめて、あやながいなければこれほどの未練は残るまい。馬鹿な、それこそ恐ろしい想像だ。彼女がいるから、僕は真っ当な人間として生きてこられたのだ。彼女との思い出が、今の僕にとっての半分だ。残り半分はただの牙きばであり、剣であり、銃であり……つまりは兵器でしかない。


    　──再びオルリックが栄養剤に手を出した。その間隔が段違いに狭まっている。気付けば、僕は一歩も後退せずに、彼と殺し合っていた。拳こぶしを躱し、蹴りを躱し、跳躍と同時に一心不乱


    に斬りつける。オルリックの驚きよう愕がくと憎悪は、手に取るように分かった。僕は今、お前と真っ向から打ち合い、それを超えていこうとしている。


    　あやなに会いたかった。抱き締めたかった。あの声を聞きたかった。生き残りさえすれば、それは容易たやすく叶かなえられるはずだ。いいこと尽ずくめじゃないか。……なのに、どうして僕はそれを拒むのだろう？


    　──強くなりたいと願い、強くなろうと奮戦し、強くなっていく。遺伝子を取り込み肉体を変へん貌ぼうさせ、怪物になったところで真からの怪物には敵かなわない。さあどうした、ゼーレン・オルリック。戦え、戦え、まだ戦え。逃げることなど考えるな、絶対に逃がしはしない。斬られることにもいい加減慣れた頃合いだろう？　だから今から、貴様の骨を断つぞ。


    　それは、僕があやなに相応ふさわしくないからだ。ああ、分かってしまった。好きで好きで仕方なくて、誰より幸せにしてあげたくて。だからこそ、僕以外の誰かでなければ幸せになれない。何たる情けなさだろうか。


    　──〝ヴィジャヤ〟の刃が肉を裂き、骨にほんの少し食い込んだ。そこに〝ソワカ〟で追い打ちをかける。食い込んだ刃やいばに、金[image: ]ハンマーの要領でもう片方のククリナイフを打ち込んだ。骨が鋼であったところで、それがどうした。僕が炎神アグニから譲り受けたククリナイフは、鋼くらいは平気で叩たたき斬きる。さあ、次はどうする？


    　もう一つ、僕にまとわりついて離れない考えがある。ケモノガリとして、ケモノを殺して殺して殺し続けて。最後の一頭が残ったとする。その一頭は、まず間違いなく〝あいつアストライア〟だろう。そして今度は、一切の邪魔など入らない。僕と彼で、ただただひたすら互いを殺さつ戮りくし合う。これは最も早はや、未来予知といっても過言ではない。必ず、そうなるのだ。


    　──確かに僕は腕を斬ったぞ。だが、まだ片側は健在じゃないか。両足だって動くだろう。だから、逃げるな。戦え、戦え、戦え！　僕を殺してみせろ、七人の聖父フアーザー！　傲ごう慢まんにも己おのれのことを〝慈愛アフエクシヨン〟とまで自称したお前は、僕と戦わなくてはならない！


    　そのこと自体は、不思議ではない。相手の強さを考えれば、そうなることは決して謎なぞというわけではない。僕が恐れているのは、ただ一つ。アストライアは僕との戦いを求めていて、そしてそれ以上に……僕は、アストライアとの戦いを求めているのではないか、ということ。ケモノガリとしてではなく、赤あか神がみ楼ろう樹きという一個の人間として。彼と戦い、殺し合うことを望んでいるのではないかということ。僕は、それが何より怖い。


    



    　ゼーレン・オルリックが遂に膝ひざをついた。呼吸は荒く、切断された腕からは血が滴したたり落ちている。残る栄養剤は一本、それを注入すれば死へのカウントダウンが開始される。だがしかし、彼の態度はどこか穏やかだった。


    「最後の一本。これでお前を殺せなければ、私の敗北だ」


    「安心しろ。お前が衰えるより先に、僕が殺す」


    「……お前ならば、確かにやってのけるかもしれんな。なるほど、〝無垢イノセンス〟が執しゆう心しんするのも無理はない」


    「……アストライアか」


    「そう。〝無垢イノセンス〟のアストライア。お前とあれは、本当によく似ている。お前は己の正義を信じ、あれは己の悪を信じている」


    　確かに彼は無邪気なまでに、殺し合いのゲームに忠実であろうとする。かつてあやなを助けたときのように。


    「聖父の中で、もっとも強いのは〝悲哀グリーフ〟のサイクロプス・ジャックだ。私のこの肉体も、彼の遺伝子を取り込んだが故ゆえだからな。だが……それでも、私は一番恐ろしいのはアストライアだと思うね」


    　オルリックの肉体が、更なる膨張を果たした。腕の断面が、肉にく腫しゆの広がりで塞ふさがり、爪か皮膚が硬質化したナイフの如ごとき武器となった──唖あ然ぜんとする他ない。


    「ハハ、これはいい。どうやら生命の危機を感知した肉体が、更なる進化を遂げたようだ」


    　……次の一撃で勝負が決まる。そんな確信を僕は抱き、恐らく眼前のオルリックもそう考えている。


    「──行くぞ、ケモノガリよ。殺さつ戮りくに特化し、滅ぶだけの哀れな生物め」


    「滅ぶのは貴様だ、ゼーレン・オルリック。お前に〝慈愛〟をくれてやる」


    



    　踏み込んだ一歩は、死への一歩だった。


    　繰り出される拳こぶし──これを拳と呼称すべきかどうかは判断の分かれるところだろうが──は、騎士が持つ突撃槍ランスの如ごとき勢いで迫りくる。


    　後退しない以上、このままなら僕は胸板を貫かれるのが必至だ。


    　もちろん、そうなりたくはない。一歩を踏み込み、腕を交差させた状態で〝ヴィジャヤ〟と〝ソワカ〟を彼の首に向かって挟み込むように振るう。


    　僕の方が迅はやかった。だが同時に、僕の一撃はオルリックを仕留めるには至らない。首の部分の筋肉は、小山のように盛り上がっていて、刃が食い込んでも頸けい動脈や骨を切断するには至らなかったのだ。


    　だが、オルリックの一撃は僕の脇を切り裂さくに留とどまった。……といっても、灰色熊グリズリーの一撃を腹部に喰くらって無事でいられるはずがない。肋ろつ骨こつは折れ、血が派手に飛び散った。


    　互いの一撃は、互いに死を与えるには至らず。だが、共に深手を負った。刃が首に食い込んだオルリックも、腹部をこそぎ取られそうな僕も、先に次の一歩を踏みしめるために総力を結集させた。


    　脇の薄い部分を引き裂かれたせいで、剥むき出しになった痛覚が信号を脳に向けて送り込む。


    　痛い、痛い、痛い！　嫌いやだ、もうこんなのは嫌だ！　気絶したい、気絶したい、気絶したい！


    　そう喚わめき散らす肉体を、『意志』が徹底的に黙らせる。いつもならば、それで簡単に黙らせることができた。鋼鉄にして絶殺の『意志』は、僕の肉体を思うがままに操っていたのだ。


    　だが、今度は違っていた。勝手にしろ、とばかりに力が抜けかかる。今までと何かが違った。僕の殺意は鈍っていないのに、僕の体が停止しようとしている。


    　確かに今しがたの一撃は強烈だった。だが、これまでの戦いでそれ以上の一撃を幾度も幾度も受けたはずだ。決して耐えられない痛みではなく、まして意識を喪失するなどという致命的な状態には陥らないはずだ。


    　堪たえろ、堪えろ、堪えろ。これが終わったら食事を喰らい、ケモノのように眠るのだ。そんなありきたりの誘惑を投げかけても、肉体は弱々しく崩れ落ちようとしている。


    　なるほど、と『論理』が納得した。僕はこれまで、肉体の脆ぜい弱じやくさを補うために鋼鉄の殺意で体を動かしていた。だが、これだけ痛めつけられればいくら何でも限界が訪れるというもの。


    　──ここがお前の終着点だ。お前は、否いな、人間はここから先へ進めない。


    　そうか、それは仕方ないか。肉体が弱いのだから、仕方ない。敗北するのは、殺されるのは、弱いから仕方ない。


    　──何な故ぜなら、お前は人間だからだ。いかに強きよう[image: ]じんなる意志をもってしてもなお、超えられぬものがそこにある。


    　僕の身長と体重と筋力は、ゼーレン・オルリックの半分以下だ。だから、弱い。だから、打ち勝てない。


    　──ここが、人間の限界進化点エヴオリミツト・ポイントである。


    



    「ふざけるな！」


    　肉体ではなく、細胞が憤り始めた。ここが終着点だと誰が決めた？　肉体か？　脆ぜい弱じやくだから、これ以上の進化はなく、これ以上の伸びしろはない？　違う、断じて違うぞ。僕はまだ強くなる、勝って殺すために強くなる。魂が先行して突っ走りすぎているというのならば、そら肉体も走り出せ。


    　腱けんは頑丈に、太く、そして柔軟に。筋肉は細胞の一片まで総力を振り絞り、有り得ない剛力を実現させろ。神経は脳からの信号を隅々まで神速で送り届け、人類に不可能な動作といわれた速度を実現させろ。


    　全ては戦い、勝つために、殺すために、敗北せぬために。人が自らの手で塞ふさいだ扉を、宇宙開闢ビツグバンの如ごとき力で吹き飛ばせ──！


    「あ……？」


    　それは、オルリックにとっても予想外だったに違いない。だからこその、腑ふ抜ぬけた声だ。メキメキと、彼の首筋から音がする。ククリナイフの双刃が、徐々に食い込み始める音だ。


    「な、に……!?」


    　ぶちぶちとゴムの塊のような筋肉の鎧よろいを、剃かみ刀そりの如き刃やいばが浸透していく。驚きよう愕がくは当然だろう、完全に受け止めたはずの斬ざん撃げきが、徐々に徐々に圧されていく。


    　それは、本来有り得ない状況だ。僕のククリナイフは振り回す際の遠心力と、その鋭利な刃によって相手を斬きるものだ。人体は意外にも頑丈で、ただ振り回せば斬れるものではない。まして人は骨、肉、脂などの複合装甲を有している。どれほどの名刀でも、三人四人を斬ればなまくらになるのはそういう理由だ。


    　運動エネルギーを失ったククリナイフの刃は、オルリックの筋肉を一刀で叩たたき斬れなかった。追加で攻撃を加えるならともかく、ただ力を籠こめただけでは不可能なはずだ。


    　だが──。


    「お、あ、が、ぎ、お、ああああああああああああああああ!?」


    　ゼーレン・オルリックは絶叫する。命を奪うための死に神の手が、彼の首をしだいに強く締め付けている。


    　ぶち、ぶち、とあまり耳に心地よいとはいえない音。筋肉が断裂していく、奇妙で滑こつ稽けいな音だ。不意に、それが途中で消えた──いや、違うか。僕が絶叫していたのだ。


    　あああああ、と本当に全く何の意味ももたらさない、ただただ本能の赴くままに解き放った叫びだった。


    　壁を、扉を、目の前を塞ふさぐ何かを踏破するために。踏みにじって、更なる高みへと上るために、僕は吼ほえたのだ。


    　慌ててオルリックは両手で引き剥はがそうとした。だが、いかに無双の力を獲得したオルリックといえども、それは人間を基盤にした力に過ぎない。


    　今、僕はその先にいる。人から怪物に成り果て、その怪物すら上回る位置に立っている。その代償が何かなど今は考えず、ただこの刹せつ那なに生きる。


    　遂に鋼鉄で補強された骨に到達した。殴られ、刺され、蹴けられてもなお、僕は一歩も譲らぬ。


    「──お前は、一体、何なのだ」


    　オルリックは静かにそう呟つぶやいた。……そうだな、僕にももう分からない。少なくとも、人間ではなくなってしまったのだろう。魂が変わった、などというレベルではなく。純粋に、肉体的にだ。


    　絶望する、と僕は考えていたがオルリックは笑って言った。


    「なるほど。私は所詮、人間であったか！　どれほどの非道を重ね、どれほどの変へん貌ぼうを遂げても、私はまだ人間でしかなかったか！　だがな、赤神楼樹ですらなくなった〝ケモノガリ〟よ！　そこまでいって、お前はようやく──彼らと対等だ！」


    　そこで、話は終わった。斬きって首を刎はねて殺した。いつもなら、戦いが終わった瞬間に糸が切れたように頽くずおれるはずの僕の体は、未いまだ立ち尽くしている。


    　目の前には僕が殺したゼーレン・オルリックの屍し体たい、周囲には巻き込まれ、ＣＩＡ工作員たちに射殺され、イヌガミに噛かみ砕かれ、僕に斬ざん殺さつされた〝クラブ〟スタッフたちの屍体、そして破壊されたリムジン、瓦が礫れき、それだけだ。


    「イヌガミ……」


    　イヌガミは、僕を見ている。恐怖と悲哀が入り混じっていた色で、僕を見ていた。


    「……やめてくれ」


    　そんな目で、僕を見るな。イヌガミが何かに気付いたように顔を伏せ、軽く尻しつ尾ぽを振った。僕の方も、それで緊張の糸が切れたのだろう。大きく息を吸い──元の自分に戻ろうとする。


    　だが、何となく分かってしまった。この日、この瞬間、僕は決定的に道を違たがえた。ケモノガリとして魂だけではなく、肉体と脳に不可逆の変化を起こしてしまった。


    　ゼーレン・オルリックに勝利するため。〝クラブ〟のケモノを一つ残らず討ち果たすため。


    　……いや、それだけではない。それだけならば、僕はここまで変貌したりなどしなかったろう。僕は、これから先のことを見据えてしまった。ミスター、ルシアン・カウフマン、ゼーレン・オルリック──〝クラブ〟の組織を束ねる幹部たちは残り四人。


    　その中に、オルリックやカウフマンすら畏い怖ふする〝悲哀グリーフ〟がいるという。


    　そして、そいつ以上にアストライアがいる。この二人と戦い、勝利するために……僕は、人の肉体すら捨てたのだ。


    　彼らケモノを喰くらい、喰らうだけ喰らった後は機能を停止するだけの、人でなしに。


    　……僕は、もうそれに怯おびえたりはしない。ただ、最さい期ごに待つものを受け入れよう。

  



  
    第六章　Hereafter


    



    　そうして、何もかもが動き出した。その勢いは竜巻のようであり、洗濯機の内部のようでもあり、つまりはぐるぐると旋回して、どこに着地するのかは当事者も観察者も分からないようであった。


    　ゼーレン・オルリックがＣＥＯを務めていたインコグニート社は、税務署員……と、ＣＩＡの立ち入り捜査によって、偶然にも人体実験などの資料を発掘、直ちにＦＢＩによって捜査が開始され、彼らが世界各地から人体実験用に人間を拐かどわかしていたこと、そして──人体実験だけでなく、人狩りマンハントの用途にも使われていたことが発覚した。


    　壮絶なスキャンダルは、これに留とどまらなかった。僕が持っていたリストの一部が流出、人を狩る〝クラブ〟に世界に名高き高級セレブたちが参加していた、という異常事態に全世界が驚きよう愕がくし、混乱した。


    　そして、その大半がここ一年以内に変死を遂げていることも。


    　全世界が、〝クラブ〟の存在に鳴動し、デマと真実が撒まき散らされた。数日前、独房で服毒自殺したＣＩＡ長官ルシアン・カウフマンの〝偽にせ者もの〟も、その組織の一味であるという噂うわさも流れた。偽者、という部分を除けばその噂は正しい。今となっては、偽か真かなどどうでもよいことだが。


    「──ま、飽きっぽいから続報がなければ一年で収まるでしょうけどね。何しろ、弾だん劾がいすべき人間たちはほとんど死んでいるし」


    　シャーリーが肩を竦すくめてそう告げた。僕とイヌガミ、そしてシャテアはインコグニート社の本社ビル、その最上階の社長室を訪れていた。シャーリーに呼び出されたのだが、彼女は未いまだその目的を教えてくれていない。


    「レントブロアやバレルガニアの名前は出ていないしね、何よりローマ……教皇の暗殺事件と関連づけられていない。報道では、あくまでセレブたちが趣味で集まっただけ……というイメージだし」


    　実際にはそれどころではない。歴史ある組織であり、あらゆる場所に食い込んでいる秘密結社だ。己おのれの娯楽のためならば、国を弄もてあそぶことすら厭いとわない。


    　戦力ときたら、先進国に匹敵する。持っていないのは核兵器くらいのものだろう──それすらも怪しいが。


    「ま、そこらへんの報道はこちらで抑えていたんだけどね。混乱は彼らの組織を揺さぶるのに有用だけど、度が過ぎると私たちにも触れられなくなる」


    　なるほどな、と僕は納得した。少なくとも、これで〝クラブ〟の新規会員は存在しなくなる。これだけ騒がれて、入会しようという奇特な輩やからはまずいまい。


    　僕一人では、どうにもならなかった。


    　カウフマンという重石おもしが外はずれたＣＩＡ（つまりシャーリー）は、実に生き生きと、秘密工作に励んでいた。


    「今年と来年、状況によっては再来年のトップニュースであり続けるでしょうね。でも──」


    「ああ。……でも、それで終わりだ。彼らはいつしか物語や記録の中だけでしか存在せぬ、無力なケモノと成り果てる……そうさせる」


    　──最終決戦が間近だ、という予感があった。


    　何より、問題はアストライアだ。


    　オルリックは、彼と僕はそっくりだと言った。僕もその意見に賛成だ。僕と彼はカードの表と裏……優劣も上下もなく、ただ方向性ベクトルが違うだけに過ぎない。


    　僕は、彼に勝てるのだろうか。もし勝てたとして、その先に何が待つのだろうか。恐らく、その戦いが終わるまではこの身は遺い憾かんなくその力を発揮するだろう。だが、そこから先は自分でもどうなるか分からない。


    「それで思い出したけど、五十人は変わらず行方不明のままなのか？」


    　僕が問う五十人とは、言うまでもなくポーカーゲームの賞品とされた会員メンバー側の五十人である。殺されるはずだった無む辜この人間たちは、特に変わらず生活を過ごしている。命を狙ねらわれていたことなど、気付いてすらいないだろう。


    　問題は会員たちだ。


    　一応調べてみると、五十人の会員たちがあの日を境に姿を消していた。アメリカだけではなく、アジアや中東、ヨーロッパやアフリカ──あらゆる国のあらゆる会員が、あのポーカー勝負の賭け金チツプとして計上された日から姿を消していた。


    「ええ、行方不明のまま。……一応、ポーカーには私が敗北したんだから死んではいないでしょうけど。ただ、釈放されたわけでもないらしいわね」


    「確かに、勝てば釈放するとは言ってなかったっけ。まあ、チップにされたらいくら会員でも怒るか」


    「……つまり、どちらにせよ死んでるのかしら」


    　もしくはそれに極めて近い状態か、だ。いずれにせよ、今の僕が優先すべきは残りの幹部たちだ。彼らを追えば、会員たちにも必然的に遭遇するだろう。


    「ねーねー、ロウキ。つまんない」


    　先ほどから社長室の調度品を興味深そうに眺めていたシャテアだが、すぐに飽きたらしい。まあ、ご大層に飾られた抽象画など見ていて面白いものではないだろう。


    「シャテア、悪いけどお仕事よ」


    「ぶぅ。面倒くさいなぁ、もう」


    「そ、ところで貴女あなたに電話よ。ほら、出なさい」


    「……へ？」


    　きょとんとした表情で、シャテアは携帯を受け取る。実は、僕はシャーリーから誰からの電話なのか聞かされているので、口元に笑みが浮かんでしまった。


    《姉ちゃん!?》


    「あ……カウロ、カウロなのね!?　嘘うそ、やだ、どこにいるの!?」


    《何かスーツ着たアメリカ人に飛行機に乗せられて、気付いたらアメリカだった。凄すごいよ、ここの家！　雨水が漏もってこないんだぜ！》


    「え、ってことは──」


    　呆ぼう然ぜんとするシャテアに、シャーリーがニマニマと笑いながら言った。


    「あら、貴女の要望を叶かなえてあげたのだけど？　名前はそのままで国籍は作ってあげたし、住む家も要望通り、治安がいいところにしたわ。仕事はハッキングテストによるセキュリティのランク付け、仕事のやりとりはメールで問題ないわ。ただ、適当に手を抜いた方がいいわよ？　貴女が本気でハッキングすると、大抵のセキュリティは突破されちゃうから、いつまで経たっても仕事が終わらないし……」


    「あ、うん……えと、あの、いいの？」


    　おどおどと、シャテアは僕やシャーリーの顔を覗のぞき込む。どこか怯おびえたような様子から察するに、彼女はその幸運を実感できないでいるらしい。


    「シャテア、受け取りなよ。君には権利がある」


    「巻き込んだお詫わびよ。ＣＩＡに潜入するなんて無茶も引き受けてくれたしね。いい？　国家権力というのはこういうときに使うだけ使っておくものよ」


    「……あり、あり、がとう。あは、あはは……び、びっくりしちゃって、腰が抜けそう」


    　へなへなと床に座り込もうとする彼女の腰を、イヌガミがそっと支えた。


    《姉ちゃん？　姉ちゃーん！》


    「ご、ごめん！　えっと、うんと、あのね、カウロ。お姉ちゃん、ちょっとお仕事中。でも、心配しないでいいよ。その家、貰もらったやつだから」


    《姉ちゃんが？　……なんか、ヤバいことしてない？》


    「大丈夫。もう終わったから！」


    《ヤバいことしてたのかよ！　そういうのは、やめろって前から言ってただろ！》


    「うん。……もうしない」


    《しないの？》


    「しなくても、大丈夫になった……みたい。アンタも、学校に行くことができるよ」


    《学校？　でも、お金は──》


    「心配しなくても、いいの。あのね、カウロ。あたしたちね……あたしも、まだちょっと信じられないんだけどね？　うん、えっと、何か……幸せになって、いいみたい」


    《ホント？　アントニオみたいに、死んだりしなくていい？》


    「そこは、お医者さんも呼べるし、泥棒もいない。殴ってくる人もいないから、大丈夫……だと思う」


    《そっかー……あのね、姉ちゃん。俺、サッカー選手になりたいんだ》


    「え？　……警察官じゃなかったっけ」


    《だってブラジルあつちだと、警察官にならなきゃヤバいだろ。こっちが安全なら、俺サッカー選手になりたい！》


    「うん。……頑張ってね」


    《で、姉ちゃんは？　いつこっちに来るの？》


    「もうちょっと待って。えっとね……ちょっと、世界を救いに行かなきゃならないから」


    《へ？》


    「食事と寝る前に、ちゃんとお祈りするのよ！　じゃ、ばいばーい！」


    　通話を切って、はぁ──とシャテアは大きく息を吐き出した。それから、突然シャーリーに抱きついて叫んだ。


    「ありがとう、シャーリー！　強引で胡う散さん臭くさい巨乳オバさんだとばかり思ってたけど、気前がいいのね！」


    「あはははは。……殴っていい？」


    　褒ほめているんだから、それはやめてあげてほしい。


    「それよりシャテア。たぶん、これが最後のお願いになるわ。この部屋にあったＰＣから、何かを見つけて頂ちよう戴だい」


    　シャテアはごしごしと服の袖で目元を擦こすって、勢いよく首を縦に振った。


    「オッケー。シャテア・アンデラーデ、気合入れてハッキングさせて貰もらうわよ！」


    　かつてゼーレン・オルリックがその力を振るったこの社長室で、恐らくは次の手がかり──〝クラブ〟の幹部たちの行方が知れるだろう。


    　カウフマンたちの話によれば、聖父フアーザーは全部で七人。


    〝節制テンパランス〟──ミスターと呼ばれた男だ。彼はもういない。


    〝勤勉デイリジエンス〟──ルシアン・カウフマン。


    〝慈愛アフエクシヨン〟──ゼーレン・オルリック。


    〝無垢イノセンス〟──アストライア。


    　残るは〝謙虚モデステイ〟〝悲哀グリーフ〟、そして〝虚無ホロウ〟。


    　彼らの手がかりがあればいいのだが……。


    「ん？　どうした、イヌガミ」


    　不意にイヌガミが僕の服の袖を引っ張り始めた。何か知らせたいことがあるのか、いつものようにタッチペンを銜くわえると、スマートフォンに文字を入力した。


    《二人だけで話せないだろうか？》


    「……ああ、いいとも」


    　僕はハッキングに熱中するシャテアと、それを見守るシャーリーをよそに社長室から離れて、二人だけで話せる屋上のヘリポートへと移動した。


    



    　現時刻は午後三時。日差しは明るく、空も青い。高層ビルからの眺めは、なかなかに雄壮だ。暖かな風は、春の訪れを祝福しているようでもある。……こんな風に、穏やかな気分で空を眺めるのも久しぶりだな、と僕は何となく思った。


    　さて、イヌガミの話とは何だろう。僕が見守る中、彼はスマートフォンの画面越しにその言葉を告げた。


    《君は既に臨界点に達していると、私は思っているのだが……合っているか？》


    　──それは、戦闘と殺さつ戮りくに特化した生物同士でしか分からない真実だった。


    　しばしの沈黙の後、僕は言った。


    「正直言ってそうだ。シャーリーは遠巻きに様子を窺うかがっていたせいで、感づいていない──いや、もしかすると分かっているかもしれないけど。僕はたぶん、違う〝何か〟になりつつある」


    《私もだ。もっとも私の場合は、君とは逆だ。……理性が、侵され始めている。今にこうして語ることもできない、ただの犬に成り下がるだろう》


    　イヌガミは変わらず、知性あふれる眼まな差ざしでそう告白した。


    《原因は、恐らくアグニに『殺された』ときだろうな。体を修復する際、相当に自分がもぎとられた感覚があった。あれはまさに奇跡と呼ぶべき現象であり、二度はない》


    「そうは見えないが──」


    《……私はもう、掛け算ができない。二桁けたの足し算も無理だ》


    　その言葉は、想像以上の衝撃があった。言語能力はまだ失われていないらしいが、数学的な


    部分は、既に欠けつつあるらしい。


    《それの何が致命的かは、君にも分かると思うのだが。本能だけでは、彼女に勝てない》


    　僕は頷うなずき、彼女のことを思い出した。イヌガミ──ハインツ・ルートヴィヒが全生命を懸かけて捜し、殺さねばならない少女。


    　かつてゲルト・ルートヴィヒという名で、今はステージネームをロートケプヒェン赤ずきんという、娯楽提供者エンターテイナーだ。


    　僕は一度しか会ったことがなかったが、あの凍るような眼差しは今もよく覚えている。話によれば、イヌガミはローマで二度彼女と殺し合っている。そのどちらも、第三者の介入により決着をつけるには至らなかったらしいが……。
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    《彼女は私が殺し、慈いつくしまねばならん。そこで、頼みがある。彼女の所在が知れたとき、たとえそれが別行動になったとしても、私は直ちにそちらへ向かう》


    「ああ、それは当然だ。元々、君たちは巻き込まれた──すまん、これは君が嫌がるんだった」


    　イヌガミは当然だ、というように微かすかに唸うなった。彼は自分が『巻き込まれた被害者』という


    立場にされると酷ひどく怒り出す。


    《私は加害者だ。断じて被害者でない、被害者というのは父の城に迷い込んだ犠牲者たちのことを指す。私は哀れまれる存在ではなく、憎悪されて然しかるべき生物クリーチヤーだ》


    「……分かった、悪かったよ。でも、一つだけ言わせてほしい」


    《？》


    「確かに君は加害者だ。でも、僕の友達だ。そうだろう？」


    　僕の言葉にイヌガミはオン、と吼ほえた。その声は猛たけりもなく、悲哀もなく、この春の空気に相応ふさわしい快活な響きがあった。


    　何となく、彼との離別を予感し始めている自分がいた。


    　僕とイヌガミはしばし、二人してぼんやりと青空を眺めていた。友達のように──いや、友達なのか。


    　これが怪物に成り果てた者同士の、醜い共感に過ぎなかったとしても。そこには、終生の友のような濃い友情が確かにあったと思うのだ。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    「あははははははは！　死んだ！　死んだってさ！　〝勤勉デイリジエンス〟と〝慈愛アフエクシヨン〟がくたばったんだって！　面白いよ、そいつ！　何だっけ、そうそう〝ケモノガリ〟だっけか！　やっぱりおいらが殺したいな！　ぐっちゃぐちゃのひきにくのハンバーグにしてやりたいな！　そうすればきっと、すごくすごく気持ちいいんだろうね！」


    　そう言いつつ、〝悲哀グリーフ〟は、少年の顔を踏み潰つぶした。


    「ジョン！　ジョン！」


    　彼の目の前で、縛しばり付けられた父親が絶叫している。その隣には妻らしき死体。同じように、全身を踏み潰されて殺されていた。


    「あはははは！　死んじゃった！　死んじゃったったら死んじゃった！　ねえねえ、どんな気分？　大切に愛して愛して愛して愛して育てた子供がぐっちゃぐちゃに殺された心境、聞かせておくれよおいらにさ！」


    「殺してやる！　殺してやるぞ貴き様さまッ!!」


    「ざんねん。おいら死なないよ？　二百歳くらいまで幸せにハッピーに生きるんじゃないかなぁ？　これまで殺してきた人はみーんな『殺してやる』って言ってたけどさぁ！　おいら、不死身みたいなんだよねぇ！　あはははははは！」


    「────ッ!!」


    　言葉もなく、涙に濡ぬれた瞳で男は〝悲哀グリーフ〟を睨にらみつける。殺意に物理的な力があったとすれば、それだけで押し潰つぶすことができるだろう。


    　だが殺意は所詮、どこまでいってもただの意志に過ぎない。


    「あはははは！　ばーか、ばーか、ばあああああああああああああああああああああか！　死なねぇって言ってんだろうが！　死ぬわけないだろうがおいらがよ！　ぎゃはははははははは！」


    　ぐちゃり、と男の腕を踏み潰した。悲鳴を上げる男の声は掠かすれかけている。つまらない、とでも思ったのか、〝悲哀グリーフ〟は容よう赦しやなく頭ず蓋がいを割った。


    「はぁ……すっきりしたー」


    〝悲哀グリーフ〟はにこにこと笑いながら、大きなソファーに三人の死体を運ぶ。夫・子供・妻の順に。最も早はや判別ができないほどに血みどろで、ただの肉塊であるが着ている服のお陰でどうにか判別がついた。


    　ここはこれでよし、と納得したように彼は頷うなずく。仲良し家族、あるいは中流階級の象徴ともいえる五十インチのプラズマテレビには、わざわざご丁寧に彼らの殺害シーンを撮影した動画をリピート再生するようにセットした。


    　……〝悲哀グリーフ〟にとって、この世界は壊しても良い玩具おもちやが詰まった箱に過ぎない。人形の手足をもぎとり、怪物化フリークスするのと同じこと。


    　ちなみに隣の家にはこの町の住人を限界まで詰め込んでみた。五百人ほどでパンクになりかけたが、呻うめき声の弱々しい合唱がいつまでも途絶えることはなく、〝悲哀グリーフ〟はうっとりと聞き惚ほれていた。


    　そうして、その町は〝悲哀グリーフ〟の単純で幼稚な悪意によって滅び去った。町の住人の素朴な生活、他者には分からずとも本人にとっては星のように輝いていた人生は、彼の「何となくそうしたかった」という動機で無残に踏みにじられた。


    



    　彼の絶頂は当然だ。五月蠅うるさい人間、自分に少しだけ近い人間がまた一人消えたのだから。そうすれば、彼は更なる孤高を得る。誰にも理解されず、できない高みへ踏み込むことができる。


    　あと、邪魔なのは──。


    「ああ、〝無垢イノセンス〟のやつ。早く死んでくれないかなぁ」


    「──僕はそう簡単に死なないさ」


    〝悲哀グリーフ〟が振り返る。そこには、蔑さげすみを露あらわにした〝無垢イノセンス〟のアストライアが佇たたずんでいた。手には天てん秤びん。それをゆらゆらと動かしながら、少年は巨人と対たい峙じする。


    「ああ、いたんだ？　で、どうしたのさ？」


    「お楽しみのところ悪いんだけど。そろそろ、出しゆつ立たつだよ」


    「そうなんだ。どこへ？」


    「決戦の土地、マウリカ島。チップとなるべき五十人の元〝会員メンバー〟と、この状況でもなお、狩りハンテイングを優先する愚かしくも勇ましい最後の会員メンバーと娯楽提供者エンターテイナー、そして僕たち聖父フアーザーが全員揃そろってお出迎えさ」


    「相手は？」


    「僕と君は、ただ一人。赤あか神がみ楼ろう樹きだ」


    　そう言った途端、嬉うれしそうに〝悲哀グリーフ〟──サイクロプス・ジャックは足踏みした。


    「そっかぁ！　殺せるんだ！　あいつを殺せる！　ふひひひひひひひひ！　いいなぁいいなぁ楽しみだなぁ！　両りよう膝ひざを潰つぶして命乞ごいをさせて、それからそいつの前で仲間と恋人を嬲なぶってやりたいなあ！」


    「──お前は本当につまらないな」


    　アストライアがそう呟つぶやいた途端、色濃い殺意が迷わず彼に叩たたきつけられた。


    「あ？」


    　地獄の底の亡もう者じやとて、逃げ出さずにはいられないというおぞましいジャックの音声。最も早はや、人が絞り出すものとは思えない。


    　だが、真に恐ろしいのは。


    「気にするな。ただの独り言さ、ただの！」


    　からからと、汗一つかかずに笑い出す少年の方だろう。毒どく気けを抜かれたように、ジャックはふんとそっぽを向いた。


    「さて、先攻後攻の話だけど。……僕は後攻でいい、君が先陣を切るといいさ。〝悲哀グリーフ〟」


    「へえ？　いいのかい？」


    「もちろん。君は敗北するよ、疑いようもなく」


    　アストライアは満面の笑えみと共に確信する。


    　ジャックはそれを聞いてへらへらと笑う。彼は、己おのれの強さが頂点のものであることを認識している。それでもアストライアと戦わないのは、勝利したとしても自身の強さが半壊しかねないからだ。


    　勝利するために、両目を抉えぐられ両腕を壊されては話にならない。戦うのは、勝つと確信するだけの強さを身につけてからだ。


    　自分は最強、全生物の頂点に立つ存在であるが、だからこそ絶対に油断はしない、そして……もっと強くなる。


    　まずはケモノガリを倒し、そしてその肉を喰くらう、心臓も、大腸小腸も、脳のう髄ずいに至るまで全てを啜すする。そうすれば、必ず、絶対に──もっと強くなるはずだ。


    　ジャックはそう確信している。


    　アストライアはそんな彼を見て、こう思う。このサイクロプス・ジャックを殺すことができたならば。あらゆる人間性をかなぐり捨てて、ただの一匹の〝ケモノ〟として──自分の前に立ってくれるだろう、と。


    　それは恐らく人生最高の珠しゆ玉ぎよくにして至福の瞬間ときだと。アストライアは確信した。

  



  
    エピローグ　Final Destination


    



    
      ──バレルガニア　大統領官邸

    


    　そうして。貴き島しまあやなは、今日も長い語りを終えた。


    　聞いていた相手であるバレルガニア現大統領グレタ・クラインはくすくすと笑って、ことんとティーカップを置いた。


    「そう、ロキはそんな風に生きていたのね」


    「うん。……ねえ、今日の話は退屈じゃなかった？」


    　貴島あやながおずおずと尋ねると、グレタは無言で首を横に振った。もうこれで、彼女は一週間以上この官邸に滞在している。国こく賓ひん級の扱いを受けており、外に出かける際はボディガードがつく有様だ。


    　呼びかけがフランクなのも、グレタに乞こわれてのことだ。何しろ大統領ともなると、誰も彼もの口振りが本当に堅苦しくて、と可愛かわいらしく溜ため息いきをつくので、ついあやなは友人のように話し合う、と約束してしまったのだ。


    「いいえ、全然。今日もとても興味深い内容だったわ、あやな」


    「ううん、わたしだってわたしの知らない楼ろう樹きくんを教えてもらっているもの」


    「……あやなは、ロキが怖くないのね」


    　ふと、グレタはそんなことを呟つぶやいた。貴き島しまあやなは、例の〝クラブ〟との関わりを除いて、本当に戦争や人殺しとは、無縁の人生を送ってきたはずなのだ。それをやっかむ気持ちは毛頭ないが、不思議なのは赤あか神がみ楼樹の陰いん惨さんな活躍に不快な感情一つ見せないことだ。


    　怖くないのだろうか。自分の知っている幼おさな馴な染じみが、これほど変わり果てた存在になっているのに──怖くないのだろうか。


    「うん、全然怖くないよ。だって、楼樹くんは楼樹くんだもん」


    　単たん純じゆん明めい快かいで、ともすれば楽天的すぎる回答。だが──グレタはそれに反論できない。それほどまでに、貴島あやなの眼まな差ざしは真しん摯しだった。そのありきたりの言葉に、果たしてどれほどの決意が込められているのだろう。


    「……敵かなわないわね、あやなには」


    「え？　そっかな？　わたしからすると、グレタさんの方がずっと凄すごいと思うよ。綺き麗れいだし、優しいし、大統領なんて凄いし」


    「あら、大統領なんてあやなでもやれるお仕事よ。にこにこ笑って挨あい拶さつして、渡された契約書にサインすればいいだけよ」


    　もちろんそんなはずはない。グレタは渡される書類一つ一つに目を通し、周囲の国々や先進国との外交にも力を割さき、時には夜を徹して交渉し続けている。クーデターによってグレタたちが政権を奪取してから、亡命していたかつての政治家、官僚たちも続々と戻ってかつての仕事に就ついている。


    　恐らく、今がこの国にとっての分ぶん水すい嶺れいだ。だからこそ、あえてグレタは国の象徴として先進国のマスコミの寵ちよう児じとなっている。


    「落ち着いたら、日本に留学したいの。ロキが生まれ育った場所がいいわね」


    　グレタは夢見るように呟いた。正直な話、それがいつになるかは全くの謎なぞだ。もしかすると、生涯この国から出ることは叶かなわないかもしれない。全ては政治しだいだ。


    「えへへ、案内しちゃうよ。でも、京都とか東京みたいなのは期待しないでね。ごくごく普通の、平凡な街だから」


    「──でも、いいところなんでしょう？」


    「うん！」


    　満面の笑みと頷うなずき。グレタは、どうして赤神楼樹が彼女に好意を抱いたのか、何となく分かる気がした。彼女の笑みは、日だまりのようなあたたかさがある。


    　……でも、それだけではない。彼女には無色透明、そして不ふ可か視しの凶気が存在する。そもそも、彼女はまたも〝クラブ〟による人殺しのゲームに巻き込まれたという。それも今回は、赤あか神がみ楼ろう樹きの大切な存在として、彼女個人を狙ねらったものだ。


    　普通ならば、その時点で負の感情が起きるはずだ。赤神楼樹への恨みや、そうでなくとも普通の生活に戻りたいとか、愛しているから多少のことでは挫くじけないにしても──家に戻りたくなるはずだ。


    　普通ならば……そのはずなのに。彼女はバレルガニアを訪れた。しかも、敵であるアストライアに要求してまでだ。それは、異常だ。自分を連れ去り、ゲームの賞品にした相手に要求するなど、常人の神経では有り得ない。


    　アストライアは、彼女を送り届けた際にこう告げたという。


    「やっぱり僕は君が、この世界で一番怖いや。貴き島しまあやなさん」


    　その言葉は正しい。彼女は『日常』という名の凶気を抱いて生きている。いつでも、どこでも、誰とでも交流可能で、ありとあらゆる者を恐れず、善悪を正しく判別できる──ありきたりの怪物だ。


    　だから、貴島あやなは赤神楼樹のことをこれっぽっちも恐れないのだろう。


    「ねえ、あやな。貴女あなたは、ロキに会いに行くの？」


    「うん。楼樹くんは拒絶するかもしれないけど、会いに行く」


    「貴女を拒絶する？」


    　あやなは寂しそうに頷うなずいた。


    「楼樹くんは、わたしを日常の象徴みたいに思っているの。だから──わたしに会うと、弱くなるって思ってる」


    「……そう」


    　確かに、あやなの言う通りかもしれなかった。赤神楼樹は、貴島あやなが何より大切で……。だから、殺さつ戮りくの場には置きたくない。彼の考えは正しい。赤神楼樹は、間違いなく貴島あやなを前にして戦えない。


    「でも、何となくだけど。もうすぐ楼樹くんの旅は終わりそうな気がする」


    　グレタもそれには同意する。ローマのテロ事件、あれが契機となったらしい。というのも、グレタの下もとへバチカンからの密使が出向いてきたからだ。


    　──〝クラブ〟のことについて、お話ししたいことがある。


    　そう告げたダスティ・ガープリングという男は驚くべき情報を伝えてくれた。現在、少数ではあるものの信頼できる人間を集め、一種の反〝クラブ〟ネットワークが結成されていると。


    　にわかには信じ難い言葉であったが、何とローマ教皇直々のメッセージが届けられてしまえば、信じないわけにもいかなかった。


    　その中心にいるのは──当然、赤神楼樹だ。無論、彼が主となってあれこれ指図しているわけではない。彼はただ意志ある災害の如ごとく、その圧倒的な力を〝クラブ〟に振るうだけだ。


    　そんな彼に力づけられ、世界のどこかで〝クラブ〟と戦いだした者たちがバチカンであり、ＣＩＡであり──グレタと、バレルガニアである。


    「そうね。旅が終われば、ロキは戦う必要がなくなる。でも──」


    「うん……でも。戦いが終わったとき、楼ろう樹きくんには、きっと何かが起こる。だから、そのときは楼樹くんの傍そばにいてあげたいの」


    「……私がその場に立ち会えるかどうか分からないけど。一つだけ、いい？」


    「なあに？」


    「ロキに──幸せになってって伝えてね。私、ロキのことが好きだから」


    　あやなは驚いた表情で、首を縦に振った。


    「あ、うん。でも、その、いいの？」


    「……好きだから、幸せになってほしいから。あやなと一緒になってほしいの、私」


    　そう呟つぶやいて、グレタはほんの少しの悲しみとそれ以上の嬉うれしさを滲にじませた。あやなは、拳こぶしをぎゅっと握り締めて、力強く首しゆ肯こうした。


    　ノックの音に、グレタが応じた。


    「──失礼します。バチカンのガープリング様より緊急連絡です」


    　使用人の言葉に、グレタの顔はさっと国を預かる執政者のそれに切り替わった。


    「ここに繋つないでください。この連絡が終わるまで、誰も取り次がないで」


    　そう命じて、グレタはわずかに慌てつつ受話器を取った。先代の大統領であるコリキア・リンドマンの用心深さ故ゆえか、ほぼ全回線が盗聴防止システムを配備していることは、彼女にとっても幸いだった。


    「グレタです。何かありましたか？」


    　しばらく英語で話し合ったあと、グレタはメモを見ながら何度か場所の確認を繰り返すと、電話を切った。振り返った彼女は、あやなに真剣な眼まな差ざしで告げた。


    「……どうやら、決戦が間近のようです」

  



  
    　かくして、場に全ての駒ピース、全ての札カードが出で揃そろった。


    　道化ジヨーカーを徹底的に執しつ拗ようなまでに揃えた〝クラブ〟と。


    　ただ一枚の切り札ジヨーカーとして、それに立ち向かう赤あか神がみ楼ろう樹き。


    



    　──旅は終わり、終わりが始まる。
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    　　　あとがき──暴力反対


    



    　東出です。『ケモノガリ』六巻、お届け致します。大変唐突でございますが、自分は暴力が基本的に苦手です。……や、そこ。目を丸くしない。


    　確かに『ケモノガリ』……に限らず、私が書いているものはどれもこれも人が死んだり人が撃たれたり人が斬られたり人が千ち切ぎられたりするものばかりでございますが。実際の暴力ほど苦手なものはなかったりします。


    　映画であればフィクションであり、どれほど陰惨な暴力であったとしても面白く思えます。格闘技であればルールがあり、どれほどの暴力でも互いが一定の基準を持っている以上、熱狂できます。


    　しかし、現実の暴力だけは駄目です。どうにも理不尽で、痛々しい暴力だけは本当に苦手なのです。まあ常識的な話、暴力は悪いことなのです。偉い人たちの言う通り、こればっかりは真実です。


    　ところが、ところがですよ。フィクションであれば話は違います、違うのです。


    　何故なら、傷ついている人は誰もいないからです。仮想であれば、人をどれほど傷つけても、そこに「生物が知覚する肉体的苦痛」はありません。精神的苦痛、たとえば格闘ゲームでボコボコにされた、というストレスはあったとしても肉体的には抓つねられる痛みすらありません。


    　繰り返しますが、暴力はよくありません──全くその通り。


    　ですが、暴力がもたらす衝動の発散がストレスの軽減に役立つのも確かです。何かを破壊したい、と思うのは人間であれば誰にでも存在するエゴイズムです。


    　そのとき実際に暴力を振るって他人を傷つけるのではなく、仮想での暴力を選択するのであれば、皆が傷つかずに済みます。……そう、我々は実際に傷つけ合うのではなく、ただ脳内でのみ傷つけ合う選択をしたのです。実際に人を傷つけるのは、野蛮人に外ほかならない。


    　誰かが言います。今の若い者たちはゲーム・アニメ・漫画・小説……フィクションと現実の区別がついていない、と。


    　その通り！　フィクションの暴力も、現実の暴力も暴力を振るう側が「膨大なストレスを解消する」という点では同じです。翻ひるがえって言えば、現実で暴力を振るわずとも、フィクションが存在すればそれで充分なのです。


    　そう、現実に暴力を振るいたくなったとき、ちょっとその腕を下ろして、フィクションの暴力に溺れてみませんか？


    　現実で殴った拳は痛くとも、フィクションなら痛みはありませんよ！


    　というところで、次巻もよろしくお願い致しまする。


    
      東出祐一郎
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